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英文法　基本


英文法　基本　1回目　
氏名［　　　　　　　　　　］
【be動詞】

Is , am , areの動詞をまとめて［　be　］動詞といいます。「～です。である。」の意
1．
［　］にis , am , areのどれかを入れよ。

He 
[  is   ] my brother.
彼は私の兄です。


She 
[  is   ] my sister.
彼女は私の妹です。


You 
[  are   ] a kind girl.
あなたは優しい女の子です。


They [  are   ] students.
彼らは学生です。


We 
[  are   ] Japanese.
私たちは日本人です。

2．
Is Tom your brother ?（トムはあなたのお兄さんですか）の答え方には，

Yes, [  he   ] [  is   ].   No, [  he   ] [  isn’t   ].　heはTomの繰り返しをさける。

【疑問詞】

だれ [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(フー),Who)   ] ～？　　どこ [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(フェア),Where)   ] ～？　　何歳 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ハウ),How)   ] [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オウルド),old)   ] ～？
1．　　部分を問う疑問文を書きなさい。
(1)
She is in the kitchen.
彼女は台所にいます。

① 場所を聞いているので疑問詞［　 where   ］を使う。


② She is  in the kitchen .


　　　　この部分を疑問詞にすると，［　is  ］[  she  ] ?


①＋②より，[   Where   ] [  is   ] [  she   ] ?　彼女はどこにいますか。

(2)
That man is Taro’s father.
あの男性はトムのお父さんです。


① だれなのかを尋ねているので疑問詞は [   who   ] を使う。


② That man is  Taro’s father.


        これを疑問文の形にすると，[  is   ] [  that   ] man ?


①＋②より，[   Who   ] [  is   ] [  that   ] [  man   ] ?　あの男性は誰ですか。

(3)
He is thirteen years old.

① 何歳なのかを聞いているので，疑問詞は [  how   ] [  old   ]を使う。



② He is  thirteen years old.


　　　　これを疑問文の形にすると，[  is   ] [  he   ] ?


①＋②より，[  How   ] [  old   ] [  is   ] [  he   ] ?　彼は何歳ですか。
(4)
He is from Tokyo. 　
私は東京出身です。　注）form～は「～出身」の意

① 場所を聞いているので，疑問詞は［   where   ］を使う。



② He is from Tokyo.


　　　　これを疑問文の形にすると，[  is   ] [  he   ] [  from   ] を使う。


①＋②より，[   Where   ] [  is   ] [  he   ] [  from   ] ?　彼はどこの出身ですか。

2．次の英文を日本語に訳しなさい。

(1)
He is thirteen years old.
［　　　彼は13歳です。　　　］
(2)
She is from Kobe.
［　　　彼女は神戸出身です。　　　］

(3)
She is in the kitchen.
［　　　彼女は台所にいます。　　　］
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② That man is  Taro’s father.


        これを疑問文の形にすると，[  is   ] [  that   ] man ?


①＋②より，[   Who   ] [  is   ] [  that   ] [  man   ] ?　あの男性は誰ですか。

(3)
He is thirteen years old.

① 何歳なのかを聞いているので，疑問詞は [  how   ] [  old   ]を使う。



② He is  thirteen years old.


　　　　これを疑問文の形にすると，[  is   ] [  he   ] ?
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② He is from Tokyo.


　　　　これを疑問文の形にすると，[  is   ] [  he   ] [  from   ] を使う。
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2．次の英文を日本語に訳しなさい。

(1)
He is thirteen years old.
［　　　彼は13歳です。　　　
］

(2)
She is from Kobe.
［　　　彼女は神戸出身です。　　　
］

(3)
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［　　　彼女は台所にいます。　　　
］


【一般動詞】
1．is , am , areを［  be   ］動詞といい，それ以外の動詞を［　一般動詞　　］といいます。
食べる［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イート),eat)　 ］または［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ハブ),have)   ］　　好き［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライク),like)　 ］　　作る［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(メイク),make)　 ］
読む　［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(リード),read)　 ］　　書く［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライト),write)　 ］　知っている［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ノウ),know)　 ］

2．三人称単数… he , she , itなどの代名詞を三人称単数といいます。3人にしてはじめて会話が成り立つ主語です。「彼，かっこいいね」など。会話の対象は「私とあなたと彼」の3人です。Tom , Taro , my fatherもheにおきかえられるので三人称単数です。（男か女がすぐわかる場合と考えてもよい）

3．三人称単数主語に○をつけよ。

he［ ○ ］　she［ ○ ］　Tom［ ○ ］　you［　　　］　we［　　　］　they［ 　 ］　
Tom and I ［ 　 ］　I［ 　 ］　my sister［ ○ ］　my father［ ○ ］　my brother［ ○ ］
4．三人称単数の主語をもつ一般動詞が現在形の文
「三単現のs 」とは「三人称単数主語をもつ現在形の文の場合，一般動詞にはsをつける」という意味です。
I　　  like 　　cats.
私は猫が好きです。

He [  likes   ] cats.
彼は猫が好きです。

三単現のsをつけるとき，次の動詞に注意しましょう。
study → EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(し),子)

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(いん),音)＋yなのでyをとってiesをつける＝［　studies　　］

　　　　　　(アイウエオ以外の音)

have →［　has　　］
5．（　）内の動詞をあてはまる形に書きかえなさい。
He ( study ) English.
［　studies   ］彼は英語を勉強します。
She ( know ) him well.
［　knows   ］
彼女は彼をよく知っています。

His father ( have ) a new car.
［　has   ］
彼のお父さんは新車を持っています。

6．一般動詞のある疑問文
一般動詞のある文を疑問文にするとき，do , doesを用い，そのとき動詞は原形にします。

She makes a cake.
彼女はケーキを作ります。

疑問文にすると，[  Does   ] she [  make   ] a cake ?

7．次の英文を疑問文にしなさい。
(1)
He studies English.
彼は英語を勉強します。

[    Does he study English     ] ?

(2)
You know him well.
あなたは彼をよく知っています。


[    Do you know him well     ] ?

(3)
She has a nice bag.
彼女は良いかばんを持っています。


[    Does she have a nice bag     ] ?

8．疑問詞…何［　what　 ］，どのようにして［　how   ］，何時に［　what   ］[  time   ]～
9．　　部分を問う疑問文を書きなさい。
(1)
He plays soccer at school every day.
彼はサッカーを学校で毎日します。

① 場所を聞いているので疑問詞［　where   ］を使います。

② He plays soccer at school every day.  これをはずします

残りの文の疑問文をつくります。［　　Does he play soccer every day ?　　　］
　　①＋②より，［　　Where does he play soccer ever day ?　　　］

(2)
She goes to school by bus.
彼女はバスで学校に行きます。

① 方法を聞いているので疑問詞［　how　 ］を使う。


② She goes to school by bus.

残りのこれを疑問文にする［　　Does she go to school ?　　　］
　　①＋②より，［　　How does she go to school ?　　　］
【一般動詞】

1．is , am , areを［  be   ］動詞といい，それ以外の動詞を［　一般動詞　　］といいます。

食べる［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イート),eat)　  ］または［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ハブ),have)   ］　　好き［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライク),like)　 ］　　作る［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(メイク),make)　 ］

読む　［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(リード),read)　 ］　　書く［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライト),write)　 ］　知っている［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ノウ),know)　 ］

2．三人称単数… he , she , itなどの代名詞を三人称単数といいます。3人にしてはじめて会話が成り立つ主語です。「彼，かっこいいね」など。会話の対象は「私とあなたと彼」の3人です。Tom , Taro , my fatherもheにおきかえられるので三人称単数です。（男か女がすぐわかる場合と考えてもよい）

3．三人称単数主語に○をつけよ。

he［ ○ ］　she［ ○ ］　Tom［ ○ ］　you［　　　］　we［　　　］　they［ ○ ］　

Tom and I ［ 　 ］　I［ ○ ］　my sister［ ○ ］　my father［ ○ ］　my brother［ ○ ］

4．三人称単数の主語をもつ一般動詞が現在形の文

「三単現のs 」とは「三人称単数主語をもつ現在形の文の場合，一般動詞にはsをつける」という意味です。

I　　  like 　　cats.
私は猫が好きです。

He [  likes   ] cats.
彼は猫が好きです。

三単現のsをつけるとき，次の動詞に注意しましょう。

study → EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(し),子)

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(いん),音)＋yなのでyをとってiesをつける＝［　studies　　］

　　　　　　(アイウエオ以外の音)

have →［　has　　］

5．（　）内の動詞をあてはまる形に書きかえなさい。

He ( study ) English.
［　studies   
］
彼は英語を勉強します。

She ( know ) him well.
［　knows   
］
彼女は彼をよく知っています。

His father ( have ) a new car.
［　has   
］
彼のお父さんは新車を持っています。

6．一般動詞のある疑問文

一般動詞のある文を疑問文にするとき，do , doesを用い，そのとき動詞は原形にします。

She makes a cake.
彼女はケーキを作ります。

疑問文にすると，[  Does   ] she [  make   ] a cake ?

7．次の英文を疑問文にしなさい。

(1)
He studies English.
彼は英語を勉強します。


[    Does he study English     
] ?

(2)
You know him well.
あなたは彼をよく知っています。


[    Do you know him well     
] ?

(3)
She has a nice bag.
彼女は良いかばんを持っています。


[    Does she have a nice bag     
] ?

8．疑問詞…何［　what　 ］，どのようにして［　how   ］，何時に［　what   ］[  time   ]～

9．　　部分を問う疑問文を書きなさい。

(1)
He plays soccer at school every day.
彼はサッカーを学校で毎日します。


① 場所を聞いているので疑問詞［　where   ］を使います。


② He plays soccer at school every day.  これをはずします


残りの文の疑問文をつくります。［　　Does he play soccer every day ?　　　
］

　　①＋②より，［　　Where does he play soccer ever day ?　　　
］

(2)
She goes to school by bus.
彼女はバスで学校に行きます。


① 方法を聞いているので疑問詞［　how　 ］を使う。


② She goes to school by bus.

残りのこれを疑問文にする［　　Does she go to school　　　
］

　　①＋②より，［　　How does she go to school　　　
］

英文法　基本　２回目　
氏名［　　　　　　　　　　］
【be動詞】

Is , am , areの動詞をまとめて［　be　］動詞といいます。「～です。である。」の意

1．
［　］に適語をあてはめよ。


[  He   ] 
[  is   ] my brother.
彼は私の兄です。


[  She   ] 
[  is   ] my sister.
彼女は私の妹です。


[  You   ]
[  are   ] a kind girl.
あなたは優しい女の子です。


[   They   ]
[  are   ] students.
彼らは学生です。


[  We   ]
[  are   ] Japanese.
私たちは日本人です。

2．
[  ]にあてはめよ。

(1)
Is Tom your brother ?
トムはあなたのお兄さんですか

Yes, [  he   ] [  is   ].   No, [  he   ] [  isn’t   ].　
(2)
Is Judy your friend ?
ジュディー（女性）はあなたの友達ですか。


Yes, [  she  ] [  is   ].

(3)
Are Tom and Ken good friends ?
　* 二人なので


Yes, [  they   ] [  are   ].

【疑問詞】

(1)
That man is Taro’s father.
あの男性はトムのお父さんです。


① だれなのかを尋ねているので疑問詞は [   who   ] を使う。


② That man is  Taro’s father.


        これを疑問文の形にすると，[  is   ] [  that   ] man ?


①＋②より，[   Who   ] [  is   ] [  that   ] [  man   ] ?　あの男性は誰ですか。

(2)
He is thirteen years old.

① 何歳なのかを聞いているので，疑問詞は [  how   ] [  old   ]を使う。



② He is  thirteen years old.


　　　　これを疑問文の形にすると，[  is   ] [  he   ] ?


①＋②より，[  How   ] [  old   ] [  is   ] [  he   ] ?　彼は何歳ですか。
(3)
He is from Tokyo. 　
私は東京出身です。　注）form～は「～出身」の意


① 場所を聞いているので，疑問詞は［   where   ］を使う。



② He is from Tokyo.


　　　　これを疑問文の形にすると，[  is   ] [  he   ] [  from   ] を使う。


①＋②より，[   Where   ] [  is   ] [  he   ] [  from   ] ?　彼はどこの出身ですか。

2．次の日本文にあう英文を完成しなさい。

(1)
He is thirteen [  years   ] [  old   ].
彼は13歳です。

(2)
She is [  from  ] Kobe.
彼女は神戸出身です。

(3)
She is [  in  ] the kitchen.
彼女は台所にいます。

【一般動詞】

1．is , am , areを［  be   ］動詞といい，それ以外の動詞を［　一般動詞　　］といいます。

食べる［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イート),eat)　 ］または［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ハブ),have)   ］　　好き［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライク),like)　 ］　　作る［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(メイク),make)　 ］

読む　［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(リード),read)　 ］　　書く［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライト),write)　 ］　知っている［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ノウ),know)　 ］

2．三人称単数主語に○をつけよ。

she［ ○ ］　he［ ○ ］　you［　　　］　we［　　　］　they［ 　 ］　Tom［ ○ ］

Tom and I ［ 　 ］　I［ 　 ］　my father［ ○ ］　my brother［ ○ ］　my sister［ ○ ］

英文法　基本　２回目　
氏名［　　　　　　　　　　］
【be動詞】

Is , am , areの動詞をまとめて［　be　］動詞といいます。「～です。である。」の意

1．
［　］に適語をあてはめよ。


[  He   
] 
[  is   
] my brother.
彼は私の兄です。


[  She   
] 
[  is   
] my sister.
彼女は私の妹です。


[  You   
]
[  are  
] a kind girl.
あなたは優しい女の子です。


[   They   
]
[  are  
] students.
彼らは学生です。


[  We   
]
[  are  
] Japanese.
私たちは日本人です。

2．
[  ]にあてはめよ。

(1)
Is Tom your brother ?
トムはあなたのお兄さんですか

Yes, [  he   ] [  is   ].   No, [  he   ] [  isn’t   ].　
(2)
Is Judy your friend ?
ジュディー（女性）はあなたの友達ですか。


Yes, [  she  ] [  is   ].

(3)
Are Tom and Ken good friends ?
　* 二人なので


Yes, [  they   ] [  are   ].

【疑問詞】

(1)
That man is Taro’s father.
あの男性はトムのお父さんです。


① だれなのかを尋ねているので疑問詞は [   who   ] を使う。


② That man is  Taro’s father.


        これを疑問文の形にすると，[  is   ] [  that   ] man ?


①＋②より，[   Who   ] [  is   ] [  that   ] [  man   ] ?　あの男性は誰ですか。

(2)
He is thirteen years old.

① 何歳なのかを聞いているので，疑問詞は [  how   ] [  old   ]を使う。



② He is  thirteen years old.


　　　　これを疑問文の形にすると，[  is   ] [  he   ] ?


①＋②より，[  How   ] [  old   ] [  is   ] [  he   ] ?　彼は何歳ですか。
(3)
He is from Tokyo. 　
私は東京出身です。　注）form～は「～出身」の意


① 場所を聞いているので，疑問詞は［   where   ］を使う。



② He is from Tokyo.


　　　　これを疑問文の形にすると，[  is   ] [  he   ] [  from   ] を使う。


①＋②より，[   Where   ] [  is   ] [  he   ] [  from   ] ?　彼はどこの出身ですか。

2．次の日本文にあう英文を完成しなさい。

(1)
He is thirteen [  years   ] [  old   ].
彼は13歳です。

(2)
She is [  from  ] Kobe.
彼女は神戸出身です。

(3)
She is [  in  ] the kitchen.
彼女は台所にいます。

【一般動詞】

1．is , am , areを［  be   ］動詞といい，それ以外の動詞を［　一般動詞　　］といいます。

食べる［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イート),eat)　 ］または［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ハブ),have)   ］　　好き［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライク),like)　 ］　　作る［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(メイク),make)　 ］

読む　［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(リード),read)　 ］　　書く［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライト),write)　 ］　知っている［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ノウ),know)　 ］

2．三人称単数主語に○をつけよ。

she［ ○ ］　he［ ○ ］　you［　　　］　we［　　　］　they［ 　 ］　Tom［ ○ ］

Tom and I ［ 　 ］　I［ 　 ］　my father［ ○ ］　my brother［ ○ ］　my sister［ ○ ］

3．三単現のsをつけるとき，次の動詞に注意しましょう。

study → EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(し),子)

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(いん),音)＋yなのでyをとってiesをつける＝［　studies　　］

　　　　　　(アイウエオ以外の音)

have →［　has　　］

-EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ス),s) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シス),sh) , -EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チ),ch) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(クス),x) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(オウ),o)の形をもつ動詞の場合esをつける。

waEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シス),sh) → [   washes   ]     watEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チ),ch) → [   watches   ]     gEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(オウ),o) → [   goes   ]

4．次の英文を疑問文にしなさい。

(1)
He studies English.
彼は英語を勉強します。


[    Does he study English     ] ?

(2)
You know him well.
あなたは彼をよく知っています。


[    Do you know him well     ] ?

(3)
She has a nice bag.
彼女は良いかばんを持っています。


[    Does she have a nice bag     ] ?

5．疑問詞…何［　what　 ］，どのようにして［　how   ］，何時に［　what   ］[  time   ]～

6．　　部分を問う疑問文を書きなさい。

(1)
He plays soccer at school every day.
彼はサッカーを学校で毎日します。


① 場所を聞いているので疑問詞［　where   ］を使います。


② He plays soccer at school every day.  これをはずします


残りの文の疑問文をつくります。［　　Does he play soccer every day ?　　　］

　　①＋②より，［　　Where does he play soccer ever day ?　　　］

(2)
She goes to school by bus.
彼女はバスで学校に行きます。


① 方法を聞いているので疑問詞［　how　 ］を使う。


② She goes to school by bus.

残りのこれを疑問文にする［　　Does she go to school ?　　　］

　　①＋②より，［　　How does she go to school ?　　　］

7．現在進行形「～している」状態を表すときにはbe～ingをとります。
～ing形の作り方　　一般に～ingをつけるだけ。

短母音＋子音字のときは子音を重ねてing

put  [   putting   ]    cut  [   cutting    ]    shut  [   shutting    ]

run  [   running    ]   swim [   swimming   ]

注）セ eq \o\ac(○,ッ)ト
短母音＋子音字
(1)
彼は犬といっしょに走っています。

He [  is   ] [   running   ] with his dog.

(2)
彼は車を洗っています。


He [  is   ] [   washing   ] his car.


3．三単現のsをつけるとき，次の動詞に注意しましょう。

study → EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(し),子)

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(いん),音)＋yなのでyをとってiesをつける＝［　studies　　］

　　　　　　(アイウエオ以外の音)

have →［　has　　］

-EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ス),s) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シス),sh) , -EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チ),ch) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(クス),x) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(オウ),o)の形をもつ動詞の場合esをつける。

waEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シス),sh) → [   washes   ]     watEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チ),ch) → [   watches   ]     gEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(オウ),o) → [   goes   ]

4．次の英文を疑問文にしなさい。

(1)
He studies English.
彼は英語を勉強します。


[    Does he study English     
] ?

(2)
You know him well.
あなたは彼をよく知っています。


[    Do you know him well     
] ?

(3)
She has a nice bag.
彼女は良いかばんを持っています。


[    Does she have a nice bag     
] ?

5．疑問詞…何［　what　 ］，どのようにして［　how   ］，何時に［　what   ］[  time   ]～

6．　　部分を問う疑問文を書きなさい。

(1)
He plays soccer at school every day.
彼はサッカーを学校で毎日します。


① 場所を聞いているので疑問詞［　where   ］を使います。


② He plays soccer at school every day.  これをはずします


残りの文の疑問文をつくります。［　　Does he play soccer every day ?　　　
］

　　①＋②より，［　　Where does he play soccer ever day ?　　　
］

(2)
She goes to school by bus.
彼女はバスで学校に行きます。


① 方法を聞いているので疑問詞［　how　 ］を使う。


② She goes to school by bus.

残りのこれを疑問文にする［　　Does she go to school ?　　　
］

　　①＋②より，［　　How does she go to school ?　　　
］

7．現在進行形「～している」状態を表すときにはbe～ingをとります。

～ing形の作り方　　一般に～ingをつけるだけ。

短母音＋子音字のときは子音を重ねてing

put  [   putting    
]    cut 
[   cutting    
]    shut  [   shutting     ]

run  [   running    
]   swim 
[   swimming   
]

注）セ eq \o\ac(○,ッ)ト
短母音＋子音字

(1)
彼は犬といっしょに走っています。


He [  is   ] [   running     ] with his dog.

(2)
彼は車を洗っています。


He [  is   ] [   washing     ] his car.


英文法　基本　３回目　
氏名［　　　　　　　　　　］
【be動詞】

is , am , areの動詞をまとめて［　be　］動詞といいます。「～です。である。」の意

I amの短縮形は 
[  I’m  ]    
you areの短縮形は
[   you’re   ]

He is   〃
[  He’s   ]
she is　　　〃
[   she’s   ]

we are  〃　
[  we’re   ]
They are   〃
[   They’re   ]

1．
［　］に適語をあてはめよ。


[  He’s   ] 
my brother.
彼は私の兄です。
[  She’s   ] 
my sister.
彼女は私の妹です。

[  You’re   ]
a kind girl.
あなたは優しい女の子です。

[  They’re   ]
students.
彼らは学生です。
[  We’re   ]
Japanese.
私たちは日本人です。
2．is notの短縮形は [   isn’t   ]
are notの短縮形は [   aren’t   ]

3．［　］に適語をあてはめよ。

(1)
Is Judy your friend ?
ジュディー（女性）はあなたの友達ですか。


No, [  she   ] [   isn’t   ].
いいえ，ちがいます。

(2)
Are Tom and Ken good friends ?
トムとケンは良い友達です。


No, [   they   ] [   aren’t   ].
いいえ，ちがいます。

【疑問詞】

　何時に [  what   ] [  time   ]　　　誰が [  who   ]      誰の [  whose   ]

1．下線部を問う疑問文を書きなさい。

(1)
That man is Taro’s father.
あの男性はトムのお父さんです。


① だれなのかを尋ねているので疑問詞は [   who   ] を使う。


② That man is  Taro’s father.


        これを疑問文の形にすると，[  is   ] [  that   ] man ?


①＋②より，[   Who   ] [  is   ] [  that   ] [  man   ] ?　あの男性は誰ですか。

(2)
He is thirteen years old.

① 何歳なのかを聞いているので，疑問詞は [  how   ] [  old   ]を使う。



② He is  thirteen years old.


　　　　これを疑問文の形にすると，[  is   ] [  he   ] ?


①＋②より，[  How   ] [  old   ] [  is   ] [  he   ] ?　彼は何歳ですか。
(3)
He is from Tokyo. 　
私は東京出身です。　注）form～は「～出身」の意


① 場所を聞いているので，疑問詞は［   where   ］を使う。



② He is from Tokyo.


　　　　これを疑問文の形にすると，[  is   ] [  he   ] [  from   ] を使う。


①＋②より，[   Where   ] [  is   ] [  he   ] [  from   ] ?　彼はどこの出身ですか。

(4)
This is her bag.
これは彼女のカバンです。

① だれのと聞いているので疑問詞は [  whose   ] を使う。


　 この場合， [   Whose   ] bag ～?という形になる。


② This is her bag.を疑問文にする。[  is   ] [  this   ] を使う

①＋②より，[   Whose   ] [  bag   ] [  is   ] [   this   ] ?　これは誰のカバンですか。

(5)
It is ten thirty.
10時30分です。

① 何時なので，疑問詞は [  what   ] [  time   ]を使う。


② It is ten thirty.　を疑問文にする[  is   ] [  it   ]を使う

①＋②より，[  What   ] [  time   ] [  is   ] [  it   ] ?
英文法　基本　３回目　
氏名［　　　　　　　　　　］
【be動詞】

is , am , areの動詞をまとめて［　be　］動詞といいます。「～です。である。」の意

I amの短縮形は 
[  I’m  
]    
you areの短縮形は
[   you’re   
]

He is   〃
[  He’s   
]
she is　　　〃
[   she’s   
]

we are  〃　
[  we’re   
]
They are   〃
[   They’re   
]

1．
［　］に適語をあてはめよ。


[  He’s   ] 
my brother.
彼は私の兄です。
[  She’s   ] 
my sister.
彼女は私の妹です。

[  You’re   ]
a kind girl.
あなたは優しい女の子です。

[  They’re   ]
students.
彼らは学生です。
[  We’re   ]
Japanese.
私たちは日本人です。
2．is notの短縮形は [   isn’t   ]
are notの短縮形は [   aren’t   ]

3．［　］に適語をあてはめよ。

(1)
Is Judy your friend ?
ジュディー（女性）はあなたの友達ですか。


No, [  she   ] [   isn’t   ].
いいえ，ちがいます。

(2)
Are Tom and Ken good friends ?
トムとケンは良い友達です。


No, [   they   ] [   aren’t   ].
いいえ，ちがいます。

【疑問詞】

　何時に [  what   ] [  time   ]　　　誰が [  who   ]      誰の [  whose   ]

1．下線部を問う疑問文を書きなさい。

(1)
That man is Taro’s father.
あの男性はトムのお父さんです。


① だれなのかを尋ねているので疑問詞は [   who   ] を使う。


② That man is  Taro’s father.


        これを疑問文の形にすると，[  is   ] [  that   ] man ?


①＋②より，[   Who   ] [  is   ] [  that   ] [  man   ] ?　あの男性は誰ですか。

(2)
He is thirteen years old.

① 何歳なのかを聞いているので，疑問詞は [  how   ] [  old   ]を使う。



② He is  thirteen years old.


　　　　これを疑問文の形にすると，[  is   ] [  he   ] ?


①＋②より，[  How   ] [  old   ] [  is   ] [  he   ] ?　彼は何歳ですか。
(3)
He is from Tokyo. 　
私は東京出身です。　注）form～は「～出身」の意


① 場所を聞いているので，疑問詞は［   where   ］を使う。



② He is from Tokyo.


　　　　これを疑問文の形にすると，[  is   ] [  he   ] [  from   ] を使う。


①＋②より，[   Where   ] [  is   ] [  he   ] [  from   ] ?　彼はどこの出身ですか。

(4)
This is her bag.
これは彼女のカバンです。

① だれのと聞いているので疑問詞は [  whose   ] を使う。


　 この場合， [   Whose   ] bag ～?という形になる。


② This is her bag.を疑問文にする。[  is   ] [  this   ] を使う


①＋②より，[   Whose   ] [  bag   ] [  is   ] [   this   ] ?　これは誰のカバンですか。

(5)
It is ten thirty.
10時30分です。


① 何時なので，疑問詞は [  what   ] [  time   ]を使う。


② It is ten thirty.　を疑問文にする [  is   ] [  it   ]を使う


①＋②より，[  What   ] [  time   ] [  is   ] [  it   ] ?
2．次の日本文にあう英文を完成しなさい。

(1)
He is thirteen [  years   ] [  old   ].
彼は13歳です。

(2)
She is [  from  ] Kobe.
彼女は神戸出身です。

(3)
She is [  in  ] the kitchen.
彼女は台所にいます。

(4)
[  How   ] [  old   ] are you ?
あなたは何歳ですか。

(5)
[   Where   ] are you [  from   ] ?
あなたはどこの出身ですか。

(6)
[   What   ] [  time   ] is [  it   ] now ?
今，何時ですか。

【一般動詞】

1．is , am , areを［  be   ］動詞といい，それ以外の動詞を［　一般動詞　　］といいます。

食べる［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イート),eat)　 ］または［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ハブ),have)   ］　　好き［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライク),like)　 ］　　作る［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(メイク),make)　 ］

読む　［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(リード),read)　 ］　　書く［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライト),write)　 ］　知っている［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ノウ),know)　 ］

2．三人称単数主語に○をつけよ。

she［ ○ ］　he［ ○ ］　you［　　　］　we［　　　］　they［ 　 ］　Tom［ ○ ］

Tom and I ［ 　 ］　I［ 　 ］　my father［ ○ ］　my brother［ ○ ］　my sister［ ○ ］

3．三単現のsをつけるとき，次の動詞に注意しましょう。

study → EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(し),子)

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(いん),音)＋yなのでyをとってiesをつける＝［　studies　　］

　　　　　　(アイウエオ以外の音)

have →［　has　　］

-EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ス),s) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シス),sh) , -EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チ),ch) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(クス),x) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(オウ),o)の形をもつ動詞の場合esをつける。

waEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シス),sh) → [   washes   ]     watEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チ),ch) → [   watches   ]     gEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(オウ),o) → [   goes   ]

4．次の英文を疑問文にしなさい。

(1)
He studies English.
彼は英語を勉強します。


[    Does he study English     ] ?

(2)
You know him well.
あなたは彼をよく知っています。


[    Do you know him well     ] ?

(3)
She has a nice bag.
彼女は良いかばんを持っています。


[    Does she have a nice bag     ] ?

5．疑問詞…何［　what　 ］，どのようにして［　how   ］，何時に［　what   ］[  time   ]～

6．　　部分を問う疑問文を書きなさい。

(1)
He plays soccer at school every day.
彼はサッカーを学校で毎日します。


① 場所を聞いているので疑問詞［　where   ］を使います。


② He plays soccer at school every day.  これをはずします


残りの文の疑問文をつくります。［　　Does he play soccer every day ?　　　］

　　①＋②より，［　　Where does he play soccer ever day ?　　　］

(2)
She goes to school by bus.
彼女はバスで学校に行きます。


① 方法を聞いているので疑問詞［　how　 ］を使う。


② She goes to school by bus.

残りのこれを疑問文にする［　　Does she go to school ?　　　］

　　①＋②より，［　　How does she go to school ?　　　］

(3)
He has three brothers.
彼は3人兄弟がいます。

① 何人の兄弟かと聞いているのだから [  how   ] [  many   ]＋複数名詞を使う


② He has three brothers. 残りを疑問形にすると [  does   ] [  he   ] [  have   ]を使う

①＋②より，[  How   ] [  many   ] [  brothers   ] [  does   ] [  he   ] [  have   ] ?


2．次の日本文にあう英文を完成しなさい。

(1)
He is thirteen [  years   ] [  old   ].
彼は13歳です。

(2)
She is [  from  ] Kobe.
彼女は神戸出身です。

(3)
She is [  in  ] the kitchen.
彼女は台所にいます。

(4)
[  How   ] [  old   ] are you ?
あなたは何歳ですか。

(5)
[   Where   ] are you [  from   ] ?
あなたはどこの出身ですか。

(6)
[   What   ] [  time   ] is [  it   ] now ?
今，何時ですか。

【一般動詞】

1．is , am , areを［  be   ］動詞といい，それ以外の動詞を［　一般動詞　　］といいます。

食べる［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イート),eat)　 ］または［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ハブ),have)   ］　　好き［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライク),like)　 ］　　作る［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(メイク),make)　 ］

読む　［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(リード),read)　 ］　　書く［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライト),write)　 ］　知っている［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ノウ),know)　 ］

2．三人称単数主語に○をつけよ。

she［ ○ ］　he［ ○ ］　you［　　　］　we［　　　］　they［ 　 ］　Tom［ ○ ］

Tom and I ［ 　 ］　I［ 　 ］　my father［ ○ ］　my brother［ ○ ］　my sister［ ○ ］

3．三単現のsをつけるとき，次の動詞に注意しましょう。

study → EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(し),子)

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(いん),音)＋yなのでyをとってiesをつける＝［　studies　　］

　　　　　　(アイウエオ以外の音)

have →［　has　　］

-EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ス),s) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シス),sh) , -EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チ),ch) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(クス),x) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(オウ),o)の形をもつ動詞の場合esをつける。

waEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シス),sh) → [   washes   ]     watEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チ),ch) → [   watches   ]     gEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(オウ),o) → [   goes   ]

4．次の英文を疑問文にしなさい。

(1)
He studies English.
彼は英語を勉強します。


[    Does he study English     
] ?

(2)
You know him well.
あなたは彼をよく知っています。


[    Do you know him well     
] ?

(3)
She has a nice bag.
彼女は良いかばんを持っています。


[    Does she have a nice bag     
] ?

5．疑問詞…何［　what　 ］，どのようにして［　how   ］，何時に［　what   ］[  time   ]～

6．　　部分を問う疑問文を書きなさい。

(1)
He plays soccer at school every day.
彼はサッカーを学校で毎日します。


① 場所を聞いているので疑問詞［　where   ］を使います。


② He plays soccer at school every day.  これをはずします


残りの文の疑問文をつくります。［　　Does he play soccer every day ?　　　
］

　　①＋②より，［　　Where does he play soccer ever day ?　　　
］

(2)
She goes to school by bus.
彼女はバスで学校に行きます。


① 方法を聞いているので疑問詞［　how　 ］を使う。


② She goes to school by bus.

残りのこれを疑問文にする［　　Does she go to school ?　　　
］

　　①＋②より，［　　How does she go to school ?　　　
］

(3)
He has three brothers.
彼は3人兄弟がいます。


① 何人の兄弟かと聞いているのだから [  how   ] [  many   ]＋複数名詞を使う


② He has three brothers. 残りを疑問形にすると [  does   ] [  he   ] [  have   ]を使う


①＋②より，[  How   ] [  many   ] [  brothers   ] [  does   ] [  he   ] [  have   ] ?

7．現在進行形「～している」状態を表すときにはbe～ingをとります。

～ing形の作り方　　一般に～ingをつけるだけ。

短母音＋子音字のときは子音を重ねてing

put  [   putting   ]    cut  [   cutting    ]    shut  [   shutting    ]

run  [   running    ]   swim [   swimming   ]

注）セ eq \o\ac(○,ッ)ト
短母音＋子音字

(1)
彼は犬といっしょに走っています。


He [  is   ] [   running   ] with his dog.

(2)
彼は車を洗っています。


He [  is   ] [   washing   ] his car.

【単語】

台所 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(キッチン),kitchen)   ]
図書館 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライブラリー),library)   ]
学校 [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(スクール),school)   ]


1月 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ジャニュアリイ),January)   ]
2月 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(フェブラリイ),February)   ]

【連語】

さがす [  look   ] [  for   ]
じっと見る [  look   ] [  at   ]
世話をする [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(テイク),take)   ] [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ケア),care)   ] [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オブ),of)   ]


7．現在進行形「～している」状態を表すときにはbe～ingをとります。

～ing形の作り方　　一般に～ingをつけるだけ。

短母音＋子音字のときは子音を重ねてing

put  [   putting   
]    
cut  [   cutting    
]    
shut  [   shutting    ]

run  [   running    
]   
swim [   swimming   
]

注）セ eq \o\ac(○,ッ)ト
短母音＋子音字

(1)
彼は犬といっしょに走っています。


He [  is   ] [   running   ] with his dog.

(2)
彼は車を洗っています。


He [  is   ] [   washing   ] his car.

【単語】

台所
[   kitchen   
]
図書館
[   library   
]
学校 [  school   
]


1月 
[   January   
]
2月 
[   February   
]

【連語】

さがす [ 　 look   ] [ 　 for   ]
じっと見る [ 　 look   ] [ 　 at   ]

世話をする [ 　 take   ] [  　care   ] [ 　 of   ]


英文法　基本　4回目　
氏名［　　　　　　　　　　］
【be動詞】

theyには3つの意味があります。→［　彼ら　］は，［　彼女ら　］は，［　それら　］は
単数形を使った文
This 
is 
an apple.
これはリンゴです。
複数形にすると
[  These   ] [  are   ] [   apples   ].
これらはリンゴです。

単数形を使った文
That
is
a book.
あれは本です。

複数形にすると
[  Those   ] [  are   ] [   books   ].
あれらは本です。

thisの複数形は [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ディーズ),these)   ]
thatの複数形は [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ゾウズ),those)   ]

heの複数形は「彼ら」なので [   they   ]
sheの複数形は「彼女ら」なので [   they   ]

itの複数形は「それら」なので [   they   ]

(1)
　　を複数形にした文をしなさい。

This is a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(キャメラ),camera).
→
[   These   ] [  are   ] [   cameras   ].


That is an EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オーリンジ),orange).
→
[   Those   ] [  are   ] [   oranges   ].

(2)
Are these your books ?の答え方


　　　　　theseの繰り返しをさけて [  they   ] を使います。


Yes, [  they   ] [  are   ].     No, [  they   ] [   aren’t   ].


Are those your cars ?


　　　　　thoseの繰り返しをさけて [  they   ] を使います。


Yes, [  they   ] [  are   ].     No, [  they   ] [   aren’t   ].

【疑問詞】

　何時に [  what   ] [  time   ]　　　誰が [  who   ]      誰の [  whose   ]

　何歳　 [  how   ] [  old   ]

1．下線部を問う疑問文を書きなさい。

(1)
He is thirteen years old.

① 何歳なのかを聞いているので，疑問詞は [  how   ] [  old   ]を使う。



② He is  thirteen years old.


　　　　これを疑問文の形にすると，[  is   ] [  he   ] ?


①＋②より，[  How   ] [  old   ] [  is   ] [  he   ] ?　彼は何歳ですか。
(2)
He is from Tokyo. 　
私は東京出身です。　注）form～は「～出身」の意


① 場所を聞いているので，疑問詞は［   where   ］を使う。



② He is from Tokyo.


　　　　これを疑問文の形にすると，[  is   ] [  he   ] [  from   ] を使う。


①＋②より，[   Where   ] [  is   ] [  he   ] [  from   ] ?　彼はどこの出身ですか。

(3)
This is her bag.
これは彼女のカバンです。

① だれのと聞いているので疑問詞は [  whose   ] を使う。


　 この場合， [   Whose   ] bag ～?という形になる。


② This is her bag.を疑問文にする。[  is   ] [  this   ] を使う


①＋②より，[   Whose   ] [  bag   ] [  is   ] [   this   ] ?　これは誰のカバンですか。

(4)
It is ten thirty.
10時30分です。


① 何時なので，疑問詞は [  what   ] [  time   ]を使う。


② It is ten thirty.　を疑問文にする[  is   ] [  it   ]を使う


①＋②より，[  What   ] [  time   ] [  is   ] [  it   ] ?
英文法　基本　4回目　
氏名［　　　　　　　　　　］
【be動詞】

theyには3つの意味があります。→［　彼ら　］は，［　彼女ら　］は，［　それら　］は

単数形を使った文
This 
is 
an apple.
これはリンゴです。

複数形にすると
[  These   ] [  are   ] [   apples   ].
これらはリンゴです。

単数形を使った文
That
is
a book.
あれは本です。

複数形にすると
[  Those   ] [  are   ] [   books   ].
あれらは本です。

thisの複数形は [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ディーズ),these)   ]
thatの複数形は [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ゾウズ),those)   ]

heの複数形は「彼ら」なので [   they   ]
sheの複数形は「彼女ら」なので [   they   ]

itの複数形は「それら」なので [   they   ]

(1)
　　を複数形にした文をしなさい。


This is a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(キャメラ),camera).
→
[   These   ] [  are   ] [   cameras   ].


That is an EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オーリンジ),orange).
→
[   Those   ] [  are   ] [   oranges   ].

(2)
Are these your books ?の答え方


　　　　　theseの繰り返しをさけて [  they   ] を使います。


Yes, [  they   ] [  are   ].     No, [  they   ] [   aren’t   ].


Are those your cars ?


　　　　　thoseの繰り返しをさけて [  they   ] を使います。


Yes, [  they   ] [  are   ].     No, [  they   ] [   aren’t   ].

【疑問詞】

　何時に [  what   ] [  time   ]　　　誰が [  who   ]      誰の [  whose   ]

　何歳　 [  how   ] [  old   ]

1．下線部を問う疑問文を書きなさい。

(1)
He is thirteen years old.

① 何歳なのかを聞いているので，疑問詞は [  how   ] [  old   ]を使う。



② He is  thirteen years old.


　　　　これを疑問文の形にすると，[  is   ] [  he   ] ?


①＋②より，[  How   ] [  old   ] [  is   ] [  he   ] ?　彼は何歳ですか。
(2)
He is from Tokyo. 　
私は東京出身です。　注）form～は「～出身」の意


① 場所を聞いているので，疑問詞は［   where   ］を使う。



② He is from Tokyo.


　　　　これを疑問文の形にすると，[  is   ] [  he   ] [  from   ] を使う。


①＋②より，[   Where   ] [  is   ] [  he   ] [  from   ] ?　彼はどこの出身ですか。

(3)
This is her bag.
これは彼女のカバンです。

① だれのと聞いているので疑問詞は [  whose   ] を使う。


　 この場合， [   Whose   ] bag ～?という形になる。


② This is her bag.を疑問文にする。[  is   ] [  this   ] を使う


①＋②より，[   Whose   ] [  bag   ] [  is   ] [   this   ] ?　これは誰のカバンですか。

(4)
It is ten thirty.
10時30分です。


① 何時なので，疑問詞は [  what   ] [  time   ]を使う。


② It is ten thirty.　を疑問文にする[  is   ] [  it   ]を使う


①＋②より，[  What   ] [  time   ] [  is   ] [  it   ] ?
2．次の日本文にあう英文を完成しなさい。

(1)
He is [   thirteen   ] [  years   ] [  old   ].
彼は13歳です。

(2)
She is [  from  ] Kobe.
彼女は神戸出身です。

(3)
She is [  in  ] the kitchen.
彼女は台所にいます。

(4)
[  How   ] [  old   ] [  are   ] [  you   ] ?
あなたは何歳ですか。

(5)
[   Where   ] [  are   ] [  you   ] [  from   ] ?
あなたはどこの出身ですか。

(6)
[   What   ] [  time   ] [  is   ] [  it   ] now ?
今，何時ですか。

【一般動詞】

1．is , am , areを［  be   ］動詞といい，それ以外の動詞を［　一般動詞　　］といいます。

食べる［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イート),eat)　 ］または［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ハブ),have)   ］　　好き［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライク),like)　 ］　　作る［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(メイク),make)　 ］

読む　［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(リード),read)　 ］　　書く［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライト),write)　 ］　知っている［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ノウ),know)　 ］

2．三人称単数主語に○をつけよ。

she［ ○ ］　he［ ○ ］　you［　　　］　we［　　　］　they［ 　 ］　Tom［ ○ ］

Tom and I ［ 　 ］　I［ 　 ］　my father［ ○ ］　my brother［ ○ ］　my sister［ ○ ］

3．三単現のsをつけるとき，次の動詞に注意しましょう。

study → EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(し),子)

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(いん),音)＋yなのでyをとってiesをつける＝［　studies　　］

　　　　　　(アイウエオ以外の音)

have →［　has　　］

-EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ス),s) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シス),sh) , -EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チ),ch) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(クス),x) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(オウ),o)の形をもつ動詞の場合esをつける。

waEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シス),sh) → [   washes   ]     watEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チ),ch) → [   watches   ]     gEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(オウ),o) → [   goes   ]

4．次の英文を疑問文にしなさい。

(1)
He studies English.
彼は英語を勉強します。


[    Does he study English     ] ?

(2)
She has a nice bag.
彼女は良いかばんを持っています。


[    Does she have a nice bag     ] ?

5．　　部分を問う疑問文を書きなさい。

(1)
He plays soccer at school every day.
彼はサッカーを学校で毎日します。


① 場所を聞いているので疑問詞［　where   ］を使います。


② He plays soccer at school every day.  これをはずします


残りの文の疑問文をつくります。［　　Does he play soccer every day ?　　　］

　　①＋②より，［　　Where does he play soccer ever day ?　　　］

(2)
She goes to school by bus.
彼女はバスで学校に行きます。


① 方法を聞いているので疑問詞［　how　 ］を使う。


② She goes to school by bus.

残りのこれを疑問文にする［　　Does she go to school ?　　　］

　　①＋②より，［　　How does she go to school ?　　　］

(3)
He has three brothers.
彼は3人兄弟がいます。


① 何人の兄弟かと聞いているのだから [  how   ] [  many   ]＋複数名詞を使う


② He has three brothers. 残りを疑問形にすると [  does   ] [  he   ] [  have   ]を使う


①＋②より，[  How   ] [  many   ] [  brothers   ] [  does   ] [  he   ] [  have   ] ?


2．次の日本文にあう英文を完成しなさい。

(1)
He is [   thirteen   ] [  years   ] [  old   ].
彼は13歳です。

(2)
She is [  from  ] Kobe.
彼女は神戸出身です。

(3)
She is [  in  ] the kitchen.
彼女は台所にいます。

(4)
[  How   ] [  old   ] [  are   ] [  you   ] ?
あなたは何歳ですか。

(5)
[   Where   ] [  are   ] [  you   ] [  from   ] ?
あなたはどこの出身ですか。

(6)
[   What   ] [  time   ] [  is   ] [  it   ] now ?
今，何時ですか。

【一般動詞】

1．is , am , areを［  be   ］動詞といい，それ以外の動詞を［　一般動詞　　］といいます。

食べる［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イート),eat)　 ］または［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ハブ),have)   ］　　好き［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライク),like)　 ］　　作る［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(メイク),make)　 ］

読む　［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(リード),read)　 ］　　書く［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライト),write)　 ］　知っている［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ノウ),know)　 ］

2．三人称単数主語に○をつけよ。

she［ ○ ］　he［ ○ ］　you［　　　］　we［　　　］　they［ 　 ］　Tom［ ○ ］

Tom and I ［ 　 ］　I［ 　 ］　my father［ ○ ］　my brother［ ○ ］　my sister［ ○ ］

3．三単現のsをつけるとき，次の動詞に注意しましょう。

study → EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(し),子)

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(いん),音)＋yなのでyをとってiesをつける＝［　studies　　］

　　　　　　(アイウエオ以外の音)

have →［　has　　］

-EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ス),s) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シス),sh) , -EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チ),ch) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(クス),x) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(オウ),o)の形をもつ動詞の場合esをつける。

waEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シス),sh) → [   washes   ]     watEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チ),ch) → [   watches   ]     gEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(オウ),o) → [   goes   ]

4．次の英文を疑問文にしなさい。

(1)
He studies English.
彼は英語を勉強します。


[    Does he study English     
] ?

(2)
She has a nice bag.
彼女は良いかばんを持っています。


[    Does she have a nice bag     
] ?

5．　　部分を問う疑問文を書きなさい。

(1)
He plays soccer at school every day.
彼はサッカーを学校で毎日します。


① 場所を聞いているので疑問詞［　where   ］を使います。


② He plays soccer at school every day.  これをはずします


残りの文の疑問文をつくります。［　　Does he play soccer every day ?　　　
］

　　①＋②より，［　　Where does he play soccer ever day ?　　　
］

(2)
She goes to school by bus.
彼女はバスで学校に行きます。


① 方法を聞いているので疑問詞［　how　 ］を使う。


② She goes to school by bus.

残りのこれを疑問文にする［　　Does she go to school ?　　　
］

　　①＋②より，［　　How does she go to school ?　　　
］

(3)
He has three brothers.
彼は3人兄弟がいます。


① 何人の兄弟かと聞いているのだから [  how   ] [  many   ]＋複数名詞を使う


② He has three brothers. 残りを疑問形にすると [  does   ] [  he   ] [  have   ]を使う


①＋②より，[  How   ] [  many   ] [  brothers   ] [  does   ] [  he   ] [  have   ] ?


6．次の英文を完成しなさい。
(1)
彼はどこでサッカーをしますか。

[   Where   ] [  does   ] he [   play   ] soccer ?

(2)
彼女はどのようにして学校へ来ますか。


[   How   ] [  does   ] she [  go   ] to school ?

(3)
彼は何人兄弟がいますか。


[   How   ] [  many   ] brothers [  does   ] he [  have   ] ?

7．現在進行形「～している」状態を表すときにはbe～ingをとります。

～ing形の作り方　　一般に～ingをつけるだけ。

短母音＋子音字のときは子音を重ねてing

put  [   putting   ]    cut  [   cutting    ]    shut  [   shutting    ]

run  [   running    ]   swim [   swimming   ]

注）セ eq \o\ac(○,ッ)ト
短母音＋子音字

(1)
彼は犬といっしょに走っています。


He [  is   ] [   running   ] with his dog.

(2)
彼は車を洗っています。


He [  is   ] [   washing   ] his car.

8．「あなたは何をしているのですか」という現在進行形を使った疑問文をつくるときに「～している」の部分はdoingを使います。


[   What   ] is he [   doing   ] ?となります。

(1)
あなたは何をしているのですか。


[   What   ] [  are   ] you [   doing   ] ?

(2)
彼は何をしているのですか。


[   What   ] [  is   ] he [   doing   ] ?

【単語】

台所 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(キッチン),kitchen)   ]
図書館 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライブラリー),library)   ]
学校 [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(スクール),school)   ]


1月 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ジャニュアリイ),January)   ]
2月 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(フェブラリイ),February)   ]
3月 [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マーチ),March)   ]

4月 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(エイプリル),April)   ]

【連語】

さがす [  look   ] [  for   ]
じっと見る [  look   ] [  at   ]

世話をする [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(テイク),take)   ] [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ケア),care)   ] [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オブ),of)   ]
放課後 [   after   ] [   school   ]


6．次の英文を完成しなさい。

(1)
彼はどこでサッカーをしますか。


[   Where   ] [  does   ] he [   play   ] soccer ?

(2)
彼女はどのようにして学校へ来ますか。


[   How   ] [  does   ] she [  go   ] to school ?

(3)
彼は何人兄弟がいますか。


[   How   ] [  many   ] brothers [  does   ] he [  have   ] ?

7．現在進行形「～している」状態を表すときにはbe～ingをとります。

～ing形の作り方　　一般に～ingをつけるだけ。

短母音＋子音字のときは子音を重ねてing

put  [   putting   
]    cut  [   cutting    
]    shut  [   shutting    ]

run  [   running   
]    swim [   swimming  
]

注）セ eq \o\ac(○,ッ)ト
短母音＋子音字

(1)
彼は犬といっしょに走っています。


He [  is   ] [   running   ] with his dog.

(2)
彼は車を洗っています。


He [  is   ] [   washing   ] his car.

8．「あなたは何をしているのですか」という現在進行形を使った疑問文をつくるときに「～している」の部分はdoingを使います。


[   What   ] is he [   doing   ] ?となります。

(1)
あなたは何をしているのですか。


[   What   ] [  are   ] you [   doing   ] ?

(2)
彼は何をしているのですか。


[   What   ] [  is   ] he [   doing   ] ?

【単語】

台所
[   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(キッチン),kitchen)   
]
図書館
[   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライブラリー),library)   
]
学校 
[  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(スクール),school)   
]

1月
[   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ジャニュアリイ),January)   
]
2月 
[   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(フェブラリイ),February)   
]
3月 
[  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マーチ),March)   
]

4月
[   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(エイプリル),April)   
]

【連語】

さがす [  look   ] [  for   ]
じっと見る [  look   ] [  at   ]

世話をする [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(テイク),take)   ] [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ケア),care)   ] [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オブ),of)   ]
放課後 [   after   ] [   school   ]


英文法　基本　5回目　
氏名［　　　　　　　　　　］
【be動詞】

1．theyには3つの意味があります。

theyには3つの意味があります。→［　彼らは　］，［　彼女らは　］，［　それらは　］

2．［　］に適語をあてはめよ。

　[  He’s   ] 
my [  brother   ].　
彼は私の兄です。

　[  She’s   ] 
my [  sister   ].　
彼女は私の妹です。

　[  You’re   ] 
a kind [  girl   ].　
あなたは優しい女の子です。

　[  They’re   ]
students.　
彼らは学生です。

　[  We’re   ] 
Japanese.　
私たちは日本人です。

3．［　］に適語をあてはめよ。

(1)　Is Judy your friend ?
ジュディー(女性)はあなたの友達ですか。

　　No, [  she   ] [  isn’t   ].
いいえ，ちがいます。　　注）Judyは女性

(2)　Are Tom and Ken good friends ?
トムとケンは良い友達です。

　　No, [  they   ] [  aren’t   ].
いいえ，ちがいます。　　注）トムとケン＝they

(3)　Are you a Japanese student ?
あなたは日本の学生ですか。

　　Yes, [  I  ] [  am   ].
はい，そうです。

(4)　Are you Japanese students ?
あなた達は日本の学生ですか。

　　Yes, [  we   ] [  are   ].
はい，そうです。

【複数形】

2つの～，3つの～，たくさんの～　という場合，名詞は「数えられる名詞」であれば，複数形にしなければなりません。注）例外もある

〔複数形の作り方〕

　① 一般に名詞に「s」をつけるとよい。　例）bag → [   bags   ]

　② –s，-sh，-ch，-x，-oで終わる単語の場合は「es」をつける。例）watch → [   watches   ]

　③ 子音字＋yの単語の場合は「yをiにかえてes」をつける。例）city →[  cities　 ]

【疑問詞】

　何時に [  what   ] [  time   ]　　　誰が [  who   ]      誰の [  whose   ]

1．下線部を問う疑問文を書きなさい。

(1)
He is thirteen years old.

① 何歳なのかを聞いているので，疑問詞は [  how   ] [  old   ]を使う。



② He is  thirteen years old.


　　　　これを疑問文の形にすると，[  is   ] [  he   ] ?


①＋②より，[  How   ] [  old   ] [  is   ] [  he   ] ?　彼は何歳ですか。
(2)
This is her bag.
これは彼女のカバンです。

① だれのと聞いているので疑問詞は [  whose   ] を使う。


　 この場合， [   Whose   ] bag ～?という形になる。


② This is her bag.を疑問文にする。[  is   ] [  this   ] を使う


①＋②より，[   Whose   ] [  bag   ] [  is   ] [   this   ] ?　これは誰のカバンですか。

(3)
It is ten thirty.
10時30分です。


① 何時なので，疑問詞は [  what   ] [  time   ]を使う。


② It is ten thirty.　を疑問文にする[  is   ] [  it   ]を使う


①＋②より，[  What   ] [  time   ] [  is   ] [  it   ] ?

英文法　基本　5回目　
氏名［　　　　　　　　　　］
【be動詞】

1．theyには3つの意味があります。

theyには3つの意味があります。→［　彼らは　］，［　彼女らは　］，［　それらは　］

2．［　］に適語をあてはめよ。

　[  They’re   ] 
my [  brother   ].　彼は私の兄です。

　[  They’re   ] 
my [  brother   ].
彼女は私の妹です。

　[  They’re   ] 
a kind [  girl   ].　
あなたは優しい女の子です。

　[  They’re   ]
students.　
彼らは学生です。

　[  They’re   ] 
Japanese.　
私たちは日本人です。

3．［　］に適語をあてはめよ。

(1)　Is Judy your friend ?
ジュディー(女性)はあなたの友達ですか。

　　No, [  they   ] [  aren’t   ].
いいえ，ちがいます。　　注）Judyは女性

(2)　Are Tom and Ken good friends ?
トムとケンは良い友達です。

　　No, [  they   ] [  aren’t   ].
いいえ，ちがいます。　　注）トムとケン＝they

(3)　Are you a Japanese student ?
あなたは日本の学生ですか。

　　Yes, [  they   ] [  aren’t   ].
はい，そうです。

(4)　Are you Japanese students ?
あなた達は日本の学生ですか。

　　Yes, [  they   ] [  aren’t   ].
はい，そうです。

【複数形】

2つの～，3つの～，たくさんの～　という場合，名詞は「数えられる名詞」であれば，複数形にしなければなりません。注）例外もある

〔複数形の作り方〕

　① 一般に名詞に「s」をつけるとよい。　例）bag → [   bags   ]

　② –s，-sh，-ch，-x，-oで終わる単語の場合は「es」をつける。例）watch → [   watches   ]

　③ 子音字＋yの単語の場合は「yをiにかえてes」をつける。例）city →[  cities　 ]

【疑問詞】

　何時に [  what   ] [  time   ]　　　誰が [  who   ]      誰の [  whose   ]

1．下線部を問う疑問文を書きなさい。

(1)
He is thirteen years old.

① 何歳なのかを聞いているので，疑問詞は [  how   ] [  old   ]を使う。



② He is  thirteen years old.


　　　　これを疑問文の形にすると，[  is   ] [  he   ] ?


①＋②より，[  How   ] [  old   ] [  is   ] [  he   ] ?　彼は何歳ですか。
(2)
This is her bag.
これは彼女のカバンです。

① だれのと聞いているので疑問詞は [  whose   ] を使う。


　 この場合， [   Whose   ] bag ～?という形になる。


② This is her bag.を疑問文にする。[  is   ] [  this   ] を使う


①＋②より，[   Whose   ] [  bag   ] [  is   ] [   this   ] ?　これは誰のカバンですか。

(3)
It is ten thirty.
10時30分です。


① 何時なので，疑問詞は [  what   ] [  time   ]を使う。


② It is ten thirty.　を疑問文にする[  is   ] [  it   ]を使う


①＋②より，[  What   ] [  time   ] [  is   ] [  it   ] ?

【一般動詞】

1．is , am , areを［  be   ］動詞といい，それ以外の動詞を［　一般動詞　　］といいます。

食べる［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イート),eat)　 ］または［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ハブ),have)   ］　　好き［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライク),like)　 ］　　作る［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(メイク),make)　 ］

読む　［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(リード),read)　 ］　書く［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライト),write)　 ］　知っている［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ノウ),know)　 ］

走る　 [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ラン),run)   ]　　泳ぐ [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(スゥイム),swim)   ]

2．三単現のsをつけるとき，次の動詞に注意しましょう。

study → EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(し),子)

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(いん),音)＋yなのでyをとってiesをつける＝［　studies　　］

　　　　　　(アイウエオ以外の音)

have →［　has　　］ -EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ス),s) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シス),sh) , -EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チ),ch) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(クス),x) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(オウ),o)の形をもつ動詞の場合esをつける。

waEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シュ),sh) → [   waEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シィズ),shes)   ]     watEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チ),ch) → [   watEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(チィズ),ches)   ]     gEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(オウ),o) → [   gEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ゥズ),oes)   ]

3．（　）の中の単語をあてはまる形にしなさい。

(1)　She ( make ) cakes every Sunday.　彼女は毎週日曜日ケーキを作ります。
[   makes   ]

(2)　Tom ( watch ) TV every day.　トムは毎日テレビを見る。
[  watches   ]

(3)　He ( go ) to school by bus everyday.　彼はバスで毎日学校へ行きます。
[   goes   ]

4．次の英文を疑問文にしなさい。

(1)
He studies English.
彼は英語を勉強します。


[    Does he study English     ] ?

(2)
She has a nice bag.
彼女は良いかばんを持っています。


[    Does she have a nice bag     ] ?

5．　　部分を問う疑問文を書きなさい。

(1)
He plays soccer at school every day.
彼はサッカーを学校で毎日します。


① 場所を聞いているので疑問詞［　where   ］を使います。


② He plays soccer at school every day.  これをはずします


残りの文の疑問文をつくります。［　　Does he play soccer every day ?　　　］

　　①＋②より，［　　Where does he play soccer ever day ?　　　］

(2)
She goes to school by bus.
彼女はバスで学校に行きます。


① 方法を聞いているので疑問詞［　how　 ］を使う。


② She goes to school by bus.

残りのこれを疑問文にする［　　Does she go to school ?　　　］

　　①＋②より，［　　How does she go to school ?　　　］

(3)
He has three brothers.
彼は3人兄弟がいます。


① 何人の兄弟かと聞いているのだから [  how   ] [  many   ]＋複数名詞を使う


② He has three brothers. 残りを疑問形にすると [  does   ] [  he   ] [  have   ]を使う


①＋②より，[  How   ] [  many   ] [  brothers   ] [  does   ] [  he   ] [  have   ] ?

7．現在進行形「～している」状態を表すときにはbe～ingをとります。

～ing形の作り方　　一般に～ingをつけるだけ。

短母音＋子音字のときは子音を重ねてing

put  [   putting   ]    cut  [   cutting    ]    shut  [   shutting    ]

run  [   running    ]   swim [   swimming   ]

注）セ eq \o\ac(○,ッ)ト
短母音＋子音字

(1)
彼は犬といっしょに走っています。
(2)
彼は車を洗っています。


He [  is   ] [   running   ] with his dog.

He [  is   ] [   washing   ] his car.


【一般動詞】

1．is , am , areを［  be   ］動詞といい，それ以外の動詞を［　一般動詞　　］といいます。

食べる［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライト),write)　 ］または［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライト),write)　 ］　　好き［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライト),write)　 ］　　作る［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライト),write)　 ］

読む　［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライト),write)　 ］　書く［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライト),write)　 ］　知っている［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライト),write)　 ］

走る　［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライト),write)　 ］　　泳ぐ［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライト),write)　 ］

2．三単現のsをつけるとき，次の動詞に注意しましょう。

study → EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(し),子)

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(いん),音)＋yなのでyをとってiesをつける＝［　studies　　］

　　　　　　(アイウエオ以外の音)

have →［　has　　］ -EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ス),s) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シス),sh) , -EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チ),ch) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(クス),x) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(オウ),o)の形をもつ動詞の場合esをつける。

waEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シュ),sh) → [   waEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シィズ),shes)   ]     watEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チ),ch) → [   watEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(チィズ),ches)   ]     gEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(オウ),o) → [   gEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ゥズ),oes)   ]

3．（　）の中の単語をあてはまる形にしなさい。

(1)　She ( make ) cakes every Sunday.　彼女は毎週日曜日ケーキを作ります。
[  watches   ]

(2)　Tom ( watch ) TV every day.　トムは毎日テレビを見る。
[  watches   ]

(3)　He ( go ) to school by bus everyday.　彼はバスで毎日学校へ行きます。
[  watches   ]

4．次の英文を疑問文にしなさい。

(1)
He studies English.
彼は英語を勉強します。


[    Does he study English     
] ?

(2)
She has a nice bag.
彼女は良いかばんを持っています。


[    Does she have a nice bag     
] ?

5．　　部分を問う疑問文を書きなさい。

(1)
He plays soccer at school every day.
彼はサッカーを学校で毎日します。


① 場所を聞いているので疑問詞［　where   ］を使います。


② He plays soccer at school every day.  これをはずします


残りの文の疑問文をつくります。［　　Does he play soccer every day ?　　　
］

　　①＋②より，［　　Where does he play soccer ever day ?　　　
］

(2)
She goes to school by bus.
彼女はバスで学校に行きます。


① 方法を聞いているので疑問詞［　how　 ］を使う。


② She goes to school by bus.

残りのこれを疑問文にする［　　Does she go to school ?　　　
］

　　①＋②より，［　　How does she go to school ?　　　
］

(3)
He has three brothers.
彼は3人兄弟がいます。


① 何人の兄弟かと聞いているのだから [  how   ] [  many   ]＋複数名詞を使う


② He has three brothers. 残りを疑問形にすると [  does   ] [  he   ] [  have   ]を使う


①＋②より，[  How   ] [  many   ] [  brothers   ] [  does   ] [  he   ] [  have   ] ?

7．現在進行形「～している」状態を表すときにはbe～ingをとります。

～ing形の作り方　　一般に～ingをつけるだけ。

短母音＋子音字のときは子音を重ねてing

put  [   putting   ]    cut  [   cutting    ]    shut  [   shutting    ]

run  [   running    ]   swim [   swimming   ]

注）セ eq \o\ac(○,ッ)ト
短母音＋子音字

(1)
彼は犬といっしょに走っています。
(2)
彼は車を洗っています。


He [  is   ] [   running   ] with his dog.

He [  is   ] [   washing   ] his car.

(3)
彼は本を探しています。
(4)
彼はサッカーをしています。


He [  is  ] [  looking   ] [  for  ] a book.

He [  is  ] [  playing   ] soccer.

【単語】

台所 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(キッチン),kitchen)   ]
図書館 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライブラリー),library)   ]
学校 [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(スクール),school)   ]


1月 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ジャニュアリイ),January)   ]
2月 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(フェブラリイ),February)   ]
3月 [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マーチ),March)   ]

4月 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(エイプリル),April)   ]

【連語】

さがす [  look   ] [  for   ]
じっと見る [  look   ] [  at   ]

世話をする [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(テイク),take)   ] [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ケア),care)   ] [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オブ),of)   ]
放課後 [   after   ] [   school   ]


(3)
彼は本を探しています。
(4)
彼はサッカーをしています。


He [  is  ] [  looking   ] [  for  ] a book.

He [  is  ] [  playing   ] soccer.

【単語】

台所 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(フェブラリイ),February)   ]
図書館 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(フェブラリイ),February)   ]
学校 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(フェブラリイ),February)   ]


1月 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(フェブラリイ),February)   ]
2月 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(フェブラリイ),February)   ]
3月 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(フェブラリイ),February)   ]

4月 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(フェブラリイ),February)   ]

【連語】

さがす [  look   ] [  for   ]
じっと見る [  look   ] [  at   ]

世話をする [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(テイク),take)   ] [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ケア),care)   ] [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オブ),of)   ]
放課後 [   after   ] [   school   ]


英文法　基本　6回目　
氏名［　　　　　　　　　　］
【be動詞】

theyには3つの意味があります。→［　彼ら　］は，［　彼女ら　］は，［　それら　］は

単数形を使った文
This 
is 
an apple.
これはリンゴです。

複数形にすると
[  These   ] [  are   ] [   apples   ].
これらはリンゴです。

単数形を使った文
That
is
a book.
あれは本です。

複数形にすると
[  Those   ] [  are   ] [   books   ].
あれらは本です。

thisの複数形は [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ディーズ),these)   ]
thatの複数形は [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ゾウズ),those)   ]

heの複数形は「彼ら」なので [   they   ]
sheの複数形は「彼女ら」なので [   they   ]

itの複数形は「それら」なので [   they   ]

(1)
　　を複数形にした文をしなさい。


This is a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(キャメラ),camera).
→
[   These   ] [  are   ] [   cameras   ].


That is an EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オーリンジ),orange).
→
[   Those   ] [  are   ] [   oranges   ].

(2)
Are these your books ?の答え方


　　　　　theseの繰り返しをさけて [  they   ] を使います。


Yes, [  they   ] [  are   ].     No, [  they   ] [   aren’t   ].


Are those your cars ?


　　　　　thoseの繰り返しをさけて [  they   ] を使います。


Yes, [  they   ] [  are   ].     No, [  they   ] [   aren’t   ].

【疑問詞】

　何時に [  what   ] [  time   ]　　　誰が [  who   ]      誰の [  whose   ]

　何歳　 [  how   ] [  old   ]

1．下線部を問う疑問文を書きなさい。

(1)
This is her bag.
これは彼女のカバンです。

① だれのと聞いているので疑問詞は [  whose   ] を使う。


　 この場合， [   Whose   ] bag ～?という形になる。


② This is her bag.を疑問文にする。[  is   ] [  this   ] を使う


①＋②より，[   Whose   ] [  bag   ] [  is   ] [   this   ] ?　これは誰のカバンですか。

(2)
It is ten thirty.
10時30分です。


① 何時なので，疑問詞は [  what   ] [  time   ]を使う。


② It is ten thirty.　を疑問文にする[  is   ] [  it   ]を使う


①＋②より，[  What   ] [  time   ] [  is   ] [  it   ] ?
2．｛　｝の単語を並びかえて，正しい英文を書きなさい。

(1)
あなたは何歳ですか。
｛ are / how / you / old / ? ｝
［　　　How old are you ?　　　］

(2)
彼はどこの出身ですか。
｛ is / where / from / he / ? ｝
［　　　Where is he from ?　　　］

(3)
あの少年はだれですか。
｛ is / who / boy / that / ? ｝
［　　　Who is that boy ?　　　］

3．次の日本文にある英文を完成しなさい。

(1)
彼は13歳です。
He is［　thirteen　］［　years　］［　old　］.

(2)
彼女は神戸出身です。She is［　from　］Kobe.

(3)
彼女は台所にいます。She is［　in　］the kitchen.

(4)
あなたは何歳ですか。［　How　］［　old　］［　are　］［　you　］？

(5)
あなたはどこの出身ですか。［　Where　］［　are　］［　you　］［　from　］?

(6)
今，何時ですか。［　What　］［　time　］［　is　］［　it　］now ?

英文法　基本　6回目　
氏名［　　　　　　　　　　］
【be動詞】

theyには3つの意味があります。→［　彼ら　］は，［　彼女ら　］は，［　それら　］は

単数形を使った文
This 
is 
an apple.
これはリンゴです。

複数形にすると
[  These   ] [  are   ] [   apples   ].
これらはリンゴです。

単数形を使った文
That
is
a book.
あれは本です。

複数形にすると
[  Those   ] [  are   ] [   books   ].
あれらは本です。

thisの複数形は [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ディーズ),these)   ]
thatの複数形は [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ゾウズ),those)   ]

heの複数形は「彼ら」なので [   they   ]
sheの複数形は「彼女ら」なので [   they   ]

itの複数形は「それら」なので [   they   ]

(1)
　　を複数形にした文をしなさい。


This is a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(キャメラ),camera).
→
[   These   ] [  are   ] [   cameras   ].


That is an EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オーリンジ),orange).
→
[   Those   ] [  are   ] [   oranges   ].

(2)
Are these your books ?の答え方


　　　　　theseの繰り返しをさけて [  they   ] を使います。


Yes, [  they   ] [  are   ].     No, [  they   ] [   aren’t   ].


Are those your cars ?


　　　　　thoseの繰り返しをさけて [  they   ] を使います。


Yes, [  they   ] [  are   ].     No, [  they   ] [   aren’t   ].

【疑問詞】

　何時に [  what   ] [  time   ]　　　誰が [  who   ]      誰の [  whose   ]

　何歳　 [  how   ] [  old   ]

1．下線部を問う疑問文を書きなさい。

(1)
This is her bag.
これは彼女のカバンです。

① だれのと聞いているので疑問詞は [  whose   ] を使う。


　 この場合， [   Whose   ] bag ～?という形になる。


② This is her bag.を疑問文にする。[  is   ] [  this   ] を使う


①＋②より，[   Whose   ] [  bag   ] [  is   ] [   this   ] ?　これは誰のカバンですか。

(2)
It is ten thirty.
10時30分です。


① 何時なので，疑問詞は [  what   ] [  time   ]を使う。


② It is ten thirty.　を疑問文にする[  is   ] [  it   ]を使う


①＋②より，[  What   ] [  time   ] [  is   ] [  it   ] ?
2．｛　｝の単語を並びかえて，正しい英文を書きなさい。

(1)
あなたは何歳ですか。
｛ are / how / you / old / ? ｝
［　　　How old are you ?　　　
］

(2)
彼はどこの出身ですか。
｛ is / where / from / he / ? ｝
［　　　Where is he from ?　　　
］

(3)
あの少年はだれですか。
｛ is / who / boy / that / ? ｝
［　　　Who is that boy ?　　　
］

3．次の日本文にある英文を完成しなさい。

(1)
彼は13歳です。
He is［　thirteen　］［　years　］［　old　］.

(2)
彼女は神戸出身です。She is［　from　］Kobe.

(3)
彼女は台所にいます。She is［　in　］the kitchen.

(4)
あなたは何歳ですか。［　How　］［　old　］［　are　］［　you　］？

(5)
あなたはどこの出身ですか。［　Where　］［　are　］［　you　］［　from　］?

(6)
今，何時ですか。［　What　］［　time　］［　is　］［　it　］now ?

【一般動詞】

1．is , am , areを［  be   ］動詞といい，それ以外の動詞を［　一般動詞　　］といいます。

食べる［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イート),eat)　 ］または［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ハブ),have)   ］　　好き［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライク),like)　 ］　　作る［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(メイク),make)　 ］

読む　［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(リード),read)　 ］　　書く［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライト),write)　 ］　知っている［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ノウ),know)　 ］

2．三人称単数主語に○をつけよ。

she［ ○ ］　he［ ○ ］　you［　　　］　we［　　　］　they［ 　 ］　Tom［ ○ ］

Tom and I ［ 　 ］　I［ 　 ］　my father［ ○ ］　my brother［ ○ ］　my sister［ ○ ］

3．三単現のsをつけるとき，次の動詞に注意しましょう。

study → EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(し),子)

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(いん),音)＋yなのでyをとってiesをつける＝［　studies　　］

　　　　　　(アイウエオ以外の音)

have →［　has　　］

-EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ス),s) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シス),sh) , -EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チ),ch) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(クス),x) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(オウ),o)の形をもつ動詞の場合esをつける。

waEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シス),sh) → [   washes   ]     watEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チ),ch) → [   watches   ]     gEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(オウ),o) → [   goes   ]

4．次の英文を疑問文にしなさい。

(1)
He studies English.
彼は英語を勉強します。


[    Does he study English     ] ?

(2)
She has a nice bag.
彼女は良いかばんを持っています。


[    Does she have a nice bag     ] ?

5．　　部分を問う疑問文を書きなさい。

(1)
She goes to school by bus.
彼女はバスで学校に行きます。


① 方法を聞いているので疑問詞［　how　 ］を使う。


② She goes to school by bus.

残りのこれを疑問文にする［　　Does she go to school ?　　　］

　　①＋②より，［　　How does she go to school ?　　　］

(2)
He has three brothers.
彼は3人兄弟がいます。


① 何人の兄弟かと聞いているのだから [  how   ] [  many   ]＋複数名詞を使う


② He has three brothers. 残りを疑問形にすると [  does   ] [  he   ] [  have   ]を使う


①＋②より，[  How   ] [  many   ] [  brothers   ] [  does   ] [  he   ] [  have   ] ?

6．次の英文を完成しなさい。

(1)
彼はどこでサッカーをしますか。
[   Where   ] [  does   ] he [   play   ] soccer ?

(2)
彼女はどのようにして学校へ来ますか。
[   How   ] [  does   ] she [  go   ] to school ?

(3)
彼は何人兄弟がいますか。
[   How   ] [  many   ] brothers [  does   ] he [  have   ] ?

7．現在進行形「～している」状態を表すときにはbe～ingをとります。

～ing形の作り方　　一般に～ingをつけるだけ。

短母音＋子音字のときは子音を重ねてing

put  [   putting   ]    cut  [   cutting    ]    shut  [   shutting    ]

run  [   running    ]   swim [   swimming   ]

(1)
彼は犬といっしょに走っています。
(2)
彼は車を洗っています。


He [  is   ] [   running   ] with his dog.
He [  is   ] [   washing   ] his car.

8．「あなたは何をしているのですか」という現在進行形を使った疑問文をつくるときに「～している」の部分はdoingを使います。


[   What   ] is he [   doing   ] ?となります。

(1)
あなたは何をしているのですか。
[   What   ] [  are   ] you [   doing   ] ?

(2)
彼は何をしているのですか。
[   What   ] [  is   ] he [   doing   ] ?


【一般動詞】

1．is , am , areを［  be   ］動詞といい，それ以外の動詞を［　一般動詞　　］といいます。

食べる［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イート),eat)　 ］または［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ハブ),have)   ］　　好き［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライク),like)　 ］　　作る［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(メイク),make)　 ］

読む　［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(リード),read)　 ］　　書く［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライト),write)　 ］　知っている［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ノウ),know)　 ］

2．三人称単数主語に○をつけよ。

she［ ○ ］　he［ ○ ］　you［　　　］　we［　　　］　they［ 　 ］　Tom［ ○ ］

Tom and I ［ 　 ］　I［ 　 ］　my father［ ○ ］　my brother［ ○ ］　my sister［ ○ ］

3．三単現のsをつけるとき，次の動詞に注意しましょう。

study → EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(し),子)

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(いん),音)＋yなのでyをとってiesをつける＝［　studies　　］

　　　　　　(アイウエオ以外の音)

have →［　has　　］

-EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ス),s) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シス),sh) , -EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チ),ch) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(クス),x) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(オウ),o)の形をもつ動詞の場合esをつける。

waEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シス),sh) → [   washes   ]     watEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チ),ch) → [   watches   ]     gEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(オウ),o) → [   goes   ]

4．次の英文を疑問文にしなさい。

(1)
He studies English.
彼は英語を勉強します。


[    Does he study English     
] ?

(2)
She has a nice bag.
彼女は良いかばんを持っています。


[    Does she have a nice bag     
] ?

5．　　部分を問う疑問文を書きなさい。

(1)
She goes to school by bus.
彼女はバスで学校に行きます。


① 方法を聞いているので疑問詞［　how　 ］を使う。


② She goes to school by bus.

残りのこれを疑問文にする［　　Does she go to school ?　　　
］

　　①＋②より，［　　How does she go to school ?　　　
］

(2)
He has three brothers.
彼は3人兄弟がいます。


① 何人の兄弟かと聞いているのだから [  how   ] [  many   ]＋複数名詞を使う


② He has three brothers. 残りを疑問形にすると [  does   ] [  he   ] [  have   ]を使う


①＋②より，[  How   ] [  many   ] [  brothers   ] [  does   ] [  he   ] [  have   ] ?

6．次の英文を完成しなさい。

(1)
彼はどこでサッカーをしますか。
[   Where   ] [  does   ] he [   play   ] soccer ?

(2)
彼女はどのようにして学校へ来ますか。
[   How   ] [  does   ] she [  go   ] to school ?

(3)
彼は何人兄弟がいますか。
[   How   ] [  many   ] brothers [  does   ] he [  have   ] ?

7．現在進行形「～している」状態を表すときにはbe～ingをとります。

～ing形の作り方　　一般に～ingをつけるだけ。

短母音＋子音字のときは子音を重ねてing

put  [   putting   
] 
cut  [   cutting    
]    shut  [   shutting    ]

run  [   running   
]  
swim [   swimming   ]

(1)
彼は犬といっしょに走っています。
(2)
彼は車を洗っています。


He [  is   ] [   running   ] with his dog.
He [  is   ] [   washing   ] his car.

8．「あなたは何をしているのですか」という現在進行形を使った疑問文をつくるときに「～している」の部分はdoingを使います。


[   What   ] is he [   doing   ] ?となります。

(1)
あなたは何をしているのですか。
[   What   ] [  are   ] you [   doing   ] ?

(2)
彼は何をしているのですか。
[   What   ] [  is   ] he [   doing   ] ?


【単語】

台所 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(キッチン),kitchen)   ]
図書館 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライブラリー),library)   ]
学校 [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(スクール),school)   ]


1月 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ジャニュアリイ),January)   ]
2月 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(フェブラリイ),February)   ]
3月 [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マーチ),March)   ]

4月 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(エイプリル),April)   ]
辞書［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ディクショナリィ),dictionary)　］
おじ［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(アンクル),uncle)　］

おば［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(アーント),aunt)　］

【連語】

さがす [  look   ] [  for   ]
じっと見る [  look   ] [  at   ]

世話をする [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(テイク),take)   ] [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ケア),care)   ] [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オブ),of)   ]
放課後 [   after   ] [   school   ]

●２年――――――――――――――――――――
【be動詞】

1．
EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ゼア),there) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イズ),is) , EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ゼア),there) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(アー),are)～は「～がある」を表します。

There is a cat. 
訳［　　猫が1匹います。　　　］

There are two cats.　
訳［　　猫が2匹います。　　　］

　　　　　　　　　複数だからareにします。

2．右図において，

A＝［　on　］the desk机の上，B＝［　in　］the desk机の中，C＝［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(アンダー),under)　］the desk机の下

D＝［　by　］the desk机のすぐそばに，E＝［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ニア),near)　］the desk机の（少し離れて）近くに

3．次の英文を訳しなさい。

There is a cat under the desk.　
訳）机の［　下　］に［　　1匹の猫がいます　　　］。

There are two cats on the desk.
訳）机の［　上　］に［　　2匹の猫がいます　　　］。

There is a pen in the desk.
訳）机の［　中　］に［　　ペンが1本あります　　　］。

【一般動詞】

過去形「～であった，～した」と表すときに一般動詞は過去形にします。2つのパターンがあります。

①　be動詞の過去形は　is , amが［　was　］になり，areが［　were　］になります。


　規則変化動詞の場合，-edまたは -dをつける

help 手伝う → 過去形［　helped　］
watch 見る → 過去形［　watched　］

clean 掃除する → 過去形［　cleaned　］

注）子音＋yの場合，yを［　i　］にかえて＋-edをつける。

　　study → 過去形［　studied　］

1．
次の（　）の単語を正しい形にかえなさい。

1）
He ( is ) in Tokyo EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イエスタデイ・昨日),yesterday).　
彼は昨日，東京にいました。


［　was　］

2）
You ( are ) in America EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ラスト),last) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イヤー・去年),year).
あなたは去年，アメリカにいました。


［　were　］

3）
He ( helps ) his mother yesterday.　
彼は昨日，彼のお母さんを手伝いました。


［　helped　］

4）
She ( cleans ) her room EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ラスト・先週の),last) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(サンデー・日曜),Sunday).　彼女は先週の日曜日に部屋を掃除しました。


［　cleaned　］

5）
He ( studies ) English yesterday.
彼は昨日，英語を勉強しました。


［　studied　］

【単語】

台所 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(キッチン),kitchen)   
]
図書館 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライブラリー),library)  
]
学校 [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(スクール),school)   
]

1月 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ジャニュアリイ),January)   
]
2月 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(フェブラリイ),February)   
]
3月 [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マーチ),March)   
]

4月 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(エイプリル),April)   
]
辞書［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ディクショナリィ),dictionary)　
］
おじ［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(アンクル),uncle)　
］

おば［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(アーント),aunt)　
］

【連語】

さがす [  look   ] [  for   ]
じっと見る [  look   ] [  at   ]

世話をする [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(テイク),take)   ] [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ケア),care)   ] [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オブ),of)   ]
放課後 [   after   ] [   school   ]

●２年――――――――――――――――――――
【be動詞】

1．
EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ゼア),there) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イズ),is) , EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ゼア),there) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(アー),are)～は「～がある」を表します。

There is a cat. 
訳［　　猫が1匹います。　　　］

There are two cats.　
訳［　　猫が2匹います。　　　］

　　　　　　　　　複数だからareにします。

2．右図において，

A＝［　on　］the desk机の上，B＝［　in　］the desk机の中，C＝［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(アンダー),under)　］the desk机の下

D＝［　by　］the desk机のすぐそばに，E＝［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ニア),near)　］the desk机の（少し離れて）近くに

3．次の英文を訳しなさい。

There is a cat under the desk.　
訳）机の［　下　］に［　　1匹の猫がいます　　　
］。

There are two cats on the desk.
訳）机の［　上　］に［　　2匹の猫がいます　　　
］。

There is a pen in the desk.
訳）机の［　中　］に［　　ペンが1本あります　　　
］。

【一般動詞】

過去形「～であった，～した」と表すときに一般動詞は過去形にします。2つのパターンがあります。

①　be動詞の過去形は　is , amが［　was　　］になり，areが［　were　　］になります。


　規則変化動詞の場合，-edまたは -dをつける

help 手伝う → 過去形［　helped　　］
watch 見る → 過去形［　watched　　］

clean 掃除する → 過去形［　cleaned　　］

注）子音＋yの場合，yを［　i　　］にかえて＋-edをつける。

　　study → 過去形［　studied　　］

1．
次の（　）の単語を正しい形にかえなさい。

1）
He ( is ) in Tokyo EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イエスタデイ・昨日),yesterday).　
彼は昨日，東京にいました。


［　was　］

2）
You ( are ) in America EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ラスト),last) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イヤー・去年),year).
あなたは去年，アメリカにいました。


［　were　］

3）
He ( helps ) his mother yesterday.　
彼は昨日，彼のお母さんを手伝いました。


［　helped　］

4）
She ( cleans ) her room EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ラスト・先週の),last) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(サンデー・日曜),Sunday).　彼女は先週の日曜日に部屋を掃除しました。


［　cleaned　］

5）
He ( studies ) English yesterday.
彼は昨日，英語を勉強しました。


［　studied　］

英文法　基本　７回目　
氏名［　　　　　　　　　　］
【be動詞】

(1)
　　を複数形にした文をしなさい。


This is a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(キャメラ),camera).
→
[   These   ] [  are   ] [   cameras   ].


That is an EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オーリンジ),orange).
→
[   Those   ] [  are   ] [   oranges   ].

(2)
Are these your books ?の答え方


　　　　　theseの繰り返しをさけて [  they   ] を使います。


Yes, [  they   ] [  are   ].     No, [  they   ] [   aren’t   ].


Are those your cars ?


　　　　　thoseの繰り返しをさけて [  they   ] を使います。


Yes, [  they   ] [  are   ].     No, [  they   ] [   aren’t   ].

(3)
名詞の複数について次の問いに答えなさい。

・-ss，-sh，-ch，-x，-oで単語の語尾が終わるとき-esをつける。


a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(クラス),class)
→ two［　classes　］
a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウォッチ・時計),watch)
→ two［　watches　］


a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ディッシュ・皿),dish)
→ two［　dishes　］
a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(バックス・箱),box)
→ two［　boxes　］


a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(トメイトウ),tomato)
→ two［　tomatoes　］

・子音＋ｙのときはｙをiにかえて-esをつける。


a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シティ),city)
→ two［　cities　］
a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(カントリィ),country)
→ two［　countries　］

【疑問詞】

　何時に [  what   ] [  time   ]　　　誰が [  who   ]      誰の [  whose   ]

　何歳　 [  how   ] [  old   ]
いくら［　How　］［　much　］

1．｛　｝の単語を並びかえて，正しい英文を書きなさい。

(1)
あなたは何歳ですか。
｛ are / how / you / old / ? ｝
［　　　How old are you ?　　　］

(2)
彼はどこの出身ですか。
｛ is / where / from / he / ? ｝
［　　　Where is he from ?　　　］

(3)
あの少年はだれですか。
｛ is / who / boy / that / ? ｝
［　　　Who is that boy ?　　　］

(4)
これはいくらですか。
｛ much / this / how / is / ? ｝
［　　　How much is this ?　　　］

2．次の日本文にある英文を完成しなさい。

(1)
彼は13歳です。
He is［　thirteen　］［　years　］［　old　］.

(2)
彼女は神戸出身です。She is［　from　］Kobe.

(3)
彼女は台所にいます。She is［　in　］the kitchen.

(4)
あなたは何歳ですか。［　How　］［　old　］［　are　］［　you　］？

(5)
あなたはどこの出身ですか。［　Where　］［　are　］［　you　］［　from　］?

(6)
今，何時ですか。［　What　］［　time　］［　is　］［　it　］now ?

3．三単現のsをつけるとき，次の動詞に注意しましょう。

study → EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(し),子)

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(いん),音)＋yなのでyをとってiesをつける＝［　studies　　］

　　　　　　(アイウエオ以外の音)

have →［　has　　］

-EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ス),s) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シス),sh) , -EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チ),ch) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(クス),x) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(オウ),o)の形をもつ動詞の場合esをつける。

waEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シス),sh) → [   washes   ]     watEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チ),ch) → [   watches   ]     gEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(オウ),o) → [   goes   ]


英文法　基本　７回目　
氏名［　　　　　　　　　　］
【be動詞】

(1)
　　を複数形にした文をしなさい。


This is a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(キャメラ),camera).
→
[   These   ] [  are   ] [   cameras   ].


That is an EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オーリンジ),orange).
→
[   Those   ] [  are   ] [   oranges   ].

(2)
Are these your books ?の答え方


　　　　　theseの繰り返しをさけて [  they   ] を使います。


Yes, [  they   ] [  are   ].     No, [  they   ] [   aren’t   ].


Are those your cars ?


　　　　　thoseの繰り返しをさけて [  they   ] を使います。


Yes, [  they   ] [  are   ].     No, [  they   ] [   aren’t   ].

(3)
名詞の複数について次の問いに答えなさい。

・-ss，-sh，-ch，-x，-oで単語の語尾が終わるとき-esをつける。


a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(クラス),class)
→ two［　classes　］
a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウォッチ・時計),watch)
→ two［　watches　］


a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ディッシュ・皿),dish)
→ two［　dishes　］
a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(バックス・箱),box)
→ two［　boxes　］


a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(トメイトウ),tomato)
→ two［　tomatoes　］

・子音＋ｙのときはｙをiにかえて-esをつける。


a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シティ),city)
→ two［　cities　］
a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(カントリィ),country)
→ two［　countries　］

【疑問詞】

　何時に [  what   ] [  time   ]　　　誰が [  who   ]      誰の [  whose   ]

　何歳　 [  how   ] [  old   ]
いくら［　How　］［　much　］

1．｛　｝の単語を並びかえて，正しい英文を書きなさい。

(1)
あなたは何歳ですか。
｛ are / how / you / old / ? ｝
［　　　How old are you ?　　　
］

(2)
彼はどこの出身ですか。
｛ is / where / from / he / ? ｝
［　　　Where is he from ?　　　
］

(3)
あの少年はだれですか。
｛ is / who / boy / that / ? ｝
［　　　Who is that boy ?　　　
］

(4)
これはいくらですか。
｛ much / this / how / is / ? ｝
［　　　How much is this ?　　　
］

2．次の日本文にある英文を完成しなさい。

(1)
彼は13歳です。
He is［　thirteen　　］［　years　　］［　old　　］.

(2)
彼女は神戸出身です。She is［　from　　］Kobe.

(3)
彼女は台所にいます。She is［　in　　］the kitchen.

(4)
あなたは何歳ですか。［　How　　］［　old　　］［　are　　］［　you　　］？

(5)
あなたはどこの出身ですか。［　Where　　］［　are　　］［　you　　］［　from　　］?

(6)
今，何時ですか。［　What　　］［　time　　］［　is　　］［　it　　］now ?

3．三単現のsをつけるとき，次の動詞に注意しましょう。

study → EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(し),子)

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(いん),音)＋yなのでyをとってiesをつける＝［　studies　　］

　　　　　　(アイウエオ以外の音)

have →［　has　　］

-EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ス),s) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シス),sh) , -EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チ),ch) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(クス),x) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(オウ),o)の形をもつ動詞の場合esをつける。

waEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シス),sh) → [   washes   ]     watEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チ),ch) → [   watches   ]     gEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(オウ),o) → [   goes   ]


4．次の英文を疑問文にしなさい。

(1)
He studies English.
彼は英語を勉強します。


[    Does he study English     ] ?

(2)
She has a nice bag.
彼女は良いかばんを持っています。


[    Does she have a nice bag     ] ?

5．　　部分を問う疑問文を書きなさい。

(1)
She goes to school by bus.
彼女はバスで学校に行きます。


① 方法を聞いているので疑問詞［　how　 ］を使う。


② She goes to school by bus.

残りのこれを疑問文にする［　　Does she go to school ?　　　］

　　①＋②より，［　　How does she go to school ?　　　］

(2)
He has three brothers.
彼は3人兄弟がいます。


① 何人の兄弟かと聞いているのだから [  how   ] [  many   ]＋複数名詞を使う


② He has three brothers. 残りを疑問形にすると [  does   ] [  he   ] [  have   ]を使う


①＋②より，[  How   ] [  many   ] [  brothers   ] [  does   ] [  he   ] [  have   ] ?

6．次の英文を完成しなさい。

(1)
彼はどこでサッカーをしますか。
[   Where   ] [  does   ] he [   play   ] soccer ?

(2)
彼女はどのようにして学校へ来ますか。
[   How   ] [  does   ] she [  go   ] to school ?

(3)
彼は何人兄弟がいますか。
[   How   ] [  many   ] brothers [  does   ] he [  have   ] ?

7．現在進行形「～している」状態を表すときにはbe～ingをとります。

～ing形の作り方　　一般に～ingをつけるだけ。

短母音＋子音字のときは子音を重ねてing

put  [   putting   ]    cut  [   cutting    ]    shut  [   shutting    ]

run  [   running    ]   swim [   swimming   ]

(1)
彼は犬といっしょに走っています。
(2)
彼は車を洗っています。


He [  is   ] [   running   ] with his dog.
He [  is   ] [   washing   ] his car.

8．「あなたは何をしているのですか」という現在進行形を使った疑問文をつくるときに「～している」の部分はdoingを使います。


[   What   ] is he [   doing   ] ?となります。

(1)
あなたは何をしているのですか。
[   What   ] [  are   ] you [   doing   ] ?

(2)
彼は何をしているのですか。
[   What   ] [  is   ] he [   doing   ] ?

【単語】

台所 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(キッチン),kitchen)   ]
図書館 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライブラリー),library)   ]
学校 [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(スクール),school)   ]


1月 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ジャニュアリイ),January)   ]
2月 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(フェブラリイ),February)   ]
3月 [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マーチ),March)   ]

4月 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(エイプリル),April)   ]
辞書［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ディクショナリィ),dictionary)　］
おじ［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(アンクル),uncle)　］

おば［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(アーント),aunt)　］
5月［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(メイ),May)　］
6月［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ジューン),June)　］

【連語】

さがす [  look   ] [  for   ]
じっと見る [  look   ] [  at   ]

世話をする [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(テイク),take)   ] [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ケア),care)   ] [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オブ),of)   ]
放課後 [   after   ] [   school   ]

●２年――――――――――――――――――――
【be動詞】

1．
EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ゼア),there) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イズ),is) , EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ゼア),there) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(アー),are)～は「～がある」を表します。

There is a cat. 
訳［　　猫が1匹います。　　　］

There are two cats.　
訳［　　猫が2匹います。　　　］

　　　　　　　　　複数だからareにします。

4．次の英文を疑問文にしなさい。

(1)
He studies English.
彼は英語を勉強します。


[    Does he study English     
] ?

(2)
She has a nice bag.
彼女は良いかばんを持っています。


[    Does she have a nice bag     
] ?

5．　　部分を問う疑問文を書きなさい。

(1)
She goes to school by bus.
彼女はバスで学校に行きます。


① 方法を聞いているので疑問詞［　how　 ］を使う。


② She goes to school by bus.

残りのこれを疑問文にする［　　Does she go to school ?　　　］

　　①＋②より，［　　How does she go to school ?　　　
］

(2)
He has three brothers.
彼は3人兄弟がいます。


① 何人の兄弟かと聞いているのだから [  how   ] [  many   ]＋複数名詞を使う


② He has three brothers. 残りを疑問形にすると [  does   ] [  he   ] [  have   ]を使う


①＋②より，[  How   ] [  many   ] [  brothers   ] [  does   ] [  he   ] [  have   ] ?

6．次の英文を完成しなさい。

(1)
彼はどこでサッカーをしますか。
[   Where   ] [  does   ] he [   play   ] soccer ?

(2)
彼女はどのようにして学校へ来ますか。
[   How   ] [  does   ] she [  go   ] to school ?

(3)
彼は何人兄弟がいますか。
[   How   ] [  many   ] brothers [  does   ] he [  have   ] ?

7．現在進行形「～している」状態を表すときにはbe～ingをとります。

～ing形の作り方　　一般に～ingをつけるだけ。

短母音＋子音字のときは子音を重ねてing

put  [   putting   ]    cut  [   cutting    ]    shut  [   shutting    ]

run  [   running    ]   swim [   swimming   ]

(1)
彼は犬といっしょに走っています。
(2)
彼は車を洗っています。


He [  is   ] [   running   ] with his dog.
He [  is   ] [   washing   ] his car.

8．「あなたは何をしているのですか」という現在進行形を使った疑問文をつくるときに「～している」の部分はdoingを使います。


[   What   ] is he [   doing   ] ?となります。

(1)
あなたは何をしているのですか。
[   What   ] [  are   ] you [   doing   ] ?

(2)
彼は何をしているのですか。
[   What   ] [  is   ] he [   doing   ] ?

【単語】

台所 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(キッチン),kitchen)   
]
図書館 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライブラリー),library)   
]
学校 [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(スクール),school)   
]

1月 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ジャニュアリイ),January)   
]
2月 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(フェブラリイ),February)   
]
3月 [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マーチ),March)   
]

4月 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(エイプリル),April)   
]
辞書［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ディクショナリィ),dictionary)　
］
おじ［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(アンクル),uncle)　
］

おば［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(アーント),aunt)　
］
5月［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(メイ),May)　
］
6月［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ジューン),June)　
］

【連語】

さがす [  look   ] [  for   ]
じっと見る [  look   ] [  at   ]

世話をする [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(テイク),take)   ] [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ケア),care)   ] [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オブ),of)   ]
放課後 [   after   ] [   school   ]

●２年――――――――――――――――――――
【be動詞】

1．
EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ゼア),there) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イズ),is) , EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ゼア),there) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(アー),are)～は「～がある」を表します。

There is a cat. 
訳［　　猫が1匹います。　　　］

There are two cats.　
訳［　　猫が2匹います。　　　］

　　　　　　　　　複数だからareにします。

2．前図において，

A＝［　on　］the desk机の上，B＝［　in　］the desk机の中，C＝［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(アンダー),under)　］the desk机の下

D＝［　by　］the desk机のすぐそばに，E＝［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ニア),near)　］the desk机の（少し離れて）近くに

3．次の英文を訳しなさい。

There is a cat under the desk.　
訳）机の［　下　］に［　　1匹の猫がいます　　　］。

There are two cats on the desk.
訳）机の［　上　］に［　　2匹の猫がいます　　　］。

There is a pen in the desk.
訳）机の［　中　］に［　　ペンが1本あります　　　］。

4．次の英文を完成しなさい。

(1)
木の下に2匹の犬がいます。｛ two / there / under / are / the / tree / dogs ｝


［　　　There are two dogs under the tree.　　　］

(2)
壁に2枚の写真があります。｛ on / there / the / wall / two / are / pictures ｝


［　　　There are two pictures on the wall.　　　］


注）壁にかけてある状態は前置詞［　on　］を使います。

5．　　部分を問う疑問文をつくりなさい。


There are two cats under the table.


［　　　How many cats are there under the table ?　　　］

【一般動詞】

過去形「～であった，～した」と表すときに一般動詞は過去形にします。2つのパターンがあります。

①　be動詞の過去形は　is , amが［　was　］になり，areが［　were　］になります。


　規則変化動詞の場合，-edまたは -dをつける

help 手伝う → 過去形［　helped　］
watch 見る → 過去形［　watched　］

clean 掃除する → 過去形［　cleaned　］

注）子音＋yの場合，yを［　i　］にかえて＋-edをつける。

　　study → 過去形［　studied　］

1．
次の（　）の単語を正しい形にかえなさい。

1）
He ( is ) in Tokyo EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イエスタデイ・昨日),yesterday).　
彼は昨日，東京にいました。


［　was　］

2）
You ( are ) in America EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ラスト),last) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イヤー・去年),year).
あなたは去年，アメリカにいました。


［　were　］

3）
He ( helps ) his mother yesterday.　
彼は昨日，彼のお母さんを手伝いました。


［　helped　］

4）
She ( cleans ) her room EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ラスト・先週の),last) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(サンデー・日曜),Sunday).　彼女は先週の日曜日に部屋を掃除しました。


［　cleaned　］

5）
He ( studies ) English yesterday.
彼は昨日，英語を勉強しました。


［　studied　］

2．不規則変化動詞を覚えましょう。

	くる
	come →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ケイム),came)　］
	書く
	write →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ロウト),wrote)　］

	行く
	go →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウエント),went)　］
	読む
	read →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(レッド),read)　］

	去る
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(リーブ),leave) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(レフト),left)　］
	見る
	see →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ソー),saw)　］



2．前図において，

A＝［　on　］the desk机の上，B＝［　in　］the desk机の中，C＝［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(アンダー),under)　］the desk机の下

D＝［　by　］the desk机のすぐそばに，E＝［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ニア),near)　］the desk机の（少し離れて）近くに

3．次の英文を訳しなさい。

There is a cat under the desk.　
訳）机の［　下　］に［　　1匹の猫がいます　　　
］。

There are two cats on the desk.
訳）机の［　上　］に［　　2匹の猫がいます　　　
］。

There is a pen in the desk.
訳）机の［　中　］に［　　ペンが1本あります　　　
］。

4．次の英文を完成しなさい。

(1)
木の下に2匹の犬がいます。｛ two / there / under / are / the / tree / dogs ｝


［　　　There are two dogs under the tree.　　　
］

(2)
壁に2枚の写真があります。｛ on / there / the / wall / two / are / pictures ｝


［　　　There are two pictures on the wall.　　　
］


注）壁にかけてある状態は前置詞［　on　］を使います。

5．　　部分を問う疑問文をつくりなさい。


There are two cats under the table.


［　　　How many cats are there under the table ?　　　
］

【一般動詞】

過去形「～であった，～した」と表すときに一般動詞は過去形にします。2つのパターンがあります。

①　be動詞の過去形は　is , amが［　was　］になり，areが［　were　］になります。


　規則変化動詞の場合，-edまたは -dをつける

help 手伝う → 過去形［　helped　　］
watch 見る → 過去形［　watched　］

clean 掃除する → 過去形［　cleaned　］

注）子音＋yの場合，yを［　i　　］にかえて＋-edをつける。

　　study → 過去形［　studied　］

1．
次の（　）の単語を正しい形にかえなさい。

1）
He ( is ) in Tokyo EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イエスタデイ・昨日),yesterday).　
彼は昨日，東京にいました。


［　was　　］

2）
You ( are ) in America EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ラスト),last) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イヤー・去年),year).
あなたは去年，アメリカにいました。


［　were　　］

3）
He ( helps ) his mother yesterday.　
彼は昨日，彼のお母さんを手伝いました。


［　helped　　］

4）
She ( cleans ) her room EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ラスト・先週の),last) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(サンデー・日曜),Sunday).　彼女は先週の日曜日に部屋を掃除しました。


［　cleaned　　］

5）
He ( studies ) English yesterday.
彼は昨日，英語を勉強しました。


［　studied　　］

2．不規則変化動詞を覚えましょう。

	くる
	come →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ケイム),came)　］
	書く
	write →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ロウト),wrote)　］

	行く
	go →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウエント),went)　］
	読む
	read →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(レッド),read)　］

	去る
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(リーブ),leave) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(レフト),left)　］
	見る
	see →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ソー),saw)　］



【助動詞】

動詞を補助して意味を付け加えるものを助動詞といいます。助動詞には次のようなものがあります。
～ができる［　can　］，
～してよい［　may　］
～するつもり［　will　］

～しなければならない［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マスト),must)　］
～すべき［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シュッド),should)　］

1．次のものに助動詞をあてはめなさい。

(1)
彼はサッカーができる。
He［　can　］play soccer.

(2)
彼はサッカーをしてもよい。
He［　may　］play soccer.

(3)
彼は宿題をしなければならない。
He［　must　］do his homework.

(4)
私達は来週日曜日にサッカーをするつもりです。We［　will　］［　play　］soccer next Sunday.


【助動詞】

動詞を補助して意味を付け加えるものを助動詞といいます。助動詞には次のようなものがあります。
～ができる［　can　］，
～してよい［　may　］
～するつもり［　will　］

～しなければならない［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マスト),must)　］
～すべき［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シュッド),should)　］

1．次のものに助動詞をあてはめなさい。

(1)
彼はサッカーができる。
He［　can　］play soccer.

(2)
彼はサッカーをしてもよい。
He［　may　］play soccer.

(3)
彼は宿題をしなければならない。
He［　must　］do his homework.

(4)
私達は来週日曜日にサッカーをするつもりです。We［　will　］［　play　］soccer next Sunday.


英文法　基本　８回目　
氏名［　　　　　　　　　　］
【be動詞】

(1)
Are these your books ?の答え方


　　　　　theseの繰り返しをさけて [  they   ] を使います。


Yes, [  they   ] [  are   ].     No, [  they   ] [   aren’t   ].


Are those your cars ?


　　　　　thoseの繰り返しをさけて [  they   ] を使います。


Yes, [  they   ] [  are   ].     No, [  they   ] [   aren’t   ].

(2)
名詞の複数について次の問いに答えなさい。

・-ss，-sh，-ch，-x，-oで単語の語尾が終わるとき-esをつける。


a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(クラス),class)
→ two［　classes　］
a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウォッチ・時計),watch)
→ two［　watches　］


a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ディッシュ・皿),dish)
→ two［　dishes　］
a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(バックス・箱),box)
→ two［　boxes　］


a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(トメイトウ),tomato)
→ two［　tomatoes　］

・子音＋ｙのときはｙをiにかえて-esをつける。


a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シティ),city)
→ two［　cities　］
a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(カントリィ),country)
→ two［　countries　］

・EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(チャイルド),child)の複数形は［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(チルドレン),children)　］
EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マン・男),man) 
→［　men　］

　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(女の人),woman)
→［　women　］

【疑問詞】

　何時に [  what   ] [  time   ]　　　誰が [  who   ]      誰の [  whose   ]

　何歳　 [  how   ] [  old   ]
いくら［　How　］［　much　］

1．｛　｝の単語を並びかえて，正しい英文を書きなさい。

(1)
あなたは何歳ですか。
｛ are / how / you / old / ? ｝
［　　　How old are you ?　　　］

(2)
彼はどこの出身ですか。
｛ is / where / from / he / ? ｝
［　　　Where is he from ?　　　］

(3)
あの少年はだれですか。
｛ is / who / boy / that / ? ｝
［　　　Who is that boy ?　　　］

(4)
これはいくらですか。
｛ much / this / how / is / ? ｝
［　　　How much is this ?　　　］

2．次の日本文にある英文を完成しなさい。

(1)
今，何時ですか。


［　What　］［　time　］［　is　］［　it　］now ?

(2)
今日は何曜日ですか。


［　What　］［　day　］［　is　］［　today　］？←暗記しましょう

水曜日です。


［　It’s　］［　Wednesday　　］.

(3)
今日は何月何日ですか。


［　What’s　］［　the　］［　date　］［　today　］？←暗記しましょう

12月25日です。


［　It’s　］［　December　］25.
【一般動詞】

三単現のsをつけるとき，次の動詞に注意しましょう。

study → EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(し),子)

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(いん),音)＋yなのでyをとってiesをつける＝［　studies　　］

　　　　　　(アイウエオ以外の音)

have →［　has　　］

-EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ス),s) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シス),sh) , -EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チ),ch) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(クス),x) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(オウ),o)の形をもつ動詞の場合esをつける。

waEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シス),sh) → [   washes   ]     watEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チ),ch) → [   watches   ]     gEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(オウ),o) → [   goes   ]


英文法　基本　８回目　
氏名［　　　　　　　　　　］
【be動詞】

(1)
Are these your books ?の答え方


　　　　　theseの繰り返しをさけて [  they   ] を使います。


Yes, [  they   ] [  are   ].     No, [  they   ] [   aren’t   ].


Are those your cars ?


　　　　　thoseの繰り返しをさけて [  they   ] を使います。


Yes, [  they   ] [  are   ].     No, [  they   ] [   aren’t   ].

(2)
名詞の複数について次の問いに答えなさい。

・-ss，-sh，-ch，-x，-oで単語の語尾が終わるとき-esをつける。


a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(クラス),class)
→ two［　classes　］
a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウォッチ・時計),watch)
→ two［　watches　］


a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ディッシュ・皿),dish)
→ two［　dishes　］
a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(バックス・箱),box)
→ two［　boxes　］


a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(トメイトウ),tomato)
→ two［　tomatoes　］

・子音＋ｙのときはｙをiにかえて-esをつける。


a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シティ),city)
→ two［　cities　］
a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(カントリィ),country)
→ two［　countries　］

・EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(チャイルド),child)の複数形は［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(チルドレン),children)　］
EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マン・男),man) 
→［　men　］

　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(女の人),woman)
→［　women　］

【疑問詞】

　何時に [  what   ] [  time   ]　　　誰が [  who   ]      誰の [  whose   ]

　何歳　 [  how   ] [  old   ]
いくら［　How　］［　much　］

1．｛　｝の単語を並びかえて，正しい英文を書きなさい。

(1)
あなたは何歳ですか。
｛ are / how / you / old / ? ｝
［　　　How old are you ?　　　
］

(2)
彼はどこの出身ですか。
｛ is / where / from / he / ? ｝
［　　　Where is he from ?　　　
］

(3)
あの少年はだれですか。
｛ is / who / boy / that / ? ｝
［　　　Who is that boy ?　　　
］

(4)
これはいくらですか。
｛ much / this / how / is / ? ｝
［　　　How much is this ?　　　
］

2．次の日本文にある英文を完成しなさい。

(1)
今，何時ですか。


［　What　］［　time　］［　is　］［　it　］now ?

(2)
今日は何曜日ですか。


［　What　］［　day　］［　is　］［　today　］？←暗記しましょう

水曜日です。


［　It’s　］［　Wednesday　　］.

(3)
今日は何月何日ですか。


［　What’s　］［　the　］［　date　］［　today　］？←暗記しましょう

12月25日です。


［　It’s　］［　December　］25.
【一般動詞】

三単現のsをつけるとき，次の動詞に注意しましょう。

study → EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(し),子)

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(いん),音)＋yなのでyをとってiesをつける＝［　studies　　］

　　　　　　(アイウエオ以外の音)

have →［　has　　］

-EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ス),s) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シス),sh) , -EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チ),ch) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(クス),x) , -EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(オウ),o)の形をもつ動詞の場合esをつける。

waEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シス),sh) → [   washes   ]     watEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チ),ch) → [   watches   ]     gEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(オウ),o) → [   goes   ]

1．　　部分を問う疑問文を書きなさい。

(1)
She goes to school by bus.
彼女はバスで学校に行きます。


① 方法を聞いているので疑問詞［　how　 ］を使う。


② She goes to school by bus.

残りのこれを疑問文にする［　　Does she go to school ?　　　］

　　①＋②より，［　　How does she go to school ?　　　］

(2)
He has three brothers.
彼は3人兄弟がいます。


① 何人の兄弟かと聞いているのだから [  how   ] [  many   ]＋複数名詞を使う


② He has three brothers. 残りを疑問形にすると [  does   ] [  he   ] [  have   ]を使う


①＋②より，[  How   ] [  many   ] [  brothers   ] [  does   ] [  he   ] [  have   ] ?

2．次の英文を完成しなさい。

(1)
彼はどこでサッカーをしますか。
[   Where   ] [  does   ] he [   play   ] soccer ?

(2)
彼女はどのようにして学校へ来ますか。
[   How   ] [  does   ] she [  go   ] to school ?

(3)
彼は何人兄弟がいますか。
[   How   ] [  many   ] brothers [  does   ] he [  have   ] ?

3．現在進行形「～している」状態を表すときにはbe～ingをとります。

～ing形の作り方　　一般に～ingをつけるだけ。

短母音＋子音字のときは子音を重ねてing

put  [   putting   ]    cut  [   cutting    ]    shut  [   shutting    ]

run  [   running    ]   swim [   swimming   ]

(1)
彼は犬といっしょに走っています。
(2)
彼は車を洗っています。


He [  is   ] [   running   ] with his dog.
He [  is   ] [   washing   ] his car.

4．「あなたは何をしているのですか」という現在進行形を使った疑問文をつくるときに「～している」の部分はdoingを使います。


[   What   ] is he [   doing   ] ?となります。

(1)
あなたは何をしているのですか。
[   What   ] [  are   ] you [   doing   ] ?

(2)
彼は何をしているのですか。
[   What   ] [  is   ] he [   doing   ] ?

【単語】

台所 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(キッチン),kitchen)   ]
図書館 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライブラリー),library)   ]
学校 [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(スクール),school)   ]


1月 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ジャニュアリイ),January)   ]
2月 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(フェブラリイ),February)   ]
3月 [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マーチ),March)   ]

4月 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(エイプリル),April)   ]
辞書［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ディクショナリィ),dictionary)　］
おじ［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(アンクル),uncle)　］

おば［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(アーント),aunt)　］
5月［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(メイ),May)　］
6月［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ジューン),June)　］

ギター［　guitar　］
大好きな［　favorite　］
7月［　July　］

8月［　August　］
9月［　September　］
10月［　October　］

【連語】

さがす [  look   ] [  for   ]
じっと見る [  look   ] [  at   ]

世話をする [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(テイク),take)   ] [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ケア),care)   ] [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オブ),of)   ]
放課後 [   after   ] [   school   ]

～が得意である be［　good　］［　at　］～
～の一員 a［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(メンバー),member)　］［　of　］～

次の［　］内に適語をあてはめなさい。

(1)
彼は毎日，犬の世話をします。
He［　takes　］［　care　］［　of　］his dog every day.

(2)
あの赤い車を見なさい。
［　Look　］［　at　］the red car.

(3)
あなたは何を探しているのですか。
［　What　］are you［　looking　］［　for　］？


1．　　部分を問う疑問文を書きなさい。

(1)
She goes to school by bus.
彼女はバスで学校に行きます。


① 方法を聞いているので疑問詞［　how　 ］を使う。


② She goes to school by bus.

残りのこれを疑問文にする［　　Does she go to school ?　　　］

　　①＋②より，［　　How does she go to school ?　　　］

(2)
He has three brothers.
彼は3人兄弟がいます。


① 何人の兄弟かと聞いているのだから [  how   ] [  many   ]＋複数名詞を使う


② He has three brothers. 残りを疑問形にすると [  does   ] [  he   ] [  have   ]を使う


①＋②より，[  How   ] [  many   ] [  brothers   ] [  does   ] [  he   ] [  have   ] ?

2．次の英文を完成しなさい。

(1)
彼はどこでサッカーをしますか。
[   Where   ] [  does   ] he [   play   ] soccer ?

(2)
彼女はどのようにして学校へ来ますか。
[   How   ] [  does   ] she [  go   ] to school ?

(3)
彼は何人兄弟がいますか。
[   How   ] [  many   ] brothers [  does   ] he [  have   ] ?

3．現在進行形「～している」状態を表すときにはbe～ingをとります。

～ing形の作り方　　一般に～ingをつけるだけ。

短母音＋子音字のときは子音を重ねてing

put  [   putting   ]    cut  [   cutting    ]    shut  [   shutting    ]

run  [   running    ]   swim [   swimming   ]

(1)
彼は犬といっしょに走っています。
(2)
彼は車を洗っています。


He [  is   ] [   running   ] with his dog.
He [  is   ] [   washing   ] his car.

4．「あなたは何をしているのですか」という現在進行形を使った疑問文をつくるときに「～している」の部分はdoingを使います。


[   What   ] is he [   doing   ] ?となります。

(1)
あなたは何をしているのですか。
[   What   ] [  are   ] you [   doing   ] ?

(2)
彼は何をしているのですか。
[   What   ] [  is   ] he [   doing   ] ?

【単語】

台所
 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(キッチン),kitchen)   
]
図書館 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ライブラリー),library)  
 ]
学校 [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(スクール),school)   
]

1月
 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ジャニュアリイ),January)   
]
2月 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(フェブラリイ),February)   
]
3月 [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マーチ),March)   
]

4月 
[   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(エイプリル),April)   
]
辞書［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ディクショナリィ),dictionary)　
］
おじ［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(アンクル),uncle)　
］

おば
［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(アーント),aunt)　
］
5月［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(メイ),May)　
］
6月［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ジューン),June)　
］

ギター
［　guitar　
］
大好きな［　favorite　
］
7月［　July　
］

8月
［　August　
］
9月［　September　
］
10月［　October　
］

【連語】

さがす [  look   ] [  for   ]
じっと見る [  look   ] [  at   ]

世話をする [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(テイク),take)   ] [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ケア),care)   ] [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オブ),of)   ]
放課後 [   after   ] [   school   ]

～が得意である be［　good　］［　at　］～
～の一員 a［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(メンバー),member)　］［　of　］～

次の［　］内に適語をあてはめなさい。

(1)
彼は毎日，犬の世話をします。
He［　takes　］［　care　］［　of　］his dog every day.

(2)
あの赤い車を見なさい。
［　Look　］［　at　］the red car.

(3)
あなたは何を探しているのですか。
［　What　］are you［　looking　］［　for　］？
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【be動詞】

1．
EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ゼア),there) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イズ),is) , EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ゼア),there) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(アー),are)～は「～がある」を表します。

There is a cat. 
訳［　　猫が1匹います。　　　］

There are two cats.　
訳［　　猫が2匹います。　　　］

　　　　　　　　　複数だからareにします。

　　　　　　　　　複数だからareにします。

2．右図において，

A＝［　on　］the desk机の上，B＝［　in　］the desk机の中，C＝［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(アンダー),under)　］the desk机の下

D＝［　by　］the desk机のすぐそばに，E＝［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ニア),near)　］the desk机の（少し離れて）近くに

3．次の英文を訳しなさい。

There is a cat under the desk.　
訳）机の［　下　］に［　　1匹の猫がいます　　　］。

There are two cats on the desk.
訳）机の［　上　］に［　　2匹の猫がいます　　　］。

There is a pen in the desk.
訳）机の［　中　］に［　　ペンが1本あります　　　］。

4．次の英文を完成しなさい。

(1)
木の下に2匹の犬がいます。｛ two / there / under / are / the / tree / dogs ｝


［　　　There are two dogs under the tree.　　　］

(2)
壁に2枚の写真があります。｛ on / there / the / wall / two / are / pictures ｝


［　　　There are two pictures on the wall.　　　］


注）壁にかけてある状態は前置詞［　on　］を使います。

5．　　部分を問う疑問文をつくりなさい。


There are two cats under the table.


［　　　How many cats are there under the table ?　　　］

6．次の英文を完成しなさい。

(1)
その壁には何枚の絵がかかっていますか。


［　How　］［　many　］pictures［　are　］［　there　］［　on　］the wall ?

(2)
木の下には何人の人々がいますか。


［　How　］［　many　］［　people　］［　are　］［　there　］［　under　］the tree ?

【一般動詞】

過去形「～であった，～した」と表すときに一般動詞は過去形にします。2つのパターンがあります。

①　be動詞の過去形は　is , amが［　was　］になり，areが［　were　］になります。


　規則変化動詞の場合，-edまたは -dをつける

help 手伝う → 過去形［　helped　］
watch 見る → 過去形［　watched　］

clean 掃除する → 過去形［　cleaned　］

注）子音＋yの場合，yを［　i　］にかえて＋-edをつける。

　　study → 過去形［　studied　］

1．
次の（　）の単語を正しい形にかえなさい。

1）
He ( is ) in Tokyo EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イエスタデイ・昨日),yesterday).　
彼は昨日，東京にいました。


［　was　］

2）
You ( are ) in America EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ラスト),last) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イヤー・去年),year).
あなたは去年，アメリカにいました。


［　were　］

3）
He ( helps ) his mother yesterday.　
彼は昨日，彼のお母さんを手伝いました。


［　helped　］
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【be動詞】

1．
EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ゼア),there) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イズ),is) , EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ゼア),there) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(アー),are)～は「～がある」を表します。

There is a cat. 
訳［　　猫が1匹います。　　　　　］

There are two cats.　
訳［　　猫が2匹います。　　　　　］

　　　　　　　　　複数だからareにします。

　　　　　　　　　複数だからareにします。

2．右図において，

A＝［　on　］the desk机の上，B＝［　in　］the desk机の中，C＝［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(アンダー),under)　］the desk机の下

D＝［　by　］the desk机のすぐそばに，E＝［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ニア),near)　］the desk机の（少し離れて）近くに

3．次の英文を訳しなさい。

There is a cat under the desk.　
訳）机の［　下　］に［　　1匹の猫がいます　　　
］。

There are two cats on the desk.
訳）机の［　上　］に［　　2匹の猫がいます　　　
］。

There is a pen in the desk.
訳）机の［　中　］に［　　ペンが1本あります　　　
］。

4．次の英文を完成しなさい。

(1)
木の下に2匹の犬がいます。｛ two / there / under / are / the / tree / dogs ｝


［　　　There are two dogs under the tree.　　　
］

(2)
壁に2枚の写真があります。｛ on / there / the / wall / two / are / pictures ｝


［　　　There are two pictures on the wall.　　　
］


注）壁にかけてある状態は前置詞［　on　］を使います。

5．　　部分を問う疑問文をつくりなさい。


There are two cats under the table.


［　　　How many cats are there under the table ?　　　
］

6．次の英文を完成しなさい。

(1)
その壁には何枚の絵がかかっていますか。


［　How　］［　many　］pictures［　are　］［　there　］［　on　］the wall ?

(2)
木の下には何人の人々がいますか。


［　How　］［　many　］［　people　］［　are　］［　there　］［　under　］the tree ?

【一般動詞】

過去形「～であった，～した」と表すときに一般動詞は過去形にします。2つのパターンがあります。

①　be動詞の過去形は　is , amが［　was　］になり，areが［　were　］になります。


　規則変化動詞の場合，-edまたは -dをつける

help 手伝う → 過去形［　helped　］
watch 見る → 過去形［　watched　］

clean 掃除する → 過去形［　cleaned　］

注）子音＋yの場合，yを［　i　］にかえて＋-edをつける。

　　study → 過去形［　studied　］

1．
次の（　）の単語を正しい形にかえなさい。

1）
He ( is ) in Tokyo EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イエスタデイ・昨日),yesterday).　
彼は昨日，東京にいました。


［　was　］

2）
You ( are ) in America EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ラスト),last) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イヤー・去年),year).
あなたは去年，アメリカにいました。


［　were　］

3）
He ( helps ) his mother yesterday.　
彼は昨日，彼のお母さんを手伝いました。


［　helped　］


4）
She ( cleans ) her room EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ラスト・先週の),last) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(サンデー・日曜),Sunday).　彼女は先週の日曜日に部屋を掃除しました。


［　cleaned　］

5）
He ( studies ) English yesterday.
彼は昨日，英語を勉強しました。


［　studied　］

2．不規則変化動詞を覚えましょう。

	くる
	come →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ケイム),came)　］
	書く
	write →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ロウト),wrote)　］

	行く
	go →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウエント),went)　］
	読む
	read →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(レッド),read)　］

	去る
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(リーブ),leave) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(レフト),left)　］
	見る
	see →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ソー),saw)　］

	与える
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ギブ),give) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ゲイブ),gave)　］
	知る
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ノウ),know) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ニュー),knew)　］


3．次の英文を完成しなさい。

(1)
彼のおじさんが彼に辞書を与えました。
His uncle［　gave　］him a［　dictionary　］.

(2)
彼女はきのう，手紙をかきました。
She［　wrote　］a letter yesterday.

(3)
私はきのう，公園に行きました。
I［　went　］to the park yesterday.

4．過去を表すことばを覚えましょう。

	きのう
	［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イエスタデイ),yesterday)　］
	先週
	［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(先の),last)　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(週),week)　］

	きのうの晩
	［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ラスト),last)　］［　night　］
	先月
	［　last　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マンス・月),month)　］

	去年
	［　last　］［　year　］
	2日前
	two［　days　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(アゴウ),ago)　］

	2年前
	two［　years　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(～前に),ago)　］
	先週の日曜
	［　last　］［　Sunday　］


【助動詞】

動詞を補助して意味を付け加えるものを助動詞といいます。助動詞には次のようなものがあります。
～ができる［　can　］，
～してよい［　may　］
～するつもり［　will　］

～しなければならない［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マスト),must)　］
～すべき［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シュッド),should)　］

1．
次の［　］に助動詞をあてはめなさい。

(1)
彼はサッカーができる。
He［　can　］play soccer.

(2)
彼はサッカーをしてもよい。
He［　may　］play soccer.

(3)
彼は宿題をしなければならない。
He［　must　］do his homework.

(4)
私達は来週日曜日にサッカーをするつもりです。We［　will　］［　play　］soccer next Sunday.

2．
助動詞のあとは，動詞の［　原形　］にします。


次の英文を完成しなさい。

(1)
You［　should　］be［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(カインド・親切な),kind)　］to old people. あなたは老人に親切にすべきです。


is , am , areの原形

(2)
I［　will　］［　be　］a soccer player. 私はサッカー選手になるつもりです。


is , am , areの原形

(3)
I［　will　］［　play　］soccer in the park next week.私は公園で来週サッカーをするつもりだ。

動詞の原形

3．次の　 に注意して英文を訳しなさい。

(1)
You should be kind to old people.
［　　　あなたは老人に親切にすべきです。　　　］

(2)
You must study hard.
［　　　あなたは一生懸命勉強しなければならない。　　］

(3)
You may use my pencil.
［　　　あなたは私の鉛筆を使ってもよい。　　　］


4）
She ( cleans ) her room EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ラスト・先週の),last) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(サンデー・日曜),Sunday).　彼女は先週の日曜日に部屋を掃除しました。


［　cleaned　］

5）
He ( studies ) English yesterday.
彼は昨日，英語を勉強しました。


［　studied　］

2．不規則変化動詞を覚えましょう。

	くる
	come →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ケイム),came)　］
	書く
	write →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ロウト),wrote)　］

	行く
	go →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウエント),went)　］
	読む
	read →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(レッド),read)　］

	去る
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(リーブ),leave) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(レフト),left)　］
	見る
	see →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ソー),saw)　］

	与える
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ギブ),give) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ゲイブ),gave)　］
	知る
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ノウ),know) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ニュー),knew)　］


3．次の英文を完成しなさい。

(1)
彼のおじさんが彼に辞書を与えました。
His uncle［　gave　］him a［　dictionary　］.

(2)
彼女はきのう，手紙をかきました。
She［　wrote　］a letter yesterday.

(3)
私はきのう，公園に行きました。
I［　went　］to the park yesterday.

4．過去を表すことばを覚えましょう。

	きのう
	［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イエスタデイ),yesterday)　］
	先週
	［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(先の),last)　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(週),week)　］

	きのうの晩
	［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ラスト),last)　］［　night　］
	先月
	［　last　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マンス・月),month)　］

	去年
	［　last　］［　year　］
	2日前
	two［　days　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(アゴウ),ago)　］

	2年前
	two［　years　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(～前に),ago)　］
	先週の日曜
	［　last　］［　Sunday　］


【助動詞】

動詞を補助して意味を付け加えるものを助動詞といいます。助動詞には次のようなものがあります。
～ができる［　can　］，
～してよい［　may　］
～するつもり［　will　］

～しなければならない［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マスト),must)　］
～すべき［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シュッド),should)　］

1．
次の［　］に助動詞をあてはめなさい。

(1)
彼はサッカーができる。
He［　can　
］play soccer.

(2)
彼はサッカーをしてもよい。
He［　may　
］play soccer.

(3)
彼は宿題をしなければならない。
He［　must　
］do his homework.

(4)
私達は来週日曜日にサッカーをするつもりです。We［　will　］［　play　］soccer next Sunday.

2．
助動詞のあとは，動詞の［　原形　］にします。


次の英文を完成しなさい。

(1)
You［　should　］be［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(カインド・親切な),kind)　］to old people. あなたは老人に親切にすべきです。


is , am , areの原形

(2)
I［　will　］［　be　］a soccer player. 私はサッカー選手になるつもりです。


is , am , areの原形

(3)
I［　will　］［　play　］soccer in the park next week.私は公園で来週サッカーをするつもりだ。

動詞の原形

3．次の　 に注意して英文を訳しなさい。

(1)
You should be kind to old people.
［　　　あなたは老人に親切にすべきです。　　　
］

(2)
You must study hard.
［　　　あなたは一生懸命勉強しなければならない。　　］

(3)
You may use my pencil.
［　　　あなたは私の鉛筆を使ってもよい。　　　
］


【be】

as＋［　形容　］詞・副詞＋as～で「～と同じくらい…」の意味を表わします。

He is tall.  彼は高い。　　接続詞なので，後ろは主語の形がきます。
He is as［　tall　］［　as　］ eq \o\ac(○,I).

　　　　副詞「～と同じくらい」

訳［　　　彼は私と同じくらいの背たけです。　　　］

1．次の英文を訳しなさい。

(1)
He is  eq \o\ac(○,as) young  eq \o\ac(○,as) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps16 \o(\s\up 9(主格),I).
［　　　彼は私と同じくらい若いです。　　　］

(2)
He is  eq \o\ac(○,as) old  eq \o\ac(○,as) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps16 \o(\s\up 9(主格),you).
［　　　彼はあなたと同じくらいの年です。　　　］

(3)
He is  eq \o\ac(○,as) tall  eq \o\ac(○,as) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps16 \o(\s\up 9(主格),she).
［　　　彼は彼女と同じ背丈だ。　　　］


【be】

as＋［　形容　］詞・副詞＋as～で「～と同じくらい…」の意味を表わします。

He is tall.  彼は高い。　　接続詞なので，後ろは主語の形がきます。
He is as［　tall　］［　as　］ eq \o\ac(○,I).

　　　　副詞「～と同じくらい」

訳［　　　彼は私と同じくらいの背たけです。　　　
］

1．次の英文を訳しなさい。

(1)
He is  eq \o\ac(○,as) young  eq \o\ac(○,as) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps16 \o(\s\up 9(主格),I).
［　　　彼は私と同じくらい若いです。　　　
］

(2)
He is  eq \o\ac(○,as) old  eq \o\ac(○,as) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps16 \o(\s\up 9(主格),you).
［　　　彼はあなたと同じくらいの年です。　　　
］

(3)
He is  eq \o\ac(○,as) tall  eq \o\ac(○,as) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps16 \o(\s\up 9(主格),she).
［　　　彼は彼女と同じ背丈だ。　　　
］


英文法　基本　９回目　
氏名［　　　　　　　　　　］
【be動詞】

(1)
［　］にあてはめよ。


Are these your books ?
これらはあなたの本ですか。
Yes,［　    ］［　　　］.


Is this your bag ?
これはあなたのカバンですか。
No,［　　　］［　　　］.

(2)
次の複数形を答えよ。


EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チャイルド),child) →［　children　］
man →［　men　］


EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(女の人),woman) →［　women　］
EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ナイフ),knife) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ナイブズ),knives)　］

【疑問詞】

　何時に [  what   ] [  time   ]　　　誰が [  who   ]      　　　誰の [  whose   ]

　何歳　 [  how   ] [  old   ]
いくら［　How　］［　much　］

1．正しい英文を書きなさい。

(1)
あなたは何歳ですか。
［　　　How old are you ?　　　］

(2)
彼はどこの出身ですか。
［　　　Where is he from ?　　　］

(3)
あの少年はだれですか。
［　　　Who is that boy ?　　　］

(4)
これはいくらですか。
［　　　How much is this ?　　　］

2．次の日本文にある英文を完成しなさい。

(1)
今，何時ですか。


［　What　］［　time　］［　is　］［　it　］now ?

(2)
今日は何曜日ですか。


［　What　］［　day　］［　is　］［　today　］？ 


水曜日です。


［　It’s　］［　Wednesday　　］.

(3)
今日は何月何日ですか。


［　What’s　］［　the　］［　date　］［　today　］？ 


12月25日です。


［　It’s　］［　December　］25.
3．次の英文を完成しなさい。

(1)
彼はどこでサッカーをしますか。
[   Where   ] [  does   ] he [   play   ] soccer ?

(2)
彼女はどのようにして学校へ来ますか。
[   How   ] [  does   ] she [  go   ] to school ?

(3)
彼は何人兄弟がいますか。
[   How   ] [  many   ] brothers [  does   ] he [  have   ] ?

4. 次の英文を完成しなさい。

(1)
彼は犬といっしょに走っています。
He［　is　］［　running　］with his dog.

(2)
彼は車を洗っています。
He［　is　］［　washing　］his car.

5. 次の英文を完成しなさい。

(1)
あなたは何をしているのですか。
［　What　］［　are　］you［　doing　］？

(2)
彼は何をしているのですか。
［　What　］［　is　］he［　doing　］？

【単語】

1月 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ジャニュアリイ),January)   ]
2月 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(フェブラリイ),February)   ]
3月 [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マーチ),March)   ]

4月 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(エイプリル),April)   ]
辞書［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ディクショナリィ),dictionary)　］
おじ［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(アンクル),uncle)　］

おば［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(アーント),aunt)　］
5月［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(メイ),May)　］
6月［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ジューン),June)　］

ギター［　guitar　］
大好きな［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(フェイバリィト),favorite)　］
7月［　July　］

8月［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オーガスト),August)　］
9月［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(セプテンバー),September)　］
10月［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オクトウバー),October)　］

11月［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ノウベンバー),November)　］
12月［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ディセンバー),December)　］

英文法　基本　９回目　
氏名［　　　　　　　　　　］
【be動詞】

(1)
［　］にあてはめよ。


Are these your books ?
これらはあなたの本ですか。
Yes,［　    ］［　　　］.


Is this your bag ?
これはあなたのカバンですか。
No,［　　　］［　　　］.

(2)
次の複数形を答えよ。


EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チャイルド),child) 
→［　children　］
man 
→［　men　　］


EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(女の人),woman) 
→［　women　 ］
EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ナイフ),knife) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ナイブズ),knives)　］

【疑問詞】

　何時に [  what   ] [  time   ]　　　誰が [  who   ]      　　　誰の [  whose   ]

　何歳　 [  how   ] [  old   ]
いくら［　How　］［　much　］

1．正しい英文を書きなさい。

(1)
あなたは何歳ですか。
［　　　How old are you ?　　　
］

(2)
彼はどこの出身ですか。
［　　　Where is he from ?　　　
］

(3)
あの少年はだれですか。
［　　　Who is that boy ?　　　
］

(4)
これはいくらですか。
［　　　How much is this ?　　　
］

2．次の日本文にある英文を完成しなさい。

(1)
今，何時ですか。


［　What　］［　time　］［　is　］［　it　］now ?

(2)
今日は何曜日ですか。


［　What　］［　day　］［　is　］［　today　］？ 


水曜日です。


［　It’s　］［　Wednesday　　］.

(3)
今日は何月何日ですか。


［　What’s　］［　the　］［　date　］［　today　］？ 


12月25日です。


［　It’s　］［　December　］25.
3．次の英文を完成しなさい。

(1)
彼はどこでサッカーをしますか。
[   Where   ] [  does   ] he [   play   ] soccer ?

(2)
彼女はどのようにして学校へ来ますか。
[   How   ] [  does   ] she [  go   ] to school ?

(3)
彼は何人兄弟がいますか。
[   How   ] [  many   ] brothers [  does   ] he [  have   ] ?

4. 次の英文を完成しなさい。

(1)
彼は犬といっしょに走っています。
He［　is　］［　running　］with his dog.

(2)
彼は車を洗っています。
He［　is　］［　washing　］his car.

5. 次の英文を完成しなさい。

(1)
あなたは何をしているのですか。
［　What　］［　are　］you［　doing　］？

(2)
彼は何をしているのですか。
［　What　］［　is　］he［　doing　］？

【単語】

1月 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ジャニュアリイ),January)   
]
2月 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(フェブラリイ),February)   
]
3月 [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マーチ),March)   
]

4月 [   EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(エイプリル),April)   
]
辞書［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ディクショナリィ),dictionary)　
］
おじ［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(アンクル),uncle)　
］

おば［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(アーント),aunt)　
］
5月［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(メイ),May)　
］
6月［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ジューン),June)　
］

ギター［　guitar　
］
大好きな［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(フェイバリィト),favorite)　
］
7月［　July　
］

8月［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オーガスト),August)　
］
9月［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(セプテンバー),September)　
］
10月［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オクトウバー),October)　
］

11月［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ノウベンバー),November)　
］
12月［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ディセンバー),December)　
］

【連語】

さがす [  look   ] [  for   ]
じっと見る [  look   ] [  at   ]

世話をする [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(テイク),take)   ] [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ケア),care)   ] [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オブ),of)   ]
放課後 [   after   ] [   school   ]

～が得意である be［　good　］［　at　］～
～の一員 a［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(メンバー),member)　］［　of　］～

次の［　］内に適語をあてはめなさい。

(1)
彼は毎日，犬の世話をします。
He［　takes　］［　care　］［　of　］his dog every day.

(2)
あの赤い車を見なさい。
［　Look　］［　at　］the red car.

(3)
あなたは何を探しているのですか。
［　What　］are you［　looking　］［　for　］？

(4)
彼はサッカー部の一員です。
He is［　a　］［　member　］［　of　］the soccer club.

(5)
私たちは放課後サッカーをします。We play soccer［　after　］［　school　］.

6．次の英文を完成しなさい。

(1)
木の下に2匹の犬がいます。｛ two / there / under / are / the / tree / dogs ｝


［　　　There are two dogs under the tree.　　　］

(2)
壁に2枚の写真があります。｛ on / there / the / wall / two / are / pictures ｝


［　　　There are two pictures on the wall.　　　］


注）壁にかけてある状態は前置詞［　on　］を使います。

7．　　部分を問う疑問文をつくりなさい。


There are two cats under the table.


［　　　How many cats are there under the table ?　　　］

8．次の英文を完成しなさい。

(1)
その壁には何枚の絵がかかっていますか。


［　How　］［　many　］pictures［　are　］［　there　］［　on　］the wall ?

(2)
木の下には何人の人々がいますか。


［　How　］［　many　］［　people　］［　are　］［　there　］［　under　］the tree ?

【一般動詞】

過去形「～であった，～した」と表すときに一般動詞は過去形にします。2つのパターンがあります。

①　be動詞の過去形は　is , amが［　was　］になり，areが［　were　］になります。


　規則変化動詞の場合，-edまたは -dをつける

help 手伝う → 過去形［　helped　］
watch 見る → 過去形［　watched　］

clean 掃除する → 過去形［　cleaned　］

注）子音＋yの場合，yを［　i　］にかえて＋-edをつける。

　　study → 過去形［　studied　］

1．
次の（　）の単語を正しい形にかえなさい。

1）
He ( is ) in Tokyo EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イエスタデイ・昨日),yesterday).　
彼は昨日，東京にいました。


［　was　］

2）
You ( are ) in America EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ラスト),last) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イヤー・去年),year).
あなたは去年，アメリカにいました。


［　were　］

3）
He ( helps ) his mother yesterday.　
彼は昨日，彼のお母さんを手伝いました。


［　helped　］

4）
She ( cleans ) her room EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ラスト・先週の),last) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(サンデー・日曜),Sunday).　彼女は先週の日曜日に部屋を掃除しました。


［　cleaned　］

5）
He ( studies ) English yesterday.
彼は昨日，英語を勉強しました。


［　studied　］

【連語】

さがす [  look   ] [  for   ]
じっと見る [  look   ] [  at   ]

世話をする [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(テイク),take)   ] [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ケア),care)   ] [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オブ),of)   ]
放課後 [   after   ] [   school   ]

～が得意である be［　good　］［　at　］～
～の一員 a［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(メンバー),member)　］［　of　］～

次の［　］内に適語をあてはめなさい。

(1)
彼は毎日，犬の世話をします。
He［　takes　］［　care　］［　of　］his dog every day.

(2)
あの赤い車を見なさい。
［　Look　］［　at　］the red car.

(3)
あなたは何を探しているのですか。
［　What　］are you［　looking　］［　for　］？

(4)
彼はサッカー部の一員です。
He is［　a　］［　member　］［　of　］the soccer club.

(5)
私たちは放課後サッカーをします。We play soccer［　after　］［　school　］.

6．次の英文を完成しなさい。

(1)
木の下に2匹の犬がいます。｛ two / there / under / are / the / tree / dogs ｝


［　　　There are two dogs under the tree.　　　
］

(2)
壁に2枚の写真があります。｛ on / there / the / wall / two / are / pictures ｝


［　　　There are two pictures on the wall.　　　
］


注）壁にかけてある状態は前置詞［　on　  ］を使います。

7．　　部分を問う疑問文をつくりなさい。


There are two cats under the table.


［　　　How many cats are there under the table ?　　　
］

8．次の英文を完成しなさい。

(1)
その壁には何枚の絵がかかっていますか。


［　How　］［　many　］pictures［　are　］［　there　］［　on　］the wall ?

(2)
木の下には何人の人々がいますか。


［　How　］［　many　］［　people　］［　are　］［　there　］［　under　］the tree ?

【一般動詞】

過去形「～であった，～した」と表すときに一般動詞は過去形にします。2つのパターンがあります。

①　be動詞の過去形は　is , amが［　was　］になり，areが［　were　］になります。


　規則変化動詞の場合，-edまたは -dをつける

help 手伝う → 過去形［　helped　］
watch 見る → 過去形［　watched　］

clean 掃除する → 過去形［　cleaned　］

注）子音＋yの場合，yを［　i　］にかえて＋-edをつける。

　　study → 過去形［　studied　］

1．
次の（　）の単語を正しい形にかえなさい。

1）
He ( is ) in Tokyo EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イエスタデイ・昨日),yesterday).　
彼は昨日，東京にいました。


［　was　
］

2）
You ( are ) in America EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ラスト),last) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イヤー・去年),year).
あなたは去年，アメリカにいました。


［　were　
］

3）
He ( helps ) his mother yesterday.　
彼は昨日，彼のお母さんを手伝いました。


［　helped　
］

4）
She ( cleans ) her room EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ラスト・先週の),last) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(サンデー・日曜),Sunday).　彼女は先週の日曜日に部屋を掃除しました。


［　cleaned　
］

5）
He ( studies ) English yesterday.
彼は昨日，英語を勉強しました。


［　studied　
］

2．不規則変化動詞を覚えましょう。

	くる
	come →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ケイム),came)　］
	書く
	write →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ロウト),wrote)　］

	行く
	go →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウエント),went)　］
	読む
	read →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(レッド),read)　］

	去る
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(リーブ),leave) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(レフト),left)　］
	見る
	see →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ソー),saw)　］

	与える
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ギブ),give) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ゲイブ),gave)　］
	知る
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ノウ),know) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ニュー),knew)　］

	買う
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(バイ),buy) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ボート),bought)　］
	連れテイク

持つテイク
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(テイク),take) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(トゥック),took)　］


3．次の英文を完成しなさい。

(1)
彼のおじさんが彼に辞書を与えました。
His uncle［　gave　］him a［　dictionary　］.

(2)
彼女はきのう，手紙をかきました。
She［　wrote　］a letter yesterday.

(3)
私はきのう，公園に行きました。
I［　went　］to the park yesterday.

(4)
私はその本をきのう買いました。
I［　bought　］the book［　yesterday　］.

(5)
私はきのう彼を動物園に連れていきました。I［　took　］him to the EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ズー　動物園),zoo)［　yesterday　］.

4．過去を表すことばを覚えましょう。

	きのう
	［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イエスタデイ),yesterday)　］
	先週
	［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(先の),last)　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(週),week)　］

	きのうの晩
	［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ラスト),last)　］［　night　］
	先月
	［　last　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マンス・月),month)　］

	去年
	［　last　］［　year　］
	2日前
	two［　days　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(アゴウ),ago)　］

	2年前
	two［　years　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(～前に),ago)　］
	先週の日曜
	［　last　］［　Sunday　］


【助動詞】

動詞を補助して意味を付け加えるものを助動詞といいます。助動詞には次のようなものがあります。
～ができる［　can　］，
～してよい［　may　］
～するつもり［　will　］

～しなければならない［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マスト),must)　］
～すべき［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シュッド),should)　］

1．
次の［　］に助動詞をあてはめなさい。

(1)
彼はサッカーができる。
He［　can　］play soccer.

(2)
彼はサッカーをしてもよい。
He［　may　］play soccer.

(3)
彼は宿題をしなければならない。
He［　must　］do his homework.

(4)
私達は来週日曜日にサッカーをするつもりです。We［　will　］［　play　］soccer next Sunday.

2．
助動詞のあとは，動詞の［　原形　］にします。


次の英文を完成しなさい。

(1)
You［　should　］be［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(カインド・親切な),kind)　］to old people. あなたは老人に親切にすべきです。


is , am , areの原形

(2)
I［　will　］［　be　］a soccer player. 私はサッカー選手になるつもりです。


is , am , areの原形

(3)
I［　will　］［　play　］soccer in the park next week.私は公園で来週サッカーをするつもりだ。

動詞の原形

3. 次の英文を完成しなさい。

(1)
あなたは老人に親切にすべきです。
You［　should　］［　be　］［　kind　］to old people.

(2)
私は来年アメリカを訪れるつもりです。I［　will　］［　visit　］America next year.

(3)
あなたはこのペンを使ってもよい。
You［　may　］［　use　］this pen.

2．不規則変化動詞を覚えましょう。

	くる
	come →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ケイム),came)　］
	書く
	write →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ロウト),wrote)　］

	行く
	go →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウエント),went)　］
	読む
	read →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(レッド),read)　］

	去る
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(リーブ),leave) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(レフト),left)　］
	見る
	see →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ソー),saw)　］

	与える
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ギブ),give) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ゲイブ),gave)　］
	知る
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ノウ),know) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ニュー),knew)　］

	買う
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(バイ),buy) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ボート),bought)　］
	連れテイク

持つテイク
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(テイク),take) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(トゥック),took)　］


3．次の英文を完成しなさい。

(1)
彼のおじさんが彼に辞書を与えました。
His uncle［　gave　］him a［　dictionary　］.

(2)
彼女はきのう，手紙をかきました。
She［　wrote　］a letter yesterday.

(3)
私はきのう，公園に行きました。
I［　went　］to the park yesterday.

(4)
私はその本をきのう買いました。
I［　bought　］the book［　yesterday　］.

(5)
私はきのう彼を動物園に連れていきました。I［　took　］him to the EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ズー　動物園),zoo)［　yesterday　］.

4．過去を表すことばを覚えましょう。

	きのう
	［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イエスタデイ),yesterday)　］
	先週
	［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(先の),last)　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(週),week)　］

	きのうの晩
	［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ラスト),last)　］［　night　］
	先月
	［　last　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マンス・月),month)　］

	去年
	［　last　］［　year　］
	2日前
	two［　days　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(アゴウ),ago)　］

	2年前
	two［　years　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(～前に),ago)　］
	先週の日曜
	［　last　］［　Sunday　］


【助動詞】

動詞を補助して意味を付け加えるものを助動詞といいます。助動詞には次のようなものがあります。
～ができる［　can　］，
～してよい［　may　］
～するつもり［　will　］

～しなければならない［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マスト),must)　］
～すべき［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シュッド),should)　］

1．
次の［　］に助動詞をあてはめなさい。

(1)
彼はサッカーができる。
He［　can　
］play soccer.

(2)
彼はサッカーをしてもよい。
He［　may　
］play soccer.

(3)
彼は宿題をしなければならない。
He［　must　
］do his homework.

(4)
私達は来週日曜日にサッカーをするつもりです。We［　will　］［　play　］soccer next Sunday.

2．
助動詞のあとは，動詞の［　原形　］にします。


次の英文を完成しなさい。

(1)
You［　should　］be［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(カインド・親切な),kind)　］to old people. あなたは老人に親切にすべきです。


is , am , areの原形

(2)
I［　will　］［　be　］a soccer player. 私はサッカー選手になるつもりです。


is , am , areの原形

(3)
I［　will　］［　play　］soccer in the park next week.私は公園で来週サッカーをするつもりだ。

動詞の原形

3. 次の英文を完成しなさい。

(1)
あなたは老人に親切にすべきです。
You［　should　］［　be　］［　kind　］to old people.

(2)
私は来年アメリカを訪れるつもりです。I［　will　］［　visit　］America next year.

(3)
あなたはこのペンを使ってもよい。
You［　may　］［　use　］this pen.

4. 未来を表すことばを覚えましょう

	来年
	［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ネクスト　次の),next)　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(年),year)　］
	来月
	［　next　］［　month　］

	来週
	［　next　］［　week　］
	今度の日曜
	［　next　］［　Sunday　］

	※今日の朝
	［　this　］［　morning　］
	※今日の午後
	［　this　］［　afternoon　］

	※今年
	［　this　］［　year　］
	※今週末
	［　this　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウィーケンド),weekend)　］


　　　　　　　　※ 過去の時制で使うときがある。

【比較】

as＋［　形容　］詞・副詞＋as～で「～と同じくらい…」の意味を表わします。

He is tall.  彼は高い。　　接続詞なので，後ろは主語の形がきます。
He is as［　tall　］［　as　］ eq \o\ac(○,I).   訳［　彼は私と同じくらいの背たけです。　］
　　　　副詞「～と同じくらい」

1．次の英文を訳しなさい。

(1)
He is  eq \o\ac(○,as) young  eq \o\ac(○,as) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps16 \o(\s\up 9(主格),I).
［　彼は私と同じくらい若いです。　］

(2)
He is  eq \o\ac(○,as) old  eq \o\ac(○,as) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps16 \o(\s\up 9(主格),you).
［　彼はあなたと同じくらいの年です。　］

(3)
He is  eq \o\ac(○,as) tall  eq \o\ac(○,as) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps16 \o(\s\up 9(主格),she).
［　彼は彼女と同じ背丈だ。　］

2. 次の英文を完成しなさい。

(1)
私は彼と同じくらいの背丈です。
I am［　as　］［　tall　］［　as　］［　he　］.

(2)
彼は彼女と同じ年です。
He is［　as　］［　old　］［　as　］［　she　］.

【不定詞】

不定詞とは「to＋原形動詞」をいいます。訳し方には次の3通りがあります。

・名詞的用法　
～［　すること　］

・形容詞的用法　～［　するための　］，～［　すべき　］

・副詞的用法　
～［　するために　］，※～して…

名詞的用法

I like soccer.
私はサッカーが好きです。

I like［　to　］［　play　］soccer.
私はサッカーをすることが好きです。

名詞と同じ働きをする

形容詞的用法

　I want something.
私は何かが欲しい。

　I want something［　to　］［　eat　］.
私は食べるための何かが欲しい。

名詞をEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(かざ),飾)る

副詞的用法

　I went to the park.
私はその公園に行きました。

　I went to the park［　to　］［　play　］soccer.
私はサッカーをするために公園に行きました。

動詞をEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(かざ),飾)る

1. 次の英文を完成しなさい。

(1)
<不定詞の名詞的用法> 私はサッカーをすることが好きです。


I［　like　］［　to　］［　play　］soccer.

(2)
<不定詞の形容詞的用法> 私は何か飲むためのもの（飲み物）がほしい


I［　want　］［　something　］to［　drink　］.

(3)
<不定詞の副詞的用法> 彼は写真をとるためにその公園へ行った。


He went to the park［　to　］［　take　］pictures.

4. 未来を表すことばを覚えましょう

	来年
	［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ネクスト　次の),next)　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(年),year)　］
	来月
	［　next　］［　month　］

	来週
	［　next　］［　week　］
	今度の日曜
	［　next　］［　Sunday　］

	※今日の朝
	［　this　］［　morning　］
	※今日の午後
	［　this　］［　afternoon　］

	※今年
	［　this　］［　year　］
	※今週末
	［　this　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウィーケンド),weekend)　］


　　　　　　　　※ 過去の時制で使うときがある。

【比較】

as＋［　形容　］詞・副詞＋as～で「～と同じくらい…」の意味を表わします。

He is tall.  彼は高い。　　接続詞なので，後ろは主語の形がきます。
He is as［　tall　］［　as　］ eq \o\ac(○,I).   訳［　彼は私と同じくらいの背たけです。　
］
　　　　副詞「～と同じくらい」

1．次の英文を訳しなさい。

(1)
He is  eq \o\ac(○,as) young  eq \o\ac(○,as) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps16 \o(\s\up 9(主格),I).
［　彼は私と同じくらい若いです。　
］

(2)
He is  eq \o\ac(○,as) old  eq \o\ac(○,as) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps16 \o(\s\up 9(主格),you).
［　彼はあなたと同じくらいの年です。　
］

(3)
He is  eq \o\ac(○,as) tall  eq \o\ac(○,as) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps16 \o(\s\up 9(主格),she).
［　彼は彼女と同じ背丈だ。　
］

2. 次の英文を完成しなさい。

(1)
私は彼と同じくらいの背丈です。
I am［　as　］［　tall　］［　as　］［　he　］.

(2)
彼は彼女と同じ年です。
He is［　as　］［　old　］［　as　］［　she　］.

【不定詞】

不定詞とは「to＋原形動詞」をいいます。訳し方には次の3通りがあります。

・名詞的用法　
～［　すること　］

・形容詞的用法　～［　するための　］，～［　すべき　］

・副詞的用法　
～［　するために　］，※～して…

名詞的用法

I like soccer.
私はサッカーが好きです。

I like［　to　］［　play　］soccer.
私はサッカーをすることが好きです。

名詞と同じ働きをする

形容詞的用法

　I want something.
私は何かが欲しい。

　I want something［　to　］［　eat　］.
私は食べるための何かが欲しい。

名詞をEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(かざ),飾)る

副詞的用法

　I went to the park.
私はその公園に行きました。

　I went to the park［　to　］［　play　］soccer.
私はサッカーをするために公園に行きました。

動詞をEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(かざ),飾)る

1. 次の英文を完成しなさい。

(1)
<不定詞の名詞的用法> 私はサッカーをすることが好きです。


I［　like　］［　to　］［　play　］soccer.

(2)
<不定詞の形容詞的用法> 私は何か飲むためのもの（飲み物）がほしい


I［　want　］［　something　］to［　drink　］.

(3)
<不定詞の副詞的用法> 彼は写真をとるためにその公園へ行った。


He went to the park［　to　］［　take　］pictures.

英文法　基本　10回目　
氏名［　　　　　　　　　　］
【be動詞】

(1)
［　］にあてはめよ。


Are these your books ?
これらはあなたの本ですか。
Yes,［　    ］［　　　］.


Is this your bag ?
これはあなたのカバンですか。
No,［　　　］［　　　］.

(2)
次の複数形を答えよ。


EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チャイルド),child) →［　children　］
man →［　men　］


EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(女の人),woman) →［　women　］
EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ナイフ),knife) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ナイブズ),knives)　］

【疑問詞】

　何時に [  what   ] [  time   ]　　　誰が [  who   ]      　　　誰の [  whose   ]

　何歳　 [  how   ] [  old   ]
いくら［　How　］［　much　］

1．正しい英文を書きなさい。

(1)
あなたは何歳ですか。
［　　　How old are you ?　　　］

(2)
彼はどこの出身ですか。
［　　　Where is he from ?　　　］

(3)
あの少年はだれですか。
［　　　Who is that boy ?　　　］

(4)
これはいくらですか。
［　　　How much is this ?　　　］

2．次の日本文にある英文を完成しなさい。

(1)
今，何時ですか。
［　What　］［　time　］［　is　］［　it　］now ?

(2)
今日は何曜日ですか。
［　What　］［　day　］［　is　］［　today　］？ 


水曜日です。
［　It’s　］［　Wednesday　　］.

(3)
今日は何月何日ですか。
［　What’s　］［　the　］［　date　］［　today　］？ 


12月25日です。
［　It’s　］［　December　］25.
【単語】

	
	
	
	主格
	所有格
	目的格
	所有代名詞
	
	
	
	主格
	所有格
	目的格
	所有代名詞

	
	
	
	は，が
	の
	を，に
	～のもの
	
	
	
	は，が
	の
	を，に
	～のもの

	単語
	1人称
	私は
	I
	my
	me
	mine
	複　数
	1人称
	私達は
	we
	our
	us
	ours

	
	2人称
	あなたは
	you
	your
	you
	yours
	
	2人称
	あなた達は
	you
	your
	you
	yours

	
	3人称
	彼は
	he
	his
	him
	his
	
	3人称
	彼らは
	they
	their
	them
	theirs

	
	3人称
	彼女は
	she
	her
	her
	hers
	
	3人称
	彼女らは
	they
	their
	them
	theirs

	
	3人称
	それは
	it
	its
	it
	
	
	3人称
	それらは
	they
	their
	them
	theirs


たいてい［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ユージョアリィ),usually)　］
しばしば［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オーフン),often)　］
～といっしょに［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウィズ),with)　］

いつも［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オールウェイズ),always)　］
ときどき［　sometimes　］
～のために［　for　］

※頻度を表す副詞usually alwaysなどはbe動詞の｛ 前・後 ｝，一般動詞の｛ 前・後 ｝におく。

　He usually plays soccer in this park.　注）三単現のsを忘れないこと！

　　　訳［　彼はたいていこの公園でサッカーをします。　］

　He is always EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(カインド　親切),kind) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(～に),to) me.

　　　訳［　彼はいつも私に親切です。　］

　She often plays tennis with EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(目的格),me).　　前置詞のあとの代名詞は3番目の目的格にします
　　　訳［　彼女はしばしば私とテニスをします　］

　He helps his mother after school.

　　　訳［　彼は彼のお母さんを放課後手伝います　］

　She makes a cake for EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(目的格),him).　　　　前置詞のあとの代名詞は目的格

　　　訳［　彼女は彼のためにケーキをつくります　］

英文法　基本　10回目　
氏名［　　　　　　　　　　］
【be動詞】

(1)
［　］にあてはめよ。


Are these your books ?
これらはあなたの本ですか。
Yes,［　    ］［　　　］.


Is this your bag ?
これはあなたのカバンですか。
No,［　　　］［　　　］.

(2)
次の複数形を答えよ。


EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チャイルド),child) →［　children　］
man →［　men　　］


EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(女の人),woman) →［　women　］
EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ナイフ),knife) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ナイブズ),knives)　］

【疑問詞】

　何時に [  what   ] [  time   ]　　　誰が [  who   ]      　　　誰の [  whose   ]

　何歳　 [  how   ] [  old   ]
いくら［　How　］［　much　］

1．正しい英文を書きなさい。

(1)
あなたは何歳ですか。
［　　　How old are you ?　　　
］

(2)
彼はどこの出身ですか。
［　　　Where is he from ?　　　
］

(3)
あの少年はだれですか。
［　　　Who is that boy ?　　　
］

(4)
これはいくらですか。
［　　　How much is this ?　　　
］

2．次の日本文にある英文を完成しなさい。

(1)
今，何時ですか。
［　What　］［　time　］［　is　］［　it　］now ?

(2)
今日は何曜日ですか。
［　What　］［　day　］［　is　］［　today　］？ 


水曜日です。
［　It’s　］［　Wednesday　　］.

(3)
今日は何月何日ですか。
［　What’s　］［　the　］［　date　］［　today　］？ 


12月25日です。
［　It’s　］［　December　］25.
【単語】

	
	
	
	主格
	所有格
	目的格
	所有代名詞
	
	
	
	主格
	所有格
	目的格
	所有代名詞

	
	
	
	は，が
	の
	を，に
	～のもの
	
	
	
	は，が
	の
	を，に
	～のもの

	単語
	1人称
	私は
	I
	my
	me
	mine
	複　数
	1人称
	私達は
	we
	our
	us
	ours

	
	2人称
	あなたは
	you
	your
	you
	yours
	
	2人称
	あなた達は
	you
	your
	you
	yours

	
	3人称
	彼は
	he
	his
	him
	his
	
	3人称
	彼らは
	they
	their
	them
	theirs

	
	3人称
	彼女は
	she
	her
	her
	hers
	
	3人称
	彼女らは
	they
	their
	them
	theirs

	
	3人称
	それは
	it
	its
	it
	
	
	3人称
	それらは
	they
	their
	them
	theirs


たいてい［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ユージョアリィ),usually)　］
しばしば［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オーフン),often)　］
～といっしょに［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウィズ),with)　］

いつも［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オールウェイズ),always)　］
ときどき［　sometimes　］
～のために［　for　］

※頻度を表す副詞usually alwaysなどはbe動詞の｛ 前・後 ｝，一般動詞の｛ 前・後 ｝におく。

　He usually plays soccer in this park.　注）三単現のsを忘れないこと！

　　　訳［　彼はたいていこの公園でサッカーをします。　
］

　He is always EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(カインド　親切),kind) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(～に),to) me.

　　　訳［　彼はいつも私に親切です。　
］

　She often plays tennis with EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(目的格),me).　　前置詞のあとの代名詞は3番目の目的格にします
　　　訳［　彼女はしばしば私とテニスをします　
］

　He helps his mother after school.

　　　訳［　彼は彼のお母さんを放課後手伝います　
］

　She makes a cake for EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(目的格),him).　　　　前置詞のあとの代名詞は目的格

　　　訳［　彼女は彼のためにケーキをつくります　
］

【連語】

さがす [  look   ] [  for   ]
じっと見る [  look   ] [  at   ]

世話をする [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(テイク),take)   ] [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ケア),care)   ] [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オブ),of)   ]
放課後 [   after   ] [   school   ]

～が得意である be［　good　］［　at　］～
～の一員 a［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(メンバー),member)　］［　of　］～

1．次の［　］内に適語をあてはめなさい。

(1)
彼は毎日，犬の世話をします。
He［　takes　］［　care　］［　of　］his dog every day.

(2)
あの赤い車を見なさい。
［　Look　］［　at　］the red car.

(3)
あなたは何を探しているのですか。
［　What　］are you［　looking　］［　for　］？

(4)
彼はサッカー部の一員です。
He is［　a　］［　member　］［　of　］the soccer club.

(5)
私たちは放課後サッカーをします。We play soccer［　after　］［　school　］.

2．次の英文を完成しなさい。

(1)
木の下に2匹の犬がいます。


［　　　There are two dogs under the tree.　　　］

(2)
壁に2枚の写真があります。


［　　　There are two pictures on the wall.　　　］


注）壁にかけてある状態は前置詞［　on　］を使います。

3. 　　部分を問う疑問文をつくりなさい。


There are two cats under the table.


［　　　How many cats are there under the table ?　　　］

4．次の英文を完成しなさい。

(1)
その壁には何枚の絵がかかっていますか。


［　How　］［　many　］pictures［　are　］［　there　］［　on　］the wall ?

(2)
木の下には何人の人々がいますか。


［　How　］［　many　］［　people　］［　are　］［　there　］［　under　］the tree ?

【一般動詞】

過去形「～であった，～した」と表すときに一般動詞は過去形にします。2つのパターンがあります。

①　be動詞の過去形は　is , amが［　was　］になり，areが［　were　］になります。


1. 次の英文を完成しなさい。

(1)
彼は2日前，東京にいました。

He［　was　］［　in　］Tokyo two［　days　］［　ago　］.

(2)
あなたは去年，アメリカにいました。


You［　were　］［　in　］America［　last　］［　year　］.

(3)
彼女は先週の日曜日に部屋を掃除しました。


She［　cleaned　］her room［　last　］［　Sunday　］.

(4)
彼は昨晩，英語を勉強しました。


He［　studied　］English［　last　］［　night　］.

2．不規則変化動詞を覚えましょう。

	くる
	come →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ケイム),came)　］
	書く
	write →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ロウト),wrote)　］

	行く
	go →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウエント),went)　］
	読む
	read →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(レッド),read)　］

	去る
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(リーブ),leave) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(レフト),left)　］
	見る
	see →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ソー),saw)　］

	与える
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ギブ),give) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ゲイブ),gave)　］
	知る
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ノウ),know) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ニュー),knew)　］

	買う
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(バイ),buy) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ボート),bought)　］
	連れテイク

持つテイク
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(テイク),take) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(トゥック),took)　］


【連語】

さがす [  look   ] [  for   ]
じっと見る [  look   ] [  at   ]

世話をする [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(テイク),take)   ] [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ケア),care)   ] [  EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オブ),of)   ]
放課後 [   after   ] [   school   ]

～が得意である be［　good　］［　at　］～
～の一員 a［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(メンバー),member)　］［　of　］～

1．次の［　］内に適語をあてはめなさい。

(1)
彼は毎日，犬の世話をします。
He［　takes　］［　care　］［　of　］his dog every day.

(2)
あの赤い車を見なさい。
［　Look　］［　at　］the red car.

(3)
あなたは何を探しているのですか。
［　What　］are you［　looking　］［　for　］？

(4)
彼はサッカー部の一員です。
He is［　a　］［　member　］［　of　］the soccer club.

(5)
私たちは放課後サッカーをします。We play soccer［　after　］［　school　］.

2．次の英文を完成しなさい。

(1)
木の下に2匹の犬がいます。


［　　　There are two dogs under the tree.　　　
］

(2)
壁に2枚の写真があります。


［　　　There are two pictures on the wall.　　　
］


注）壁にかけてある状態は前置詞［　on　］を使います。

3. 　　部分を問う疑問文をつくりなさい。


There are two cats under the table.


［　　　How many cats are there under the table ?　　　
］

4．次の英文を完成しなさい。

(1)
その壁には何枚の絵がかかっていますか。


［　How　］［　many　］pictures［　are　］［　there　］［　on　］the wall ?

(2)
木の下には何人の人々がいますか。


［　How　］［　many　］［　people　］［　are　］［　there　］［　under　］the tree ?

【一般動詞】

過去形「～であった，～した」と表すときに一般動詞は過去形にします。2つのパターンがあります。

①　be動詞の過去形は　is , amが［　was　］になり，areが［　were　］になります。


1. 次の英文を完成しなさい。

(1)
彼は2日前，東京にいました。

He［　was　］［　in　］Tokyo two［　days　］［　ago　］.

(2)
あなたは去年，アメリカにいました。


You［　were　］［　in　］America［　last　］［　year　］.

(3)
彼女は先週の日曜日に部屋を掃除しました。


She［　cleaned　］her room［　last　］［　Sunday　］.

(4)
彼は昨晩，英語を勉強しました。


He［　studied　］English［　last　］［　night　］.

2．不規則変化動詞を覚えましょう。

	くる
	come →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ケイム),came)　］
	書く
	write →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ロウト),wrote)　］

	行く
	go →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウエント),went)　］
	読む
	read →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(レッド),read)　］

	去る
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(リーブ),leave) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(レフト),left)　］
	見る
	see →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ソー),saw)　］

	与える
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ギブ),give) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ゲイブ),gave)　］
	知る
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ノウ),know) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ニュー),knew)　］

	買う
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(バイ),buy) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ボート),bought)　］
	連れテイク

持つテイク
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(テイク),take) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(トゥック),took)　］


3．次の英文を完成しなさい。

(1)
彼のおじさんが彼に辞書を与えました。
His uncle［　gave　］him a［　dictionary　］.

(2)
彼女はきのう，手紙をかきました。
She［　wrote　］a letter yesterday.

(3)
私はきのう，公園に行きました。
I［　went　］to the park yesterday.

(4)
私はその本をきのう買いました。
I［　bought　］the book［　yesterday　］.

(5)
私はきのう彼を動物園に連れていきました。I［　took　］him to the EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ズー　動物園),zoo)［　yesterday　］.

【助動詞】

動詞を補助して意味を付け加えるものを助動詞といいます。助動詞には次のようなものがあります。
～ができる［　can　］，
～してよい［　may　］
～するつもり［　will　］

～しなければならない［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マスト),must)　］
～すべき［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シュッド),should)　］

1．
次の［　］に助動詞をあてはめなさい。

(1)
彼はサッカーができる。
He［　can　］play soccer.

(2)
彼はサッカーをしてもよい。
He［　may　］play soccer.

(3)
彼は宿題をしなければならない。
He［　must　］do his homework.

(4)
私達は来週日曜日にサッカーをするつもりです。We［　will　］［　play　］soccer next Sunday.

2．
助動詞のあとは，動詞の［　原形　］にします。


次の英文を完成しなさい。

(1)
You［　should　］［　be　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(カインド・親切な),kind)　］to old people. あなたは老人に親切にすべきです。

3. 次の英文を完成しなさい。

(1)
あなたは老人に親切にすべきです。
You［　should　］［　be　］［　kind　］to old people.

(2)
私は来年アメリカを訪れるつもりです。I［　will　］［　visit　］America next year.

(3)
あなたはこのペンを使ってもよい。
You［　may　］［　use　］this pen.

4. 未来を表すことばを覚えましょう

	来年
	［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ネクスト　次の),next)　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(年),year)　］
	来月
	［　next　］［　month　］

	来週
	［　next　］［　week　］
	今度の日曜
	［　next　］［　Sunday　］

	※今日の朝
	［　this　］［　morning　］
	※今日の午後
	［　this　］［　afternoon　］

	※今年
	［　this　］［　year　］
	※今週末
	［　this　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウィーケンド),weekend)　］


　　　　　　　　※ 過去の時制で使うときがある。

【比較】

as＋［　形容　］詞・副詞＋as～で「～と同じくらい…」の意味を表わします。

He is tall.  彼は高い。　　接続詞なので，後ろは主語の形がきます。
He is as［　tall　］［　as　］ eq \o\ac(○,I).   訳［　彼は私と同じくらいの背たけです。　］
　　　　副詞「～と同じくらい」

1. 次の英文を完成しなさい。

(1)
私は彼と同じくらいの背丈です。
I am［　as　］［　tall　］［　as　］［　he　］.

(2)
彼は彼女と同じ年です。
He is［　as　］［　old　］［　as　］［　she　］.


3．次の英文を完成しなさい。

(1)
彼のおじさんが彼に辞書を与えました。
His uncle［　gave　］him a［　dictionary　］.

(2)
彼女はきのう，手紙をかきました。
She［　wrote　］a letter yesterday.

(3)
私はきのう，公園に行きました。
I［　went　］to the park yesterday.

(4)
私はその本をきのう買いました。
I［　bought　］the book［　yesterday　］.

(5)
私はきのう彼を動物園に連れていきました。I［　took　］him to the EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ズー　動物園),zoo)［　yesterday　］.

【助動詞】

動詞を補助して意味を付け加えるものを助動詞といいます。助動詞には次のようなものがあります。
～ができる［　can　］，
～してよい［　may　］
～するつもり［　will　］

～しなければならない［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マスト),must)　］
～すべき［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シュッド),should)　］

1．
次の［　］に助動詞をあてはめなさい。

(1)
彼はサッカーができる。
He［　can　］play soccer.

(2)
彼はサッカーをしてもよい。
He［　may　］play soccer.

(3)
彼は宿題をしなければならない。
He［　must　］do his homework.

(4)
私達は来週日曜日にサッカーをするつもりです。We［　will　］［　play　］soccer next Sunday.

2．
助動詞のあとは，動詞の［　原形　］にします。


次の英文を完成しなさい。

(1)
You［　should　］［　be　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(カインド・親切な),kind)　］to old people. あなたは老人に親切にすべきです。

3. 次の英文を完成しなさい。

(1)
あなたは老人に親切にすべきです。
You［　should　］［　be　］［　kind　］to old people.

(2)
私は来年アメリカを訪れるつもりです。I［　will　］［　visit　］America next year.

(3)
あなたはこのペンを使ってもよい。
You［　may　］［　use　］this pen.

4. 未来を表すことばを覚えましょう

	来年
	［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ネクスト　次の),next)　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(年),year)　］
	来月
	［　next　］［　month　］

	来週
	［　next　］［　week　］
	今度の日曜
	［　next　］［　Sunday　］

	※今日の朝
	［　this　］［　morning　］
	※今日の午後
	［　this　］［　afternoon　］

	※今年
	［　this　］［　year　］
	※今週末
	［　this　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウィーケンド),weekend)　］


　　　　　　　　※ 過去の時制で使うときがある。

【比較】

as＋［　形容　］詞・副詞＋as～で「～と同じくらい…」の意味を表わします。

He is tall.  彼は高い。　　接続詞なので，後ろは主語の形がきます。
He is as［　tall　］［　as　］ eq \o\ac(○,I).   訳［　彼は私と同じくらいの背たけです。　
］
　　　　副詞「～と同じくらい」

1. 次の英文を完成しなさい。

(1)
私は彼と同じくらいの背丈です。
I am［　as　］［　tall　］［　as　］［　he　］.

(2)
彼は彼女と同じ年です。
He is［　as　］［　old　］［　as　］［　she　］.


【不定詞】

不定詞とは「to＋原形動詞」をいいます。訳し方には次の3通りがあります。

・名詞的用法　
～［　すること　］

・形容詞的用法　～［　するための　］，～［　すべき　］

・副詞的用法　
～［　するために　］，※～して…

名詞的用法

I like soccer.
私はサッカーが好きです。

I like［　to　］［　play　］soccer.
私はサッカーをすることが好きです。

名詞と同じ働きをする

形容詞的用法

　I want something.
私は何かが欲しい。

　I want something［　to　］［　eat　］.
私は食べるための何かが欲しい。

名詞をEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(かざ),飾)る

副詞的用法

　I went to the park.
私はその公園に行きました。

　I went to the park［　to　］［　play　］soccer.
私はサッカーをするために公園に行きました。

動詞をEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(かざ),飾)る

1. 次の英文を完成しなさい。

(1)
<不定詞の名詞的用法> 私はサッカーをすることが好きです。


I［　like　］［　to　］［　play　］soccer.

(2)
<不定詞の形容詞的用法> 私は何か飲むためのもの（飲み物）がほしい


I［　want　］［　something　］to［　drink　］.

(3)
<不定詞の副詞的用法> 彼は写真をとるためにその公園へ行った。


He went to the park［　to　］［　take　］pictures.

【不定詞】

不定詞とは「to＋原形動詞」をいいます。訳し方には次の3通りがあります。

・名詞的用法　
～［　すること　］

・形容詞的用法　～［　するための　］，～［　すべき　］

・副詞的用法　
～［　するために　］，※～して…

名詞的用法

I like soccer.
私はサッカーが好きです。

I like［　to　］［　play　］soccer.
私はサッカーをすることが好きです。

名詞と同じ働きをする

形容詞的用法

　I want something.
私は何かが欲しい。

　I want something［　to　］［　eat　］.
私は食べるための何かが欲しい。

名詞をEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(かざ),飾)る

副詞的用法

　I went to the park.
私はその公園に行きました。

　I went to the park［　to　］［　play　］soccer.
私はサッカーをするために公園に行きました。

動詞をEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(かざ),飾)る

1. 次の英文を完成しなさい。

(1)
<不定詞の名詞的用法> 私はサッカーをすることが好きです。


I［　like　］［　to　］［　play　］soccer.

(2)
<不定詞の形容詞的用法> 私は何か飲むためのもの（飲み物）がほしい


I［　want　］［　something　］to［　drink　］.

(3)
<不定詞の副詞的用法> 彼は写真をとるためにその公園へ行った。


He went to the park［　to　］［　take　］pictures.

英文法　基本　11回目　
氏名［　　　　　　　　　　］
【be動詞】

(1)
次の複数形を答えよ。


EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チャイルド),child) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(チルドレン),children)　］
EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マン),man) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(メン),men)　］
EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シティ),city) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シティズ),cities)　］


EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(女の人),woman) →［　women　］
EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ナイフ),knife) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ナイブズ),knives)　］
EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(カントリー),country) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(カントリーズ),countries)　］

【疑問詞】

1．正しい英文を書きなさい。

(1)
あなたは何歳ですか。
［　How old are you ?　］

(2)
彼はどこの出身ですか。
［　Where is he from ?　］

(3)
あの少年はだれですか。
［　Who is that boy ?　］

(4)
これはいくらですか。
［　How much is this ?　］

(5)
今，何時ですか。
［　What time is it　］now ?

(6)
今日は何曜日ですか。
［　What day is today？　］

水曜日です。
［　It’s Wednesday.　］

(7)
今日は何月何日ですか。
［　What’s the date today？　］

12月25日です。
［　It’s December　］25.
【単語】

	
	
	
	主格
	所有格
	目的格
	所有代名詞
	
	
	
	主格
	所有格
	目的格
	所有代名詞

	
	
	
	は，が
	の
	を，に
	～のもの
	
	
	
	は，が
	の
	を，に
	～のもの

	単語
	1人称
	私は
	I
	my
	me
	mine
	複　数
	1人称
	私達は
	we
	our
	us
	ours

	
	2人称
	あなたは
	you
	your
	you
	yours
	
	2人称
	あなた達は
	you
	your
	you
	yours

	
	3人称
	彼は
	he
	his
	him
	his
	
	3人称
	彼らは
	they
	their
	them
	theirs

	
	3人称
	彼女は
	she
	her
	her
	hers
	
	3人称
	彼女らは
	they
	their
	them
	theirs

	
	3人称
	それは
	it
	its
	it
	
	
	3人称
	それらは
	they
	their
	them
	theirs


たいてい［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ユージョアリィ),usually)　］
しばしば［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オーフン),often)　］
～といっしょに［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウィズ),with)　］

いつも［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オールウェイズ),always)　］
ときどき［　sometimes　］
～のために［　for　］

※頻度を表す副詞usually alwaysなどはbe動詞の｛ 前・後 ｝，一般動詞の｛ 前・後 ｝におく。

　He usually plays soccer in this park.　注）三単現のsを忘れないこと！

　　　訳［　彼はたいていこの公園でサッカーをします。　］

　He is always EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(カインド　親切),kind) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(～に),to) me.

　　　訳［　彼はいつも私に親切です。　］

　She often plays tennis with EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(目的格),me).　　前置詞のあとの代名詞は3番目の目的格にします
　　　訳［　彼女はしばしば私とテニスをします　］

　He helps his mother after school.

　　　訳［　彼は彼のお母さんを放課後手伝います　］

　She makes a cake for EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(目的格),him).　　　　前置詞のあとの代名詞は目的格

　　　訳［　彼女は彼のためにケーキをつくります　］


英文法　基本　11回目　
氏名［　　　　　　　　　　］
【be動詞】

(1)
次の複数形を答えよ。


EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チャイルド),child) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(チルドレン),children)　］
EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マン),man) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(メン),men)　　］
EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シティ),city) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シティズ),cities)　　］


EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(女の人),woman) →［　women　］
EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ナイフ),knife) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ナイブズ),knives)　］
EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(カントリー),country) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(カントリーズ),countries)　］

【疑問詞】

1．正しい英文を書きなさい。

(1)
あなたは何歳ですか。
［　How old are you ?　
］

(2)
彼はどこの出身ですか。
［　Where is he from ?　
］

(3)
あの少年はだれですか。
［　Who is that boy ?　
］

(4)
これはいくらですか。
［　How much is this ?　
］

(5)
今，何時ですか。
［　What time is it　
］now ?

(6)
今日は何曜日ですか。
［　What day is today？　
］

水曜日です。
［　It’s Wednesday.　
］

(7)
今日は何月何日ですか。
［　What’s the date today？　
］

12月25日です。
［　It’s December　
］25.
【単語】

	
	
	
	主格
	所有格
	目的格
	所有代名詞
	
	
	
	主格
	所有格
	目的格
	所有代名詞

	
	
	
	は，が
	の
	を，に
	～のもの
	
	
	
	は，が
	の
	を，に
	～のもの

	単語
	1人称
	私は
	I
	my
	me
	mine
	複　数
	1人称
	私達は
	we
	our
	us
	ours

	
	2人称
	あなたは
	you
	your
	you
	yours
	
	2人称
	あなた達は
	you
	your
	you
	yours

	
	3人称
	彼は
	he
	his
	him
	his
	
	3人称
	彼らは
	they
	their
	them
	theirs

	
	3人称
	彼女は
	she
	her
	her
	hers
	
	3人称
	彼女らは
	they
	their
	them
	theirs

	
	3人称
	それは
	it
	its
	it
	
	
	3人称
	それらは
	they
	their
	them
	theirs


たいてい［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ユージョアリィ),usually)　］
しばしば［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オーフン),often)　］
～といっしょに［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウィズ),with)　］

いつも［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オールウェイズ),always)　］
ときどき［　sometimes　］
～のために［　for　］

※頻度を表す副詞usually alwaysなどはbe動詞の｛ 前・後 ｝，一般動詞の｛ 前・後 ｝におく。

　He usually plays soccer in this park.　注）三単現のsを忘れないこと！

　　　訳［　彼はたいていこの公園でサッカーをします。　
］

　He is always EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(カインド　親切),kind) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(～に),to) me.

　　　訳［　彼はいつも私に親切です。　
］

　She often plays tennis with EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(目的格),me).　　前置詞のあとの代名詞は3番目の目的格にします
　　　訳［　彼女はしばしば私とテニスをします　
］

　He helps his mother after school.

　　　訳［　彼は彼のお母さんを放課後手伝います　
］

　She makes a cake for EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(目的格),him).　　　　前置詞のあとの代名詞は目的格

　　　訳［　彼女は彼のためにケーキをつくります　
］


1. 次の英文を完成せよ。

(1)
彼はときどき彼女とテニスをします。


He［　sometimes　］［　plays　］tennis［　with　］her.

(2)
彼女はしばしば彼のためにケーキをつくります。


She［　often　］［　makes　］cakes［　for　］him.

(3)
彼はいつも忙しい。


He［　is　］［　always　］busy.

◎ 一般動詞のあとの目的語となる代名詞は［　3　］番目の目的格にします。

　私の父は私を動物園に連れて行きます。

　My father takes［EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(3番目の目的格),me)］to the EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ズー),zoo).

2. 次の英文を完成せよ。

(1)
私は彼女の宿題を手伝います。


I help［　her　］with her homework.

(2)
彼は私にお話をします。


He tells［　me　］a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ストーリー　話),story).

【連語】

1．次の［　］内に適語をあてはめなさい。

(1)
彼は毎日，犬の世話をします。
He［　takes care of　］his dog every day.

(2)
あの赤い車を見なさい。
［　Look at　］the red car.

(3)
あなたは何を探しているのですか。
［　What　］are you［　looking for　］？

(4)
彼はサッカー部の一員です。
He is［　a member of　］the soccer club.

(5)
私たちは放課後サッカーをします。We play soccer［　after school　］.

2．次の英文を完成しなさい。

(1)
木の下に2匹の犬がいます。


［　There are two dogs under the tree.　］

(2)
壁に2枚の写真があります。


［　There are two pictures on the wall.　］


注）壁にかけてある状態は前置詞［　on　］を使います。

3. 　　部分を問う疑問文をつくりなさい。


There are two cats under the table.


［　How many cats are there under the table ?　］

4．次の英文を完成しなさい。

(1)
その壁には何枚の絵がかかっていますか。


［　How many pictures are there on the wall ?　］

 (2)
木の下には何人の人々がいますか。


［　How many people are there under the tree ?　］

【一般動詞】

過去形「～であった，～した」と表すときに一般動詞は過去形にします。2つのパターンがあります。

①　be動詞の過去形は　is , amが［　was　］になり，areが［　were　］になります。


1. 次の英文を完成しなさい。

(1)
彼は2日前，東京にいました。

He［　was　］［　in　］Tokyo two［　days　］［　ago　］.

(2)
あなたは去年，アメリカにいました。


You［　were　］［　in　］America［　last　］［　year　］.


1. 次の英文を完成せよ。

(1)
彼はときどき彼女とテニスをします。


He［　sometimes　］［　plays　］tennis［　with　］her.

(2)
彼女はしばしば彼のためにケーキをつくります。


She［　often　］［　makes　］cakes［　for　］him.

(3)
彼はいつも忙しい。


He［　is　］［　always　］busy.

◎ 一般動詞のあとの目的語となる代名詞は［　3　］番目の目的格にします。

　私の父は私を動物園に連れて行きます。

　My father takes［EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(3番目の目的格),me)］to the EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ズー),zoo).

2. 次の英文を完成せよ。

(1)
私は彼女の宿題を手伝います。


I help［　her　］with her homework.

(2)
彼は私にお話をします。


He tells［　me　］a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ストーリー　話),story).

【連語】

1．次の［　］内に適語をあてはめなさい。

(1)
彼は毎日，犬の世話をします。
He［　takes care of　
］his dog every day.

(2)
あの赤い車を見なさい。
［　Look at　
］the red car.

(3)
あなたは何を探しているのですか。
［　What　　　　］are you［　looking for　
］？

(4)
彼はサッカー部の一員です。
He is［　a member of　
］the soccer club.

(5)
私たちは放課後サッカーをします。We play soccer［　after school　
］.

2．次の英文を完成しなさい。

(1)
木の下に2匹の犬がいます。


［　There are two dogs under the tree.　
］

(2)
壁に2枚の写真があります。


［　There are two pictures on the wall.　
］


注）壁にかけてある状態は前置詞［　on　］を使います。

3. 　　部分を問う疑問文をつくりなさい。


There are two cats under the table.


［　How many cats are there under the table ?　
］

4．次の英文を完成しなさい。

(1)
その壁には何枚の絵がかかっていますか。


［　How many pictures are there on the wall ?　
］

 (2)
木の下には何人の人々がいますか。


［　How many people are there under the tree ?　
］

【一般動詞】

過去形「～であった，～した」と表すときに一般動詞は過去形にします。2つのパターンがあります。

①　be動詞の過去形は　is , amが［　was　］になり，areが［　were　］になります。


1. 次の英文を完成しなさい。

(1)
彼は2日前，東京にいました。

He［　was　］［　in　］Tokyo two［　days　］［　ago　］.

(2)
あなたは去年，アメリカにいました。


You［　were　］［　in　］America［　last　］［　year　］.


(3)
彼女は先週の日曜日に部屋を掃除しました。


She［　cleaned　］her room［　last　］［　Sunday　］.

(4)
彼は昨晩，英語を勉強しました。


He［　studied　］English［　last　］［　night　］.

2．不規則変化動詞を覚えましょう。

	くる
	come →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ケイム),came)　］
	書く
	write →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ロウト),wrote)　］

	行く
	go →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウエント),went)　］
	読む
	read →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(レッド),read)　］

	去る
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(リーブ),leave) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(レフト),left)　］
	見る
	see →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ソー),saw)　］

	与える
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ギブ),give) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ゲイブ),gave)　］
	知る
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ノウ),know) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ニュー),knew)　］

	買う
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(バイ),buy) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ボート),bought)　］
	連れテイク

持つテイク
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(テイク),take) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(トゥック),took)　］


3．次の英文を完成しなさい。

(1)
彼のおじさんが彼に辞書を与えました。
His uncle［　gave　］him a［　dictionary　］.

(2)
彼女はきのう，手紙をかきました。
She［　wrote　］a letter yesterday.

(3)
私はきのう，公園に行きました。
I［　went　］to the park yesterday.

(4)
私はその本をきのう買いました。
I［　bought　］the book［　yesterday　］.

(5)
私はきのう彼を動物園に連れていきました。I［　took　］him to the EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ズー　動物園),zoo)［　yesterday　］.

【助動詞】

動詞を補助して意味を付け加えるものを助動詞といいます。助動詞には次のようなものがあります。
～ができる［　can　］，
～してよい［　may　］
～するつもり［　will　］

～しなければならない［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マスト),must)　］
～すべき［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シュッド),should)　］

1．
次の［　］に助動詞をあてはめなさい。

(1)
彼はサッカーができる。
He［　can　］play soccer.

(2)
彼はサッカーをしてもよい。
He［　may　］play soccer.

(3)
彼は宿題をしなければならない。
He［　must　］do his homework.

(4)
私達は来週日曜日にサッカーをするつもりです。We［　will　］［　play　］soccer next Sunday.

助動詞のあとは，動詞の［　原形　］にします。

2. 次の英文を完成しなさい。

(1)
あなたは老人に親切にすべきです。
You［　should　］［　be　］［　kind　］to old people.

(2)
私は来年アメリカを訪れるつもりです。I［　will　］［　visit　］America next year.

(3)
あなたはこのペンを使ってもよい。
You［　may　］［　use　］this pen.

3. 未来を表すことばを覚えましょう

	来年
	［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ネクスト　次の),next)　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(年),year)　］
	来月
	［　next　］［　month　］

	来週
	［　next　］［　week　］
	今度の日曜
	［　next　］［　Sunday　］

	※今日の朝
	［　this　］［　morning　］
	※今日の午後
	［　this　］［　afternoon　］

	※今年
	［　this　］［　year　］
	※今週末
	［　this　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウィーケンド),weekend)　］


　　　　　　　　※ 過去の時制で使うときがある。

助動詞の書き換え


will ＝ be［　going　］［　to　］～


can ＝ be［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(エイブル),able)　］［　to　］～


must ＝［　have　］［　to　］～，［　has　］［　to　］～

(3)
彼女は先週の日曜日に部屋を掃除しました。


She［　cleaned　］her room［　last　］［　Sunday　］.

(4)
彼は昨晩，英語を勉強しました。


He［　studied　］English［　last　］［　night　］.

2．不規則変化動詞を覚えましょう。

	くる
	come →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ケイム),came)　］
	書く
	write →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ロウト),wrote)　］

	行く
	go →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウエント),went)　］
	読む
	read →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(レッド),read)　］

	去る
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(リーブ),leave) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(レフト),left)　］
	見る
	see →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ソー),saw)　］

	与える
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ギブ),give) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ゲイブ),gave)　］
	知る
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ノウ),know) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ニュー),knew)　］

	買う
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(バイ),buy) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ボート),bought)　］
	連れテイク

持つテイク
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(テイク),take) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(トゥック),took)　］


3．次の英文を完成しなさい。

(1)
彼のおじさんが彼に辞書を与えました。
His uncle［　gave　］him a［　dictionary　］.

(2)
彼女はきのう，手紙をかきました。
She［　wrote　］a letter yesterday.

(3)
私はきのう，公園に行きました。
I［　went　］to the park yesterday.

(4)
私はその本をきのう買いました。
I［　bought　］the book［　yesterday　］.

(5)
私はきのう彼を動物園に連れていきました。I［　took　］him to the EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ズー　動物園),zoo)［　yesterday　］.

【助動詞】

動詞を補助して意味を付け加えるものを助動詞といいます。助動詞には次のようなものがあります。
～ができる［　can　］，
～してよい［　may　］
～するつもり［　will　］

～しなければならない［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マスト),must)　］
～すべき［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シュッド),should)　］

1．
次の［　］に助動詞をあてはめなさい。

(1)
彼はサッカーができる。
He［　can　
］play soccer.

(2)
彼はサッカーをしてもよい。
He［　may　
］play soccer.

(3)
彼は宿題をしなければならない。
He［　must　
］do his homework.

(4)
私達は来週日曜日にサッカーをするつもりです。We［　will　］［　play　］soccer next Sunday.

助動詞のあとは，動詞の［　原形　］にします。

2. 次の英文を完成しなさい。

(1)
あなたは老人に親切にすべきです。
You［　should　］［　be　］［　kind　］to old people.

(2)
私は来年アメリカを訪れるつもりです。I［　will　］［　visit　］America next year.

(3)
あなたはこのペンを使ってもよい。
You［　may　］［　use　］this pen.

3. 未来を表すことばを覚えましょう

	来年
	［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ネクスト　次の),next)　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(年),year)　］
	来月
	［　next　］［　month　］

	来週
	［　next　］［　week　］
	今度の日曜
	［　next　］［　Sunday　］

	※今日の朝
	［　this　］［　morning　］
	※今日の午後
	［　this　］［　afternoon　］

	※今年
	［　this　］［　year　］
	※今週末
	［　this　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウィーケンド),weekend)　］


　　　　　　　　※ 過去の時制で使うときがある。

助動詞の書き換え


will ＝ be［　going　］［　to　］～


can ＝ be［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(エイブル),able)　］［　to　］～


must ＝［　have　］［　to　］～，［　has　］［　to　］～

4. 同じ意味の英文にしなさい。


　He will visit his uncle next week.


　He［　is　］［　going　］［　to　］visit his uncle next week.


　彼は来週，彼のおじさんのところを訪問するつもりです。


　He can ski very well.


　He［　is　］［　able　］［　to　］ski very well.


　彼はとても上手にスキーができます。


　You must be kind to old people.


　You［　have　］［　to　］kind to old people.


　あなたは老人に親切にすべきです。


　He must study hard.


　He［　has　］［　to　］study hard.

【比較】

as＋［　形容　］詞・副詞＋as～で「～と同じくらい…」の意味を表わします。

He is tall.  彼は高い。　　接続詞なので，後ろは主語の形がきます。
He is as［　tall　］［　as　］ eq \o\ac(○,I).   訳［　彼は私と同じくらいの背たけです。　］
　　　　副詞「～と同じくらい」

1. 次の英文を完成しなさい。

(1)
私は彼と同じくらいの背丈です。



I am［　as　］［　tall　］［　as　］［　he　］.

(2)
彼は彼女と同じ年です。



He is［　as　］［　old　］［　as　］［　she　］.

(3)
彼は私と同じくらいの背丈ではありません。（＝彼は私より背が低い）


He is［　not　］［　as　］［　tall　］［　as　］［　I　］.

【不定詞】

不定詞とは「to＋原形動詞」をいいます。訳し方には次の3通りがあります。

・名詞的用法　
～［　すること　］

・形容詞的用法　～［　するための　］，～［　すべき　］

・副詞的用法　
～［　するために　］，※～して…

名詞的用法

I like soccer.
私はサッカーが好きです。

I like［　to　］［　play　］soccer.
私はサッカーをすることが好きです。

名詞と同じ働きをする

形容詞的用法

　I want something.
私は何かが欲しい。

　I want something［　to　］［　eat　］.
私は食べるための何かが欲しい。

名詞を飾る

副詞的用法

　I went to the park.
私はその公園に行きました。

　I went to the park［　to　］［　play　］soccer.
私はサッカーをするために公園に行きました。

動詞を飾る

1. 次の英文を完成しなさい。

(1)
<不定詞の名詞的用法> 私はサッカーをすることが好きです。


I［　like　］［　to　］［　play　］soccer.

(2)
<不定詞の形容詞的用法> 私は何か飲むためのもの（飲み物）がほしい


I［　want　］［　something　］to［　drink　］.

(3)
<不定詞の副詞的用法> 彼は写真をとるためにその公園へ行った。


He went to the park［　to　］［　take　］pictures.
4. 同じ意味の英文にしなさい。


　He will visit his uncle next week.


　He［　is　］［　going　］［　to　］visit his uncle next week.


　彼は来週，彼のおじさんのところを訪問するつもりです。


　He can ski very well.


　He［　is　］［　able　］［　to　］ski very well.


　彼はとても上手にスキーができます。


　You must be kind to old people.


　You［　have　］［　to　］kind to old people.


　あなたは老人に親切にすべきです。


　He must study hard.


　He［　has　］［　to　］study hard.

【比較】

as＋［　形容　］詞・副詞＋as～で「～と同じくらい…」の意味を表わします。

He is tall.  彼は高い。　　接続詞なので，後ろは主語の形がきます。
He is as［　tall　］［　as　］ eq \o\ac(○,I).   訳［　彼は私と同じくらいの背たけです。　］
　　　　副詞「～と同じくらい」

1. 次の英文を完成しなさい。

(1)
私は彼と同じくらいの背丈です。



I am［　as　］［　tall　］［　as　］［　he　］.

(2)
彼は彼女と同じ年です。



He is［　as　］［　old　］［　as　］［　she　］.

(3)
彼は私と同じくらいの背丈ではありません。（＝彼は私より背が低い）


He is［　not　］［　as　］［　tall　］［　as　］［　I　］.

【不定詞】

不定詞とは「to＋原形動詞」をいいます。訳し方には次の3通りがあります。

・名詞的用法　
～［　すること　］

・形容詞的用法　～［　するための　］，～［　すべき　］

・副詞的用法　
～［　するために　］，※～して…

名詞的用法

I like soccer.
私はサッカーが好きです。

I like［　to　］［　play　］soccer.
私はサッカーをすることが好きです。

名詞と同じ働きをする

形容詞的用法

　I want something.
私は何かが欲しい。

　I want something［　to　］［　eat　］.
私は食べるための何かが欲しい。

名詞を飾る

副詞的用法

　I went to the park.
私はその公園に行きました。

　I went to the park［　to　］［　play　］soccer.
私はサッカーをするために公園に行きました。

動詞を飾る

1. 次の英文を完成しなさい。

(1)
<不定詞の名詞的用法> 私はサッカーをすることが好きです。


I［　like　］［　to　］［　play　］soccer.

(2)
<不定詞の形容詞的用法> 私は何か飲むためのもの（飲み物）がほしい


I［　want　］［　something　］to［　drink　］.

(3)
<不定詞の副詞的用法> 彼は写真をとるためにその公園へ行った。


He went to the park［　to　］［　take　］pictures.
2. 次の英文を完成しなさい。

(1)
私はテニス選手になりたい（＝なることがしたい<不定詞の名詞的用法>）


I［　want　］［　to　］［　be　］a tennis player.

(2)
私は医者になりたい。


I［　want　］［　to　］［　be　］a doctor.

(3)
私に何かあたたかい飲み物をください。


［　Give　］me［　something　］hot［　to　］［　drink　］.


注）somethingやanythingなど，～ingの名詞があるとき，


　　形容詞＋～thingではなく，「～thing＋［　形容詞　］」の語順になります。


2. 次の英文を完成しなさい。

(1)
私はテニス選手になりたい（＝なることがしたい<不定詞の名詞的用法>）


I［　want　］［　to　］［　be　］a tennis player.

(2)
私は医者になりたい。


I［　want　］［　to　］［　be　］a doctor.

(3)
私に何かあたたかい飲み物をください。


［　Give　］me［　something　］hot［　to　］［　drink　］.


注）somethingやanythingなど，～ingの名詞があるとき，


　　形容詞＋～thingではなく，「～thing＋［　形容詞　］」の語順になります。


英文法　基本　12回目　
氏名［　　　　　　　　　　］
【be動詞】

(1)
［　］にあてはめよ。


Are these your books ?
これらはあなたの本ですか。
Yes,［　    ］［　　　］.


Is this your bag ?
これはあなたのカバンですか。
No,［　　　］［　　　］.

(2)
次の複数形を答えよ。


EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チャイルド),child) →［　children　］
man →［　men　］


EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(女の人),woman) →［　women　］
EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ナイフ),knife) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ナイブズ),knives)　］

【疑問詞】

1．正しい英文を書きなさい。

(1)
あなたは何歳ですか。
［　How old are you ?　］

(2)
彼はどこの出身ですか。
［　Where is he from ?　］

(3)
あの少年はだれですか。
［　Who is that boy ?　］

(4)
これはいくらですか。
［　How much is this ?　］

(5)
今，何時ですか。
［　What time is it　］now ?

(6)
今日は何曜日ですか。
［　What day is today？　］

水曜日です。
［　It’s Wednesday.　］

(7)
今日は何月何日ですか。
［　What’s the date today？　］

12月25日です。
［　It’s December　］25.
【単語】

	
	
	
	主格
	所有格
	目的格
	所有代名詞
	
	
	
	主格
	所有格
	目的格
	所有代名詞

	
	
	
	は，が
	の
	を，に
	～のもの
	
	
	
	は，が
	の
	を，に
	～のもの

	単語
	1人称
	私は
	I
	my
	me
	mine
	複　数
	1人称
	私達は
	we
	our
	us
	ours

	
	2人称
	あなたは
	you
	your
	you
	yours
	
	2人称
	あなた達は
	you
	your
	you
	yours

	
	3人称
	彼は
	he
	his
	him
	his
	
	3人称
	彼らは
	they
	their
	them
	theirs

	
	3人称
	彼女は
	she
	her
	her
	hers
	
	3人称
	彼女らは
	they
	their
	them
	theirs

	
	3人称
	それは
	it
	its
	it
	
	
	3人称
	それらは
	they
	their
	them
	theirs


たいてい［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ユージョアリィ),usually)　］
しばしば［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オーフン),often)　］
～といっしょに［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウィズ),with)　］

いつも［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オールウェイズ),always)　］
ときどき［　sometimes　］
～のために［　for　］

※頻度を表す副詞usually alwaysなどはbe動詞の｛ 前・後 ｝，一般動詞の｛ 前・後 ｝におく。

　He usually plays soccer in this park.　注）三単現のsを忘れないこと！

　　　訳［　彼はたいていこの公園でサッカーをします。　］

　He is always EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(カインド　親切),kind) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(～に),to) me.

　　　訳［　彼はいつも私に親切です。　］

　She often plays tennis with EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(目的格),me).　　前置詞のあとの代名詞は3番目の目的格にします
　　　訳［　彼女はしばしば私とテニスをします　］

　He helps his mother after school.

　　　訳［　彼は彼のお母さんを放課後手伝います　］

　She makes a cake for EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(目的格),him).　　　　前置詞のあとの代名詞は目的格

　　　訳［　彼女は彼のためにケーキをつくります　］

1. 次の英文を完成せよ。

(1)
彼はときどき彼女とテニスをします。


He［　sometimes　］［　plays　］tennis［　with　］her.


英文法　基本　12回目　
氏名［　　　　　　　　　　］
【be動詞】

(1)
［　］にあてはめよ。


Are these your books ?
これらはあなたの本ですか。
Yes,［　    ］［　　　］.


Is this your bag ?
これはあなたのカバンですか。
No,［　　　］［　　　］.

(2)
次の複数形を答えよ。


EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(チャイルド),child) →［　children　
］
man →［　men　
］


EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(女の人),woman) →［　women　
］
EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ナイフ),knife) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ナイブズ),knives)　
］

【疑問詞】

1．正しい英文を書きなさい。

(1)
あなたは何歳ですか。
［　How old are you ?　
］

(2)
彼はどこの出身ですか。
［　Where is he from ?　
］

(3)
あの少年はだれですか。
［　Who is that boy ?　
］

(4)
これはいくらですか。
［　How much is this ?　
］

(5)
今，何時ですか。
［　What time is it　
］now ?

(6)
今日は何曜日ですか。
［　What day is today？　
］

水曜日です。
［　It’s Wednesday.　
］

(7)
今日は何月何日ですか。
［　What’s the date today？　
］

12月25日です。
［　It’s December　
］25.
【単語】

	
	
	
	主格
	所有格
	目的格
	所有代名詞
	
	
	
	主格
	所有格
	目的格
	所有代名詞

	
	
	
	は，が
	の
	を，に
	～のもの
	
	
	
	は，が
	の
	を，に
	～のもの

	単語
	1人称
	私は
	I
	my
	me
	mine
	複　数
	1人称
	私達は
	we
	our
	us
	ours

	
	2人称
	あなたは
	you
	your
	you
	yours
	
	2人称
	あなた達は
	you
	your
	you
	yours

	
	3人称
	彼は
	he
	his
	him
	his
	
	3人称
	彼らは
	they
	their
	them
	theirs

	
	3人称
	彼女は
	she
	her
	her
	hers
	
	3人称
	彼女らは
	they
	their
	them
	theirs

	
	3人称
	それは
	it
	its
	it
	
	
	3人称
	それらは
	they
	their
	them
	theirs


たいてい［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ユージョアリィ),usually)　］
しばしば［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オーフン),often)　］
～といっしょに［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウィズ),with)　］

いつも［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オールウェイズ),always)　］
ときどき［　sometimes　］
～のために［　for　］

※頻度を表す副詞usually alwaysなどはbe動詞の｛ 前・後 ｝，一般動詞の｛ 前・後 ｝におく。

　He usually plays soccer in this park.　注）三単現のsを忘れないこと！

　　　訳［　彼はたいていこの公園でサッカーをします。　
］

　He is always EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(カインド　親切),kind) EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(～に),to) me.

　　　訳［　彼はいつも私に親切です。　
］

　She often plays tennis with EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(目的格),me).　　前置詞のあとの代名詞は3番目の目的格にします
　　　訳［　彼女はしばしば私とテニスをします　
］

　He helps his mother after school.

　　　訳［　彼は彼のお母さんを放課後手伝います　
］

　She makes a cake for EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(目的格),him).　　　　前置詞のあとの代名詞は目的格

　　　訳［　彼女は彼のためにケーキをつくります　
］

1. 次の英文を完成せよ。

(1)
彼はときどき彼女とテニスをします。


He［　sometimes　］［　plays　］tennis［　with　］her.


(2)
彼女はしばしば彼のためにケーキをつくります。


She［　often　］［　makes　］cakes［　for　］him.

(3)
彼はいつも忙しい。


He［　is　］［　always　］busy.

◎ 一般動詞のあとの目的語となる代名詞は［　3　］番目の目的格にします。

　私の父は私を動物園に連れて行きます。

　My father takes［EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(3番目の目的格),me)］to the EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ズー),zoo).

2. 次の英文を完成せよ。

(1)
私は彼女の宿題を手伝います。


I help［　her　］with her homework.

(2)
彼は私にお話をします。


He tells［　me　］a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ストーリー　話),story).

【連語】

1．次の［　］内に適語をあてはめなさい。

(1)
彼は毎日，犬の世話をします。
He［　takes care of　］his dog every day.

(2)
あの赤い車を見なさい。
［　Look at　］the red car.

(3)
あなたは何を探しているのですか。
［　What　］are you［　looking for　］？

(4)
彼はサッカー部の一員です。
He is［　a member of　］the soccer club.

(5)
私たちは放課後サッカーをします。We play soccer［　after school　］.

2．次の英文を完成しなさい。

(1)
木の下に2匹の犬がいます。


［　There are two dogs under the tree.　］

(2)
壁に2枚の写真があります。


［　There are two pictures on the wall.　］


注）壁にかけてある状態は前置詞［　on　］を使います。

3. 　　部分を問う疑問文をつくりなさい。


There are two cats under the table.


［　How many cats are there under the table ?　］

4．次の英文を完成しなさい。

(1)
その壁には何枚の絵がかかっていますか。


［　How many pictures are there on the wall ?　］

 (2)
木の下には何人の人々がいますか。


［　How many people are there under the tree ?　］

【一般動詞】

過去形「～であった，～した」と表すときに一般動詞は過去形にします。2つのパターンがあります。

①　be動詞の過去形は　is , amが［　was　］になり，areが［　were　］になります。


1. 次の英文を完成しなさい。

(1)
彼は2日前，東京にいました。

［　He was in Tokyo two days ago.　］

(2)
あなたは去年，アメリカにいました。


［　You were in America last year.　］

(3)
彼女は先週の日曜日に部屋を掃除しました。


［　She cleaned her room last Sunday.　］

(4)
彼は昨晩，英語を勉強しました。


［　He studied English last night.　］

(2)
彼女はしばしば彼のためにケーキをつくります。


She［　often　］［　makes　］cakes［　for　］him.

(3)
彼はいつも忙しい。


He［　is　］［　always　］busy.

◎ 一般動詞のあとの目的語となる代名詞は［　3　］番目の目的格にします。

　私の父は私を動物園に連れて行きます。

　My father takes［EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(3番目の目的格),me)］to the EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ズー),zoo).

2. 次の英文を完成せよ。

(1)
私は彼女の宿題を手伝います。


I help［　her　］with her homework.

(2)
彼は私にお話をします。


He tells［　me　］a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ストーリー　話),story).

【連語】

1．次の［　］内に適語をあてはめなさい。

(1)
彼は毎日，犬の世話をします。
He［　takes care of　
］his dog every day.

(2)
あの赤い車を見なさい。
［　Look at　
］the red car.

(3)
あなたは何を探しているのですか。
［　What　　　　］are you［　looking for　　
］？

(4)
彼はサッカー部の一員です。
He is［　a member of　
］the soccer club.

(5)
私たちは放課後サッカーをします。We play soccer［　after school　
］.

2．次の英文を完成しなさい。

(1)
木の下に2匹の犬がいます。


［　There are two dogs under the tree.　
］

(2)
壁に2枚の写真があります。


［　There are two pictures on the wall.　
］


注）壁にかけてある状態は前置詞［　on　］を使います。

3. 　　部分を問う疑問文をつくりなさい。


There are two cats under the table.


［　How many cats are there under the table ?　
］

4．次の英文を完成しなさい。

(1)
その壁には何枚の絵がかかっていますか。


［　How many pictures are there on the wall ?　
］

 (2)
木の下には何人の人々がいますか。


［　How many people are there under the tree ?　
］

【一般動詞】

過去形「～であった，～した」と表すときに一般動詞は過去形にします。2つのパターンがあります。

①　be動詞の過去形は　is , amが［　was　］になり，areが［　were　］になります。


1. 次の英文を完成しなさい。

(1)
彼は2日前，東京にいました。

［　He was in Tokyo two days ago.　
］

(2)
あなたは去年，アメリカにいました。


［　You were in America last year.　
］

(3)
彼女は先週の日曜日に部屋を掃除しました。


［　She cleaned her room last Sunday.　
］

(4)
彼は昨晩，英語を勉強しました。


［　He studied English last night.　
］

2．不規則変化動詞を覚えましょう。

	くる
	come →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ケイム),came)　］
	書く
	write →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ロウト),wrote)　］

	行く
	go →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウエント),went)　］
	読む
	read →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(レッド),read)　］

	去る
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(リーブ),leave) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(レフト),left)　］
	見る
	see →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ソー),saw)　］

	与える
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ギブ),give) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ゲイブ),gave)　］
	知る
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ノウ),know) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ニュー),knew)　］

	買う
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(バイ),buy) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ボート),bought)　］
	連れテイク

持つテイク
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(テイク),take) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(トゥック),took)　］

	会う
	meet →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(メット),met)　］
	つかまえる
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(キャッチ),catch) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(コート),caught)　］


3．次の英文を完成しなさい。

(1)
彼のおじさんが彼に辞書を与えました。
His uncle［　gave　］him a［　dictionary　］.

(2)
彼女はきのう，手紙をかきました。
She［　wrote　］a letter yesterday.

(3)
私はきのう，公園に行きました。
I［　went　］to the park yesterday.

(4)
私はその本をきのう買いました。
I［　bought　］the book［　yesterday　］.

(5)
私はきのう彼を動物園に連れていきました。I［　took　］him to the EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ズー　動物園),zoo)［　yesterday　］.

(6)
彼はきのう大きな魚をつかまえました。
He［　caught　］a big fish yesterday.

【助動詞】

動詞を補助して意味を付け加えるものを助動詞といいます。助動詞には次のようなものがあります。
～ができる［　can　］，
～してよい［　may　］
～するつもり［　will　］

～しなければならない［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マスト),must)　］
～すべき［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シュッド),should)　］

1．
次の［　］に助動詞をあてはめなさい。

(1)
彼はサッカーができる。
He［　can　］play soccer.

(2)
彼はサッカーをしてもよい。
He［　may　］play soccer.

(3)
彼は宿題をしなければならない。
He［　must　］do his homework.

(4)
私達は来週日曜日にサッカーをするつもりです。We［　will　］［　play　］soccer next Sunday.

助動詞のあとは，動詞の［　原形　］にします。

2. 次の英文を完成しなさい。

(1)
あなたは老人に親切にすべきです。
You［　should　］［　be　］［　kind　］to old people.

(2)
私は来年アメリカを訪れるつもりです。I［　will　］［　visit　］America next year.

(3)
あなたはこのペンを使ってもよい。
You［　may　］［　use　］this pen.

3. 未来を表すことばを覚えましょう

	来年
	［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ネクスト　次の),next)　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(年),year)　］
	来月
	［　next　］［　month　］

	来週
	［　next　］［　week　］
	今度の日曜
	［　next　］［　Sunday　］

	※今日の朝
	［　this　］［　morning　］
	※今日の午後
	［　this　］［　afternoon　］

	※今年
	［　this　］［　year　］
	※今週末
	［　this　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウィーケンド),weekend)　］


　　　　　　　　※ 過去の時制で使うときがある。

助動詞の書き換え


will ＝ be［　going　］［　to　］～


can ＝ be［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(エイブル),able)　］［　to　］～


must ＝［　have　］［　to　］～，［　has　］［　to　］～


2．不規則変化動詞を覚えましょう。

	くる
	come →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ケイム),came)　
］
	書く
	write →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ロウト),wrote)　
］

	行く
	go →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウエント),went)　
］
	読む
	read →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(レッド),read)　
］

	去る
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(リーブ),leave) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(レフト),left)　
］
	見る
	see →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ソー),saw)　
］

	与える
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ギブ),give) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ゲイブ),gave)　
］
	知る
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ノウ),know) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ニュー),knew)　
］

	買う
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(バイ),buy) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ボート),bought)　
］
	連れテイク

持つテイク
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(テイク),take) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(トゥック),took)　
］

	会う
	meet →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(メット),met)　
］
	つかまえる
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(キャッチ),catch) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(コート),caught)　
］


3．次の英文を完成しなさい。

(1)
彼のおじさんが彼に辞書を与えました。
His uncle［　gave　］him a［　dictionary　］.

(2)
彼女はきのう，手紙をかきました。
She［　wrote　］a letter yesterday.

(3)
私はきのう，公園に行きました。
I［　went　］to the park yesterday.

(4)
私はその本をきのう買いました。
I［　bought　］the book［　yesterday　］.

(5)
私はきのう彼を動物園に連れていきました。I［　took　］him to the EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ズー　動物園),zoo)［　yesterday　］.

(6)
彼はきのう大きな魚をつかまえました。
He［　caught　］a big fish yesterday.

【助動詞】

動詞を補助して意味を付け加えるものを助動詞といいます。助動詞には次のようなものがあります。
～ができる［　can　］，
～してよい［　may　］
～するつもり［　will　］

～しなければならない［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マスト),must)　］
～すべき［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シュッド),should)　］

1．
次の［　］に助動詞をあてはめなさい。

(1)
彼はサッカーができる。
He［　can　］play soccer.

(2)
彼はサッカーをしてもよい。
He［　may　］play soccer.

(3)
彼は宿題をしなければならない。
He［　must　］do his homework.

(4)
私達は来週日曜日にサッカーをするつもりです。We［　will　］［　play　］soccer next Sunday.

助動詞のあとは，動詞の［　原形　］にします。

2. 次の英文を完成しなさい。

(1)
あなたは老人に親切にすべきです。
You［　should　］［　be　］［　kind　］to old people.

(2)
私は来年アメリカを訪れるつもりです。I［　will　］［　visit　］America next year.

(3)
あなたはこのペンを使ってもよい。
You［　may　］［　use　］this pen.

3. 未来を表すことばを覚えましょう

	来年
	［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ネクスト　次の),next)　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(年),year)　］
	来月
	［　next　］［　month　］

	来週
	［　next　］［　week　］
	今度の日曜
	［　next　］［　Sunday　］

	※今日の朝
	［　this　］［　morning　］
	※今日の午後
	［　this　］［　afternoon　］

	※今年
	［　this　］［　year　］
	※今週末
	［　this　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウィーケンド),weekend)　］


　　　　　　　　※ 過去の時制で使うときがある。

助動詞の書き換え


will ＝ be［　going　］［　to　］～


can ＝ be［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(エイブル),able)　］［　to　］～


must ＝［　have　］［　to　］～，［　has　］［　to　］～


4. 同じ意味の英文にしなさい。


　He will visit his uncle next week.


　He［　is　］［　going　］［　to　］visit his uncle next week.


　彼は来週，彼のおじさんのところを訪問するつもりです。


　He can ski very well.


　He［　is　］［　able　］［　to　］ski very well.


　彼はとても上手にスキーができます。


　You must be kind to old people.


　You［　have　］［　to　］kind to old people.


　あなたは老人に親切にすべきです。


　He must study hard.


　He［　has　］［　to　］study hard.

他，助動詞の用法を覚えましょう。

Will you ～？
「～してくれますか。」

Shall I ～？
「(私が)～しましょうか。」

Shall we ～？＝Let’s
「～しましょう。」

5. 次の英文を完成しなさい。

(1)
まどを開けてくれませんか。
［　Will　］［　you　］open the window ?

(2)
(私が)ドアを開けましょうか。
［　Shall　］［　I　］open the door ?

(3)
ダンスをしましょう。
［　Shall　］［　we　］dance ?

【比較】

as＋［　形容　］詞・副詞＋as～で「～と同じくらい…」の意味を表わします。

He is tall.  彼は高い。　　接続詞なので，後ろは主語の形がきます。
He is as［　tall　］［　as　］ eq \o\ac(○,I).   訳［　彼は私と同じくらいの背たけです。　］
　　　　副詞「～と同じくらい」

1. 次の英文を完成しなさい。

(1)
私は彼と同じくらいの背丈です。



I am［　as　］［　tall　］［　as　］［　he　］.

(2)
彼は彼女と同じ年です。



He is［　as　］［　old　］［　as　］［　she　］.

(3)
彼は私と同じくらいの背丈ではありません。（＝彼は私より背が低い）


He is［　not　］［　as　］［　tall　］［　as　］［　I　］.

「～より…」を表すには「比較級」を用います。形容詞または副詞に「er＋than主語」

・He is tall.
彼は背が高い。

　He is［　taller　］［　than　］［　I　］.
彼は私より背が高い。

・He is old.
彼は年をとっている。

　He is［　older　］［　than　］［　you　］.
彼はあなたより年上だ。

～erのつけ方

	一般にerをそのままつける
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(背が高い),tall) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(トーラー),taller)　］

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(長い),long) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ロンガー),longer)　］

	短母音＋子音字のときは子音字を重ねてer
※hotとbigに注意しましょう
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(暑い),hot) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ホッター),hotter)　］

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(大きい),big) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ビガー),bigger)　］

	子音＋ｙの場合，ｙをiにかえてer
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(楽しい),happy) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ハッピア),happier)　］

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(簡単な),easy) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イージィア),easier)　］



4. 同じ意味の英文にしなさい。


　He will visit his uncle next week.


　He［　is　］［　going　］［　to　］visit his uncle next week.


　彼は来週，彼のおじさんのところを訪問するつもりです。


　He can ski very well.


　He［　is　］［　able　］［　to　］ski very well.


　彼はとても上手にスキーができます。


　You must be kind to old people.


　You［　have　］［　to　］kind to old people.


　あなたは老人に親切にすべきです。


　He must study hard.


　He［　has　］［　to　］study hard.

他，助動詞の用法を覚えましょう。

Will you ～？
「～してくれますか。」

Shall I ～？
「(私が)～しましょうか。」

Shall we ～？＝Let’s
「～しましょう。」

5. 次の英文を完成しなさい。

(1)
まどを開けてくれませんか。
［　Will　］［　you　］open the window ?

(2)
(私が)ドアを開けましょうか。
［　Shall　］［　I　］open the door ?

(3)
ダンスをしましょう。
［　Shall　］［　we　］dance ?

【比較】

as＋［　形容　］詞・副詞＋as～で「～と同じくらい…」の意味を表わします。

He is tall.  彼は高い。　　接続詞なので，後ろは主語の形がきます。
He is as［　tall　］［　as　］ eq \o\ac(○,I).   訳［　彼は私と同じくらいの背たけです。　
］
　　　　副詞「～と同じくらい」

1. 次の英文を完成しなさい。

(1)
私は彼と同じくらいの背丈です。



I am［　as　］［　tall　］［　as　］［　he　］.

(2)
彼は彼女と同じ年です。



He is［　as　］［　old　］［　as　］［　she　］.

(3)
彼は私と同じくらいの背丈ではありません。（＝彼は私より背が低い）


He is［　not　］［　as　］［　tall　］［　as　］［　I　］.

「～より…」を表すには「比較級」を用います。形容詞または副詞に「er＋than主語」

・He is tall.
彼は背が高い。

　He is［　taller　］［　than　］［　I　］.
彼は私より背が高い。

・He is old.
彼は年をとっている。

　He is［　older　］［　than　］［　you　］.
彼はあなたより年上だ。

～erのつけ方

	一般にerをそのままつける
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(背が高い),tall) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(トーラー),taller)　３
］

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(長い),long) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ロンガー),longer)　
］

	短母音＋子音字のときは子音字を重ねてer
※hotとbigに注意しましょう
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(暑い),hot) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ホッター),hotter)　
］

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(大きい),big) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ビガー),bigger)　
］

	子音＋ｙの場合，ｙをiにかえてer
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(楽しい),happy) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ハッピア),happier)　
］

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(簡単な),easy) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イージィア),easier)　
］



【不定詞】

不定詞とは「to＋原形動詞」をいいます。訳し方には次の3通りがあります。

・名詞的用法　
～［　すること　］

・形容詞的用法　～［　するための　］，～［　すべき　］

・副詞的用法　
～［　するために　］，※～して…

1. 次の英文を完成しなさい。

(1)
<不定詞の名詞的用法> 私はサッカーをすることが好きです。


I［　like　］［　to　］［　play　］soccer.

(2)
<不定詞の形容詞的用法> 私は何か飲むためのもの（飲み物）がほしい


I［　want　］［　something　］to［　drink　］.

(3)
<不定詞の副詞的用法> 彼は写真をとるためにその公園へ行った。


He went to the park［　to　］［　take　］pictures.
2. 次の英文を完成しなさい。

(1)
私はテニス選手になりたい（＝なることがしたい<不定詞の名詞的用法>）


I［　want　］［　to　］［　be　］a tennis player.

(2)
私は医者になりたい。


I［　want　］［　to　］［　be　］a doctor.

(3)
私に何かあたたかい飲み物をください。


［　Give　］me［　something　］hot［　to　］［　drink　］.


注）somethingやanythingなど，～ingの名詞があるとき，


　　形容詞＋～thingではなく，「～thing＋［　形容詞　］」の語順になります。

(4)
私はサッカーをすることが好きです。（名詞的用法）


I［　like　］［　to　］［　play　］soccer.

(5)
彼は英語を勉強するためにオーストラリアへ行くつもりです。（［　副詞　］的用法）


He will［　go　］［　to　］Australia［　to　］［　study　］English.

(6)
私に何かあたたかい食べ物（食べるための物）をください。（形容詞的用法）


Give me［　something　］［　hot　］［　to　］［　eat　］.

(7)
私はやるべきたくさんの宿題がある。（［　形容詞　］的用法）


I have a lot of homework［　to　］［　do　］.

(8)
私にはその本を読むための時間がない。（形容詞的用法）


I have［　no　］［　time　］［　to　］［　read　］the book.


【不定詞】

不定詞とは「to＋原形動詞」をいいます。訳し方には次の3通りがあります。

・名詞的用法　
～［　すること　］

・形容詞的用法　～［　するための　］，～［　すべき　］

・副詞的用法　
～［　するために　］，※～して…

1. 次の英文を完成しなさい。

(1)
<不定詞の名詞的用法> 私はサッカーをすることが好きです。


I［　like　］［　to　］［　play　］soccer.

(2)
<不定詞の形容詞的用法> 私は何か飲むためのもの（飲み物）がほしい


I［　want　］［　something　］to［　drink　］.

(3)
<不定詞の副詞的用法> 彼は写真をとるためにその公園へ行った。


He went to the park［　to　］［　take　］pictures.
2. 次の英文を完成しなさい。

(1)
私はテニス選手になりたい（＝なることがしたい<不定詞の名詞的用法>）


I［　want　］［　to　］［　be　］a tennis player.

(2)
私は医者になりたい。


I［　want　］［　to　］［　be　］a doctor.

(3)
私に何かあたたかい飲み物をください。


［　Give　］me［　something　］hot［　to　］［　drink　］.


注）somethingやanythingなど，～ingの名詞があるとき，


　　形容詞＋～thingではなく，「～thing＋［　形容詞　］」の語順になります。

(4)
私はサッカーをすることが好きです。（名詞的用法）


I［　like　］［　to　］［　play　］soccer.

(5)
彼は英語を勉強するためにオーストラリアへ行くつもりです。（［　副詞　］的用法）


He will［　go　］［　to　］Australia［　to　］［　study　］English.

(6)
私に何かあたたかい食べ物（食べるための物）をください。（形容詞的用法）


Give me［　something　］［　hot　］［　to　］［　eat　］.

(7)
私はやるべきたくさんの宿題がある。（［　形容詞　］的用法）


I have a lot of homework［　to　］［　do　］.

(8)
私にはその本を読むための時間がない。（形容詞的用法）


I have［　no　］［　time　］［　to　］［　read　］the book.


英文法　基本　13回目　
氏名［　　　　　　　　　　］
【be動詞】

1．正しい英文を書きなさい。

(1)
あなたは何歳ですか。
［　How old are you ?　］

(2)
彼はどこの出身ですか。
［　Where is he from ?　］

(3)
あの少年はだれですか。
［　Who is that boy ?　］

(4)
これはいくらですか。
［　How much is this ?　］

(5)
今，何時ですか。
［　What time is it　］now ?

(6)
今日は何曜日ですか。
［　What day is today？　］

水曜日です。
［　It’s Wednesday.　］

(7)
今日は何月何日ですか。
［　What’s the date today？　］

12月25日です。
［　It’s December　］25.
【一般動詞】

	
	
	
	主格
	所有格
	目的格
	所有代名詞
	
	
	
	主格
	所有格
	目的格
	所有代名詞

	
	
	
	は，が
	の
	を，に
	～のもの
	
	
	
	は，が
	の
	を，に
	～のもの

	単語
	1人称
	私は
	I
	my
	me
	mine
	複　数
	1人称
	私達は
	we
	our
	us
	ours

	
	2人称
	あなたは
	you
	your
	you
	yours
	
	2人称
	あなた達は
	you
	your
	you
	yours

	
	3人称
	彼は
	he
	his
	him
	his
	
	3人称
	彼らは
	they
	their
	them
	theirs

	
	3人称
	彼女は
	she
	her
	her
	hers
	
	3人称
	彼女らは
	they
	their
	them
	theirs

	
	3人称
	それは
	it
	its
	it
	
	
	3人称
	それらは
	they
	their
	them
	theirs


たいてい［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ユージョアリィ),usually)　］
しばしば［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オーフン),often)　］
～といっしょに［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウィズ),with)　］

いつも［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オールウェイズ),always)　］
ときどき［　sometimes　］
～のために［　for　］

1. 次の英文を完成せよ。

(1)
彼はときどき彼女とテニスをします。


He［　sometimes　］［　plays　］tennis［　with　］her.

(2)
彼女はしばしば彼のためにケーキをつくります。


She［　often　］［　makes　］cakes［　for　］him.

(3)
彼はいつも忙しい。


He［　is　］［　always　］busy.

◎ 一般動詞のあとの目的語となる代名詞は［　3　］番目の目的格にします。

　私の父は私を動物園に連れて行きます。

　My father［　takes　］［EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(3番目の目的格),me)］to the EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ズー),zoo).

2. 次の英文を完成せよ。

(1)
私は彼女の宿題を手伝います。


I help［　her　］［　with　］her homework.

(2)
彼は私にお話をします。


He tells［　me　］a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ストーリー　話),story).

◎ 次の英文を同じ意味の文にしなさい。

(1)
彼はサッカーが上手です。


　He plays soccer very well.　　※wellはgood～と書き換える


　He is a［　good　］soccer［　player　］.

(2)
彼女はテニスが上手です。


　She plays tennis very well.


　She is a［　good　］tennis［　player　］.

英文法　基本　13回目　
氏名［　　　　　　　　　　］
【be動詞】

1．正しい英文を書きなさい。

(1)
あなたは何歳ですか。
［　How old are you ?　
］

(2)
彼はどこの出身ですか。
［　Where is he from ?　
］

(3)
あの少年はだれですか。
［　Who is that boy ?　
］

(4)
これはいくらですか。
［　How much is this ?　
］

(5)
今，何時ですか。
［　What time is it　
］now ?

(6)
今日は何曜日ですか。
［　What day is today？　
］

水曜日です。
［　It’s Wednesday.　
］

(7)
今日は何月何日ですか。
［　What’s the date today？　
］

12月25日です。
［　It’s December　
］25.
【一般動詞】

	
	
	
	主格
	所有格
	目的格
	所有代名詞
	
	
	
	主格
	所有格
	目的格
	所有代名詞

	
	
	
	は，が
	の
	を，に
	～のもの
	
	
	
	は，が
	の
	を，に
	～のもの

	単語
	1人称
	私は
	I
	my
	me
	mine
	複　数
	1人称
	私達は
	we
	our
	us
	ours

	
	2人称
	あなたは
	you
	your
	you
	yours
	
	2人称
	あなた達は
	you
	your
	you
	yours

	
	3人称
	彼は
	he
	his
	him
	his
	
	3人称
	彼らは
	they
	their
	them
	theirs

	
	3人称
	彼女は
	she
	her
	her
	hers
	
	3人称
	彼女らは
	they
	their
	them
	theirs

	
	3人称
	それは
	it
	its
	it
	
	
	3人称
	それらは
	they
	their
	them
	theirs


たいてい［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ユージョアリィ),usually)　］
しばしば［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オーフン),often)　］
～といっしょに［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウィズ),with)　］

いつも［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(オールウェイズ),always)　］
ときどき［　sometimes　］
～のために［　for　］

1. 次の英文を完成せよ。

(1)
彼はときどき彼女とテニスをします。


He［　sometimes　］［　plays　］tennis［　with　］her.

(2)
彼女はしばしば彼のためにケーキをつくります。


She［　often　］［　makes　］cakes［　for　］him.

(3)
彼はいつも忙しい。


He［　is　］［　always　］busy.

◎ 一般動詞のあとの目的語となる代名詞は［　3　］番目の目的格にします。

　私の父は私を動物園に連れて行きます。

　My father［　takes　］［EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(3番目の目的格),me)］to the EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ズー),zoo).

2. 次の英文を完成せよ。

(1)
私は彼女の宿題を手伝います。


I help［　her　］［　with　］her homework.

(2)
彼は私にお話をします。


He tells［　me　］a EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ストーリー　話),story).

◎ 次の英文を同じ意味の文にしなさい。

(1)
彼はサッカーが上手です。


　He plays soccer very well.　　※wellはgood～と書き換える

　He is a［　good　］soccer［　player　］.

(2)
彼女はテニスが上手です。


　She plays tennis very well.


　She is a［　good　］tennis［　player　］.

(3)
この自転車は彼のです。


　This bike is his.


　This is［　his　］［　bike　］.

(4)
あれは彼の車です。


　That is his car.


　That car［　is　］［　his　］.（あの車は彼のです）

【連語】

1．次の［　］内に適語をあてはめなさい。

(1)
彼は毎日，犬の世話をします。


［　He takes care of his dog every day.　 ］

(2)
あの赤い車を見なさい。


［　Look at that red car.　］

(3)
あなたは何を探しているのですか。


［　What are you looking for？　］

(4)
彼はサッカー部の一員です。


［　He is a member of the soccer club.　］

(5)
私たちは放課後サッカーをします。


［　We play soccer after school.　］

2．次の英文を完成しなさい。

(1)
木の下に2匹の犬がいます。


［　There are two dogs under the tree.　］

(2)
壁に2枚の写真があります。


［　There are two pictures on the wall.　］


注）壁にかけてある状態は前置詞［　on　］を使います。

3. 　　部分を問う疑問文をつくりなさい。


There are two cats under the table.


［　How many cats are there under the table ?　］

4．次の英文を完成しなさい。

(1)
その壁には何枚の絵がかかっていますか。


［　How many pictures are there on the wall ?　］

(2)
木の下には何人の人々がいますか。


［　How many people are there under the tree ?　］

【一般動詞】

過去形「～であった，～した」と表すときに一般動詞は過去形にします。2つのパターンがあります。

①　be動詞の過去形は　is , amが［　was　］になり，areが［　were　］になります。


1. 次の英文を完成しなさい。

(1)
彼は2日前，東京にいました。

［　He was in Tokyo two days ago.　］

(2)
あなたは去年，アメリカにいました。


［　You were in America last year.　］

(3)
彼女は先週の日曜日に部屋を掃除しました。


［　She cleaned her room last Sunday.　］

(4)
彼は昨晩，英語を勉強しました。


［　He studied English last night.　］


(3)
この自転車は彼のです。


　This bike is his.


　This is［　his　］［　bike　］.

(4)
あれは彼の車です。


　That is his car.


　That car［　is　］［　his　］.（あの車は彼のです）
【連語】

1．次の［　］内に適語をあてはめなさい。

(1)
彼は毎日，犬の世話をします。


［　He takes care of his dog every day.　 
］

(2)
あの赤い車を見なさい。


［　Look at that red car.　
］

(3)
あなたは何を探しているのですか。


［　What are you looking for？　
］

(4)
彼はサッカー部の一員です。


［　He is a member of the soccer club.　
］

(5)
私たちは放課後サッカーをします。


［　We play soccer after school.　
］

2．次の英文を完成しなさい。

(1)
木の下に2匹の犬がいます。


［　There are two dogs under the tree.　
］

(2)
壁に2枚の写真があります。


［　There are two pictures on the wall.　
］


注）壁にかけてある状態は前置詞［　on　］を使います。

3. 　　部分を問う疑問文をつくりなさい。


There are two cats under the table.


［　How many cats are there under the table ?　
］

4．次の英文を完成しなさい。

(1)
その壁には何枚の絵がかかっていますか。


［　How many pictures are there on the wall ?　
］

(2)
木の下には何人の人々がいますか。


［　How many people are there under the tree ?　
］

【一般動詞】

過去形「～であった，～した」と表すときに一般動詞は過去形にします。2つのパターンがあります。

①　be動詞の過去形は　is , amが［　was　］になり，areが［　were　］になります。


1. 次の英文を完成しなさい。

(1)
彼は2日前，東京にいました。

［　He was in Tokyo two days ago.　
］

(2)
あなたは去年，アメリカにいました。


［　You were in America last year.　
］

(3)
彼女は先週の日曜日に部屋を掃除しました。


［　She cleaned her room last Sunday.　
］

(4)
彼は昨晩，英語を勉強しました。


［　He studied English last night.　
］


2. 同じ意味の英文にしなさい。


　He will visit his uncle next week.


　He［　is　］［　going　］［　to　］visit his uncle next week.


　彼は来週，彼のおじさんのところを訪問するつもりです。


　He can ski very well.


　He［　is　］［　able　］［　to　］ski very well.


　彼はとても上手にスキーができます。


　You must be kind to old people.


　You［　have　］［　to　］be kind to old people.


　あなたは老人に親切にすべきです。


　He must study hard.


　He［　has　］［　to　］study hard.


　彼は一所懸命勉強しなくてはいけない。

Let’s dance.

［　Shall　］［　we　］dance ?

踊りましょう。

Please open the door ?

［　Will　］［　you　］open the door ?

そのドアを開けてください。

Don’t speak in the library.

You［　mustn’t　］speak in the library.

図書館では話してはいけません。

3．不規則変化動詞を覚えましょう。

	くる
	come →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ケイム),came)　］
	書く
	write →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ロウト),wrote)　］

	行く
	go →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウエント),went)　］
	読む
	read →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(レッド),read)　］

	去る
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(リーブ),leave) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(レフト),left)　］
	見る
	see →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ソー),saw)　］

	与える
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ギブ),give) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ゲイブ),gave)　］
	知る
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ノウ),know) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ニュー),knew)　］

	買う
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(バイ),buy) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ボート),bought)　］
	連れテイク

持つテイク
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(テイク),take) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(トゥック),took)　］

	会う
	meet →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(メット),met)　］
	つかまえる
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(キャッチ),catch) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(コート),caught)　］

	考える
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シンク),think) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ソート),thought)　］
	言う
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(セイ),say) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(セッド),said)　］



4．次の英文を完成しなさい。

(1)
彼のおじさんが彼に辞書を与えました。
His uncle［　gave　］him a［　dictionary　］.

(2)
彼女はきのう，手紙をかきました。
She［　wrote　］a letter yesterday.

(3)
私はきのう，公園に行きました。
I［　went　］to the park yesterday.

(4)
私はその本をきのう買いました。
I［　bought　］the book［　yesterday　］.

(5)
私はきのう彼を動物園に連れていきました。I［　took　］him to the EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ズー　動物園),zoo)［　yesterday　］.

(6)
彼はきのう大きな魚をつかまえました。
He［　caught　］a big fish yesterday.


2. 同じ意味の英文にしなさい。


　He will visit his uncle next week.


　He［　is　］［　going　］［　to　］visit his uncle next week.


　彼は来週，彼のおじさんのところを訪問するつもりです。


　He can ski very well.


　He［　is　］［　able　］［　to　］ski very well.


　彼はとても上手にスキーができます。


　You must be kind to old people.


　You［　have　］［　to　］be kind to old people.


　あなたは老人に親切にすべきです。


　He must study hard.


　He［　has　］［　to　］study hard.


　彼は一所懸命勉強しなくてはいけない。

Let’s dance.

［　Shall　］［　we　］dance ?

踊りましょう。

Please open the door ?

［　Will　］［　you　］open the door ?

そのドアを開けてください。

Don’t speak in the library.

You［　mustn’t　］speak in the library.

図書館では話してはいけません。

3．不規則変化動詞を覚えましょう。

	くる
	come →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ケイム),came)　
］
	書く
	write →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ロウト),wrote)　
］

	行く
	go →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウエント),went)　
］
	読む
	read →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(レッド),read)　
］

	去る
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(リーブ),leave) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(レフト),left)　
］
	見る
	see →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ソー),saw)　
］

	与える
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ギブ),give) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ゲイブ),gave)　
］
	知る
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ノウ),know) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ニュー),knew)　
］

	買う
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(バイ),buy) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ボート),bought)　
］
	連れテイク

持つテイク
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(テイク),take) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(トゥック),took)　
］

	会う
	meet →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(メット),met)　
］
	つかまえる
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(キャッチ),catch) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(コート),caught)　
］

	考える
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シンク),think) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ソート),thought)　
］
	言う
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(セイ),say) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(セッド),said)　
］



4．次の英文を完成しなさい。

(1)
彼のおじさんが彼に辞書を与えました。
His uncle［　gave　］him a［　dictionary　］.

(2)
彼女はきのう，手紙をかきました。
She［　wrote　］a letter yesterday.

(3)
私はきのう，公園に行きました。
I［　went　］to the park yesterday.

(4)
私はその本をきのう買いました。
I［　bought　］the book［　yesterday　］.

(5)
私はきのう彼を動物園に連れていきました。I［　took　］him to the EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ズー　動物園),zoo)［　yesterday　］.

(6)
彼はきのう大きな魚をつかまえました。
He［　caught　］a big fish yesterday.


【助動詞】

動詞を補助して意味を付け加えるものを助動詞といいます。助動詞には次のようなものがあります。
～ができる［　can　］，
～してよい［　may　］
～するつもり［　will　］

～しなければならない［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マスト),must)　］
～すべき［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シュッド),should)　］

1．
次の［　］に助動詞をあてはめなさい。

(1)
彼はサッカーができる。
He［　can　］play soccer.

(2)
彼はサッカーをしてもよい。
He［　may　］play soccer.

(3)
彼は宿題をしなければならない。
He［　must　］do his homework.

(4)
私達は来週日曜日にサッカーをするつもりです。We［　will　］［　play　］soccer next Sunday.

助動詞のあとは，動詞の［　原形　］にします。

2. 次の英文を完成しなさい。

(1)
あなたは老人に親切にすべきです。
You［　should　］［　be　］［　kind　］to old people.

(2)
私は来年アメリカを訪れるつもりです。I［　will　］［　visit　］America next year.

(3)
あなたはこのペンを使ってもよい。
You［　may　］［　use　］this pen.

3. 未来を表すことばを覚えましょう

	来年
	［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ネクスト　次の),next)　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(年),year)　］
	来月
	［　next　］［　month　］

	来週
	［　next　］［　week　］
	今度の日曜
	［　next　］［　Sunday　］

	※今日の朝
	［　this　］［　morning　］
	※今日の午後
	［　this　］［　afternoon　］

	※今年
	［　this　］［　year　］
	※今週末
	［　this　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウィーケンド),weekend)　］


　　　　　　　　※ 過去の時制で使うときがある。

助動詞の書き換え


will ＝ be［　going　］［　to　］～


can ＝ be［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(エイブル),able)　］［　to　］～


must ＝［　have　］［　to　］～，［　has　］［　to　］～


Let’s命令＝［　Shall　］［　we　］～？
「～しましょうか。」


Please命令＝［　Will　］［　you　］～？
「～してくれませんか。」


Don’t命令＝You［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マスントゥ),mustn’t)　］～
「～してはいけません。」

他，助動詞の用法を覚えましょう。

Will you ～？
「～してくれますか。」


Shall I ～？
「(私が)～しましょうか。」

Shall we ～？＝Let’s
「～しましょう。」

4. 次の英文を完成しなさい。

(1)
まどを開けてくれませんか。
［　Will　］［　you　］open the window ?

(2)
(私が)ドアを開けましょうか。
［　Shall　］［　I　］open the door ?

(3)
ダンスをしましょう。
［　Shall　］［　we　］dance ?


【助動詞】

動詞を補助して意味を付け加えるものを助動詞といいます。助動詞には次のようなものがあります。
～ができる［　can　］，
～してよい［　may　］
～するつもり［　will　］

～しなければならない［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マスト),must)　］
～すべき［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シュッド),should)　］

1．
次の［　］に助動詞をあてはめなさい。

(1)
彼はサッカーができる。
He［　can　］play soccer.

(2)
彼はサッカーをしてもよい。
He［　may　］play soccer.

(3)
彼は宿題をしなければならない。
He［　must　］do his homework.

(4)
私達は来週日曜日にサッカーをするつもりです。We［　will　］［　play　］soccer next Sunday.

助動詞のあとは，動詞の［　原形　］にします。

2. 次の英文を完成しなさい。

(1)
あなたは老人に親切にすべきです。
You［　should　］［　be　］［　kind　］to old people.

(2)
私は来年アメリカを訪れるつもりです。I［　will　］［　visit　］America next year.

(3)
あなたはこのペンを使ってもよい。
You［　may　］［　use　］this pen.

3. 未来を表すことばを覚えましょう

	来年
	［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ネクスト　次の),next)　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(年),year)　］
	来月
	［　next　］［　month　］

	来週
	［　next　］［　week　］
	今度の日曜
	［　next　］［　Sunday　］

	※今日の朝
	［　this　］［　morning　］
	※今日の午後
	［　this　］［　afternoon　］

	※今年
	［　this　］［　year　］
	※今週末
	［　this　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウィーケンド),weekend)　］


　　　　　　　　※ 過去の時制で使うときがある。

助動詞の書き換え


will ＝ be［　going　］［　to　］～


can ＝ be［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(エイブル),able)　］［　to　］～


must ＝［　have　］［　to　］～，［　has　］［　to　］～


Let’s命令＝［　Shall　］［　we　］～？
「～しましょうか。」


Please命令＝［　Will　］［　you　］～？
「～してくれませんか。」


Don’t命令＝You［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マスントゥ),mustn’t)　］～
「～してはいけません。」

他，助動詞の用法を覚えましょう。

Will you ～？
「～してくれますか。」


Shall I ～？
「(私が)～しましょうか。」

Shall we ～？＝Let’s
「～しましょう。」

4. 次の英文を完成しなさい。

(1)
まどを開けてくれませんか。
［　Will　］［　you　］open the window ?

(2)
(私が)ドアを開けましょうか。
［　Shall　］［　I　］open the door ?

(3)
ダンスをしましょう。
［　Shall　］［　we　］dance ?


【比較】

as＋［　形容　］詞・副詞＋as～で「～と同じくらい…」の意味を表わします。

He is tall.  彼は高い。　　接続詞なので，後ろは主語の形がきます。
He is as［　tall　］［　as　］ eq \o\ac(○,I).   訳［　彼は私と同じくらいの背たけです。　］
　　　　副詞「～と同じくらい」

1. 次の英文を完成しなさい。

(1)
私は彼と同じくらいの背丈です。



I am［　as　］［　tall　］［　as　］［　he　］.

(2)
彼は彼女と同じ年です。



He is［　as　］［　old　］［　as　］［　she　］.

(3)
彼は私と同じくらいの背丈ではありません。（＝彼は私より背が低い）


He is［　not　］［　as　］［　tall　］［　as　］［　I　］.

「～より…」を表すには「比較級」を用います。形容詞または副詞に「er＋than主語」

・He is tall.
彼は背が高い。

　He is［　taller　］［　than　］［　I　］.
彼は私より背が高い。

・He is old.
彼は年をとっている。

　He is［　older　］［　than　］［　you　］.
彼はあなたより年上だ。

・He runs fast.
彼は速く走る。

　He runs［　faster　］［　than　］［　I　］.彼は私より速く走る。

～erのつけ方

	一般にerをそのままつける
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(背が高い),tall) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(トーラー),taller)　］

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(長い),long) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ロンガー),longer)　］

	短母音＋子音字のときは子音字を重ねてer
※hotとbigに注意しましょう
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(暑い),hot) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ホッター),hotter)　］

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(大きい),big) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ビガー),bigger)　］

	子音＋ｙの場合，ｙをiにかえてer
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(楽しい),happy) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ハッピア),happier)　］

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(簡単な),easy) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イージィア),easier)　］


【不定詞】

不定詞とは「to＋原形動詞」をいいます。訳し方には次の3通りがあります。

・名詞的用法　
～［　すること　］

・形容詞的用法　～［　するための　］，～［　すべき　］

・副詞的用法　
～［　するために　］，※～して…

1. 次の英文を完成しなさい。

(1)
<不定詞の名詞的用法> 私はサッカーをすることが好きです。


I［　like　］［　to　］［　play　］soccer.

(2)
<不定詞の形容詞的用法> 私は何か飲むためのもの（飲み物）がほしい


I［　want　］［　something　］to［　drink　］.

(3)
<不定詞の副詞的用法> 彼は写真をとるためにその公園へ行った。


He went to the park［　to　］［　take　］pictures.
2. 次の英文を完成しなさい。

(1)
私はテニス選手になりたい（＝なることがしたい<不定詞の名詞的用法>）


I［　want　］［　to　］［　be　］a tennis player.

(2)
私は医者になりたい。


I［　want　］［　to　］［　be　］a doctor.


【比較】

as＋［　形容　］詞・副詞＋as～で「～と同じくらい…」の意味を表わします。

He is tall.  彼は高い。　　接続詞なので，後ろは主語の形がきます。
He is as［　tall　］［　as　］ eq \o\ac(○,I).   訳［　彼は私と同じくらいの背たけです。　
］
　　　　副詞「～と同じくらい」

1. 次の英文を完成しなさい。

(1)
私は彼と同じくらいの背丈です。



I am［　as　］［　tall　］［　as　］［　he　］.

(2)
彼は彼女と同じ年です。



He is［　as　］［　old　］［　as　］［　she　］.

(3)
彼は私と同じくらいの背丈ではありません。（＝彼は私より背が低い）


He is［　not　］［　as　］［　tall　］［　as　］［　I　］.

「～より…」を表すには「比較級」を用います。形容詞または副詞に「er＋than主語」

・He is tall.
彼は背が高い。

　He is［　taller　］［　than　］［　I　］.
彼は私より背が高い。

・He is old.
彼は年をとっている。

　He is［　older　］［　than　］［　you　］.
彼はあなたより年上だ。

・He runs fast.
彼は速く走る。

　He runs［　faster　］［　than　］［　I　］.彼は私より速く走る。

～erのつけ方

	一般にerをそのままつける
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(背が高い),tall) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(トーラー),taller)　
］

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(長い),long) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ロンガー),longer)　
］

	短母音＋子音字のときは子音字を重ねてer
※hotとbigに注意しましょう
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(暑い),hot) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ホッター),hotter)　
］

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(大きい),big) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ビガー),bigger)　
］

	子音＋ｙの場合，ｙをiにかえてer
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(楽しい),happy) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ハッピア),happier)　
］

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(簡単な),easy) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イージィア),easier)　
］


【不定詞】

不定詞とは「to＋原形動詞」をいいます。訳し方には次の3通りがあります。

・名詞的用法　
～［　すること　］

・形容詞的用法　～［　するための　］，～［　すべき　］

・副詞的用法　
～［　するために　］，※～して…

1. 次の英文を完成しなさい。

(1)
<不定詞の名詞的用法> 私はサッカーをすることが好きです。


I［　like　］［　to　］［　play　］soccer.

(2)
<不定詞の形容詞的用法> 私は何か飲むためのもの（飲み物）がほしい


I［　want　］［　something　］to［　drink　］.

(3)
<不定詞の副詞的用法> 彼は写真をとるためにその公園へ行った。


He went to the park［　to　］［　take　］pictures.
2. 次の英文を完成しなさい。

(1)
私はテニス選手になりたい（＝なることがしたい<不定詞の名詞的用法>）


I［　want　］［　to　］［　be　］a tennis player.

(2)
私は医者になりたい。


I［　want　］［　to　］［　be　］a doctor.


(3)
私に何かあたたかい飲み物をください。


［　Give　］me［　something　］hot［　to　］［　drink　］.


注）somethingやanythingなど，～ingの名詞があるとき，


　　形容詞＋～thingではなく，「～thing＋［　形容詞　］」の語順になります。

(4)
私はサッカーをすることが好きです。（名詞的用法）


I［　like　］［　to　］［　play　］soccer.

(5)
彼は英語を勉強するためにオーストラリアへ行くつもりです。（［　副詞　］的用法）


He will［　go　］［　to　］Australia［　to　］［　study　］English.

(6)
私に何かあたたかい食べ物（食べるための物）をください。（形容詞的用法）


Give me［　something　］［　hot　］［　to　］［　eat　］.

(7)
私はやるべきたくさんの宿題がある。（［　形容詞　］的用法）


I have a lot of homework［　to　］［　do　］.

(8)
私にはその本を読むための時間がない。（形容詞的用法）


I have［　no　］［　time　］［　to　］［　read　］the book.

【動名詞】

動名詞は不定詞の名詞的用法と同じで「～すること」という意味を表します。

～ingという形をとります。

私は本を読むことが好きです。

　　I like to read books.

　　＝I like reading books.

このように，不定詞の名詞的用法を動名詞にすることができますが，動名詞だけしかとることのできない場合があります。次のように覚えましょう。

動名詞しかとれない場合

・［ EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(エンジョイ　楽しむ),enjoy) ］～ing
「～することを楽しむ」

・［ EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(フィニッシュ　終える),finish) ］～ing
「～することを終える」

・［　stop　］～ing
「～することをやめる」

前置詞＋～ing

・be［　good　］［　at　］～ing
「～することが得意」

・［　with　］～ing
「～しながら」

・［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウィズアウト),without)　］～ing
「～することなしに」

・［　Thank　］［　you　］［　for　］～ing「～することを有難く思う」

・［　How　］［　about　］～ing
「～はどうですか」

1. 次の（　）の動詞を適当な形にして訳しなさい。

(1)
He enjoyed（　play　）soccer yesterday.
→［　playing　］


［　彼はきのうサッカーをすることを楽しみました。　］

(2)
He finished（　do　）his homework.
→［　doing　］


［　彼は宿題をすることを終えました。　］

(3)
He EQ \* jc4 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ar(\s\up 9(～が),is) EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\al(\s\up 9(得意だ),good) at（　play　）tennis.
→［　playing　］


［　彼はテニスをすることが得意です。　］

(4)
She EQ \* jc4 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ar(\s\up 9(出て),went) EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\al(\s\up 9(行く),out) of the room without（　say　）good-bye.→［　saying　］


［　彼女はさよならを言うことなしにその部屋を出て行った。　］

(5)
Thank you for（EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(インバイトゥ　招待する),invite)）me to the party.
→［　inviting　］


［　パーティに私を招待してくれてありがとう。　］


(3)
私に何かあたたかい飲み物をください。


［　Give　］me［　something　］hot［　to　］［　drink　］.


注）somethingやanythingなど，～ingの名詞があるとき，


　　形容詞＋～thingではなく，「～thing＋［　形容詞　］」の語順になります。

(4)
私はサッカーをすることが好きです。（名詞的用法）


I［　like　］［　to　］［　play　］soccer.

(5)
彼は英語を勉強するためにオーストラリアへ行くつもりです。（［　副詞　］的用法）


He will［　go　］［　to　］Australia［　to　］［　study　］English.

(6)
私に何かあたたかい食べ物（食べるための物）をください。（形容詞的用法）


Give me［　something　］［　hot　］［　to　］［　eat　］.

(7)
私はやるべきたくさんの宿題がある。（［　形容詞　］的用法）


I have a lot of homework［　to　］［　do　］.

(8)
私にはその本を読むための時間がない。（形容詞的用法）


I have［　no　］［　time　］［　to　］［　read　］the book.

【動名詞】

動名詞は不定詞の名詞的用法と同じで「～すること」という意味を表します。

～ingという形をとります。

私は本を読むことが好きです。

　　I like to read books.

　　＝I like reading books.

このように，不定詞の名詞的用法を動名詞にすることができますが，動名詞だけしかとることのできない場合があります。次のように覚えましょう。

動名詞しかとれない場合

・［ EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(エンジョイ　楽しむ),enjoy) ］～ing
「～することを楽しむ」

・［ EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(フィニッシュ　終える),finish) ］～ing
「～することを終える」

・［　stop　］～ing
「～することをやめる」

前置詞＋～ing

・be［　good　］［　at　］～ing
「～することが得意」

・［　with　］～ing
「～しながら」

・［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウィズアウト),without)　］～ing
「～することなしに」

・［　Thank　］［　you　］［　for　］～ing「～することを有難く思う」

・［　How　］［　about　］～ing
「～はどうですか」

1. 次の（　）の動詞を適当な形にして訳しなさい。

(1)
He enjoyed（　play　）soccer yesterday.
→［　playing　
］


［　彼はきのうサッカーをすることを楽しみました。　
］

(2)
He finished（　do　）his homework.
→［　doing　
］


［　彼は宿題をすることを終えました。　

］

(3)
He is good at（　play　）tennis.
→［　playing　
］


［　彼はテニスをすることが得意です。　

］

(4)
She EQ \* jc4 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ar(\s\up 9(出て),went) EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\al(\s\up 9(行く),out) of the room without（　say　）good-bye.→［　saying　
］


［　彼女はさよならを言うことなしにその部屋を出て行った。　
］

(5)
Thank you for（　invite　）me to the party.
→［　inviting　
］


［　パーティに私を招待してくれてありがとう。　

］


英文法　基本　14回目　
氏名［　　　　　　　　　　］
【一般動詞】
1.　次の英文を同じ意味の文にしなさい。
(1)
彼はサッカーが上手です。


　He plays soccer very well.　　※wellはgood～と書き換える


　He is a［　good　］soccer［　player　］.

(2)
彼女はテニスが上手です。


　She plays tennis very well.


　She is a［　good　］tennis［　player　］.

(3)
この自転車は彼のです。


　This bike is his.


　This is［　his　］［　bike　］.

(4)
あれは彼の車です。


　That is his car.


　That car［　is　］［　his　］.（あの車は彼のです）

2. 次の英文を完成しなさい。

(1)
彼は2日前，東京にいました。


［　He was in Tokyo two days ago.　］

(2)
あなたは去年，アメリカにいました。


［　You were in America last year.　］

(3)
彼女は先週の日曜日に部屋を掃除しました。


［　She cleaned her room last Sunday.　］

(4)
彼は昨晩，英語を勉強しました。


［　He studied English last night.　］

3.  同じ意味の英文にしなさい。


　He will visit his uncle next week.


　He［　is　］［　going　］［　to　］visit his uncle next week.


　彼は来週，彼のおじさんのところを訪問するつもりです。


　He can ski very well.


　He［　is　］［　able　］［　to　］ski very well.


　彼はとても上手にスキーができます。


　You must be kind to old people.


　You［　have　］［　to　］be kind to old people.


　あなたは老人に親切にすべきです。


　He must study hard.


　He［　has　］［　to　］study hard.


　彼は一所懸命勉強しなくてはいけない。

Let’s dance.

［　Shall　］［　we　］dance ?

踊りましょう。

Please open the door ?

［　Will　］［　you　］open the door ?

そのドアを開けてください。

Don’t speak in the library.

You［　mustn’t　］speak in the library.

図書館では話してはいけません。


英文法　基本　14回目　
氏名［　　　　　　　　　　］
【一般動詞】
1.　次の英文を同じ意味の文にしなさい。
(1)
彼はサッカーが上手です。


　He plays soccer very well.　　※wellはgood～と書き換える


　He is a［　good　］soccer［　player　］.

(2)
彼女はテニスが上手です。


　She plays tennis very well.


　She is a［　good　］tennis［　player　］.

(3)
この自転車は彼のです。


　This bike is his.


　This is［　his　］［　bike　］.

(4)
あれは彼の車です。


　That is his car.


　That car［　is　］［　his　］.（あの車は彼のです）

2. 次の英文を完成しなさい。

(1)
彼は2日前，東京にいました。


［　He was in Tokyo two days ago.　
］

(2)
あなたは去年，アメリカにいました。


［　You were in America last year.　
］

(3)
彼女は先週の日曜日に部屋を掃除しました。


［　She cleaned her room last Sunday.　
］

(4)
彼は昨晩，英語を勉強しました。


［　He studied English last night.　
］

3.  同じ意味の英文にしなさい。


　He will visit his uncle next week.


　He［　is　］［　going　］［　to　］visit his uncle next week.


　彼は来週，彼のおじさんのところを訪問するつもりです。


　He can ski very well.


　He［　is　］［　able　］［　to　］ski very well.


　彼はとても上手にスキーができます。


　You must be kind to old people.


　You［　have　］［　to　］be kind to old people.


　あなたは老人に親切にすべきです。


　He must study hard.


　He［　has　］［　to　］study hard.


　彼は一所懸命勉強しなくてはいけない。

Let’s dance.

［　Shall　］［　we　］dance ?

踊りましょう。

Please open the door ?

［　Will　］［　you　］open the door ?

そのドアを開けてください。

Don’t speak in the library.

You［　mustn’t　］speak in the library.

図書館では話してはいけません。


4．不規則変化動詞を覚えましょう。

	くる
	come →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ケイム),came)　］
	書く
	write →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ロウト),wrote)　］

	行く
	go →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウエント),went)　］
	読む
	read →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(レッド),read)　］

	去る
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(リーブ),leave) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(レフト),left)　］
	見る
	see →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ソー),saw)　］

	与える
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ギブ),give) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ゲイブ),gave)　］
	知る
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ノウ),know) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ニュー),knew)　］

	買う
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(バイ),buy) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ボート),bought)　］
	連れテイク

持つテイク
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(テイク),take) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(トゥック),took)　］

	会う
	meet →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(メット),met)　］
	つかまえる
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(キャッチ),catch) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(コート),caught)　］

	考える
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シンク),think) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ソート),thought)　］
	言う
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(セイ),say) →［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(セッド),said)　］



5．次の英文を完成しなさい。

(1)
彼のおじさんが彼に辞書を与えました。
His uncle［　gave　］him a［　dictionary　］.

(2)
彼女はきのう，手紙をかきました。
She［　wrote　］a letter yesterday.

(3)
私はきのう，公園に行きました。
I［　went　］to the park yesterday.

(4)
私はその本をきのう買いました。
I［　bought　］the book［　yesterday　］.

(5)
私はきのう彼を動物園に連れていきました。I［　took　］him to the EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ズー　動物園),zoo)［　yesterday　］.

(6)
彼はきのう大きな魚をつかまえました。
He［　caught　］a big fish yesterday.

【連語】

1．次の［　］内に適語をあてはめなさい。

(1)
彼は毎日，犬の世話をします。


［　He takes care of his dog every day.　 ］

(2)
あの赤い車を見なさい。


［　Look at that red car.　］

(3)
あなたは何を探しているのですか。


［　What are you looking for？　］

(4)
彼はサッカー部の一員です。


［　He is a member of the soccer club.　］

(5)
私たちは放課後サッカーをします。


［　We play soccer after school.　］

2．次の英文を完成しなさい。

(1)
木の下に2匹の犬がいます。


［　There are two dogs under the tree.　］

(2)
壁に2枚の写真があります。


［　There are two pictures on the wall.　］

3．次の英文を完成しなさい。

(1)
その壁には何枚の絵がかかっていますか。


［　How many pictures are there on the wall ?　］

(2)
木の下には何人の人々がいますか。


［　How many people are there under the tree ?　］


4．不規則変化動詞を覚えましょう。

	くる
	come →
［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ボート),bought)　］
	書く
	write →
［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ボート),bought)　］

	行く
	go →
［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ボート),bought)　］
	読む
	read →
［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ボート),bought)　］

	去る
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(リーブ),leave) →
［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ボート),bought)　］
	見る
	see →
［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ボート),bought)　］

	与える
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ギブ),give) →
［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ボート),bought)　］
	知る
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ノウ),know) →
［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ボート),bought)　］

	買う
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(バイ),buy) →
［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ボート),bought)　］
	連れテイク

持つテイク
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(テイク),take) →
［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ボート),bought)　］

	会う
	meet →
［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ボート),bought)　］
	つかまえる
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(キャッチ),catch) →
［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ボート),bought)　］

	考える
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シンク),think) →
［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ボート),bought)　］
	言う
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(セイ),say) →
［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ボート),bought)　］



5．次の英文を完成しなさい。

(1)
彼のおじさんが彼に辞書を与えました。
His uncle［　gave　］him a［　dictionary　］.

(2)
彼女はきのう，手紙をかきました。
She［　wrote　］a letter yesterday.

(3)
私はきのう，公園に行きました。
I［　went　］to the park yesterday.

(4)
私はその本をきのう買いました。
I［　bought　］the book［　yesterday　］.

(5)
私はきのう彼を動物園に連れていきました。I［　took　］him to the EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ズー　動物園),zoo)［　yesterday　］.

(6)
彼はきのう大きな魚をつかまえました。
He［　caught　］a big fish yesterday.

【連語】

1．次の［　］内に適語をあてはめなさい。

(1)
彼は毎日，犬の世話をします。


［　He takes care of his dog every day.　 
］

(2)
あの赤い車を見なさい。


［　Look at that red car.　
］

(3)
あなたは何を探しているのですか。


［　What are you looking for？　
］

(4)
彼はサッカー部の一員です。


［　He is a member of the soccer club.　
］

(5)
私たちは放課後サッカーをします。


［　We play soccer after school.　
］

2．次の英文を完成しなさい。

(1)
木の下に2匹の犬がいます。


［　There are two dogs under the tree.　
］

(2)
壁に2枚の写真があります。


［　There are two pictures on the wall.　
］

3．次の英文を完成しなさい。

(1)
その壁には何枚の絵がかかっていますか。


［　How many pictures are there on the wall ?　
］

(2)
木の下には何人の人々がいますか。


［　How many people are there under the tree ?　
］


【助動詞】

動詞を補助して意味を付け加えるものを助動詞といいます。助動詞には次のようなものがあります。
～ができる［　can　］，
～してよい［　may　］
～するつもり［　will　］

～しなければならない［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マスト),must)　］
～すべき［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シュッド),should)　］

1．
次の［　］に助動詞をあてはめなさい。

(1)
彼はサッカーができる。
［　He can play soccer.　］

(2)
彼はサッカーをしてもよい。
［　He may play soccer.　］

(3)
彼は宿題をしなければならない。
［　He must do his homework.　］

(4)
私達は来週日曜日にサッカーをするつもりです。［　We will play soccer next Sunday.　］

2. 次の英文を完成しなさい。

(1)
あなたは老人に親切にすべきです。
［　You should be kind to old people.　］

(2)
私は来年アメリカを訪れるつもりです。［　I will visit America next year.　］

(3)
あなたはこのペンを使ってもよい。
［　You may use this pen.　］
3. 未来を表すことばを覚えましょう

	来年
	［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ネクスト　次の),next)　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(年),year)　］
	来月
	［　next　］［　month　］

	来週
	［　next　］［　week　］
	今度の日曜
	［　next　］［　Sunday　］

	※今日の朝
	［　this　］［　morning　］
	※今日の午後
	［　this　］［　afternoon　］

	※今年
	［　this　］［　year　］
	※今週末
	［　this　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウィーケンド),weekend)　］


　　　　　　　　※ 過去の時制で使うときがある。

助動詞の書き換え


will ＝ be［　going　］［　to　］～


can ＝ be［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(エイブル),able)　］［　to　］～


must ＝［　have　］［　to　］～，［　has　］［　to　］～


Let’s命令＝［　Shall　］［　we　］～？
「～しましょうか。」


Please命令＝［　Will　］［　you　］～？
「～してくれませんか。」


Don’t命令＝You［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マスントゥ),mustn’t)　］～
「～してはいけません。」

他，助動詞の用法を覚えましょう。

Will you ～？
「～してくれますか。」


Shall I ～？
「(私が)～しましょうか。」

Shall we ～？＝Let’s
「～しましょう。」

4. 次の英文を完成しなさい。

(1)
まどを開けてくれませんか。
［　Will　］［　you　］open the window ?

(2)
(私が)ドアを開けましょうか。
［　Shall　］［　I　］open the door ?

(3)
ダンスをしましょう。
［　Shall　］［　we　］dance ?

will＋canというのは成り立ちません。will be able to～とします。「～できるようになるでしょう」

will＋mustもつくれないです。will have to～とします。「～しなければならないでしょう」

5. 次の英文を完成しなさい。

(1)
彼はもうすぐその本を読むことができるようになるでしょう。


He［　will　］［　be　］［　able　］to read the book EQ \* jc0 \* "Font:ＤＨＰ平成明朝体W7" \* hps10 \o(\s\up 9(スーン・間もなく，すぐに),soon).

(2)
彼は宿題をしなければならないだろう。


He［　will　］［　have　］［　to　］do the homework.


【助動詞】

動詞を補助して意味を付け加えるものを助動詞といいます。助動詞には次のようなものがあります。
～ができる［　can　］，
～してよい［　may　］
～するつもり［　will　］

～しなければならない［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マスト),must)　］
～すべき［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(シュッド),should)　］

1．
次の［　］に助動詞をあてはめなさい。

(1)
彼はサッカーができる。
［　He can play soccer.　
］

(2)
彼はサッカーをしてもよい。
［　He may play soccer.　
］

(3)
彼は宿題をしなければならない。
［　He must do his homework.　
］

(4)
私達は来週日曜日にサッカーをするつもりです。［　We will play soccer next Sunday.　
］

2. 次の英文を完成しなさい。

(1)
あなたは老人に親切にすべきです。
［　You should be kind to old people.　
］

(2)
私は来年アメリカを訪れるつもりです。［　I will visit America next year.　
］

(3)
あなたはこのペンを使ってもよい。
［　You may use this pen.　
］
3. 未来を表すことばを覚えましょう

	来年
	［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ネクスト　次の),next)　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(年),year)　］
	来月
	［　next　］［　month　］

	来週
	［　next　］［　week　］
	今度の日曜
	［　next　］［　Sunday　］

	※今日の朝
	［　this　］［　morning　］
	※今日の午後
	［　this　］［　afternoon　］

	※今年
	［　this　］［　year　］
	※今週末
	［　this　］［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウィーケンド),weekend)　］


　　　　　　　　※ 過去の時制で使うときがある。

助動詞の書き換え


will ＝ be［　going　］［　to　］～


can ＝ be［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(エイブル),able)　］［　to　］～


must ＝［　have　］［　to　］～，［　has　］［　to　］～


Let’s命令＝［　Shall　］［　we　］～？
「～しましょうか。」


Please命令＝［　Will　］［　you　］～？
「～してくれませんか。」


Don’t命令＝You［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(マスントゥ),mustn’t)　］～
「～してはいけません。」

他，助動詞の用法を覚えましょう。

Will you ～？
「～してくれますか。」


Shall I ～？
「(私が)～しましょうか。」

Shall we ～？＝Let’s
「～しましょう。」

4. 次の英文を完成しなさい。

(1)
まどを開けてくれませんか。
［　Will　］［　you　］open the window ?

(2)
(私が)ドアを開けましょうか。
［　Shall　］［　I　］open the door ?

(3)
ダンスをしましょう。
［　Shall　］［　we　］dance ?

will＋canというのは成り立ちません。will be able to～とします。「～できるようになるでしょう」

will＋mustもつくれないです。will have to～とします。「～しなければならないでしょう」

5. 次の英文を完成しなさい。

(1)
彼はもうすぐその本を読むことができるようになるでしょう。


He［　will　］［　be　］［　able　］to read the book EQ \* jc0 \* "Font:ＤＨＰ平成明朝体W7" \* hps10 \o(\s\up 9(スーン・間もなく，すぐに),soon).

(2)
彼は宿題をしなければならないだろう。


He［　will　］［　have　］［　to　］do the homework.


【比較】

1. 次の英文を完成しなさい。

(1)
私は彼と同じくらいの背丈です。
［　I am as tall as he.　］

(2)
彼は彼女と同じ年です。
［　He is as old as she.　］

(3)
彼は私と同じくらいの背丈ではありません。（＝彼は私より背が低い）


［　He is not as tall as I.　］

「～より…」を表すには「比較級」を用います。形容詞または副詞に「er＋than主語」

・He is tall.
彼は背が高い。

　［　He is taller than I.　］
彼は私より背が高い。

・He is old.
彼は年をとっている。

　［　He is older than you.　］
彼はあなたより年上だ。

・He runs fast.
彼は速く走る。

　［　He runs faster than I.　］
彼は私より速く走る。

～erのつけ方

	一般にerをそのままつける
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(背が高い),tall) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(トーラー),taller)　］

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(長い),long) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ロンガー),longer)　］

	短母音＋子音字のときは子音字を重ねてer
※hotとbigに注意しましょう
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(暑い),hot) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ホッター),hotter)　］

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(大きい),big) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ビガー),bigger)　］

	子音＋ｙの場合，ｙをiにかえてer
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(楽しい),happy) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ハッピア),happier)　］

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(簡単な),easy) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イージィア),easier)　］


二番節以上の形容詞や副詞-lyで終わる形容詞や副詞（長い形容詞や副詞と考えよう）の比較級には


many


much

	
	原　級
	比較級

	おもしろい
	［　EQ \* jc4 \* "Font:HGP創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps10 \o\ar(\s\up 9(イン),in)

EQ \* jc3 \* "Font:ＤＨＰ平成明朝体W7" \* hps10 \o\al(\s\up 9(タレスティング),teresting)　］
	［　more　］［　interesting　］

	難しい
	［　EQ \* jc3 \* "Font:HGP創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps10 \o\al(\s\up 9(ディ),di)

EQ \* jc3 \* "Font:ＤＨＰ平成明朝体W7" \* hps10 \o\al(\s\up 9(フィカルト),fficult)　］
	［　more　］［　difficult　］

	ゆっくりと
	［　sEQ \* jc0 \* "Font:ＤＨＰ平成明朝体W7" \* hps10 \o(\s\up 9(ス),l)

EQ \* jc2 \* "Font:HGP創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ロウ),ow)

EQ \* jc2 \* "Font:ＤＨＰ平成明朝体W7" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(リイ),ly)　］
	［　more　］［　slowly　］

	有名な
	［　EQ \* jc4 \* "Font:HGP創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps10 \o\ar(\s\up 9(フェイ),fam)

EQ \* jc3 \* "Font:ＤＨＰ平成明朝体W7" \* hps10 \o\al(\s\up 9(マス),ous)　］
	［　more　］［　famous　］

	注意深く
	［　EQ \* jc4 \* "Font:HGP創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps10 \o\ar(\s\up 9(ケア),ca)

EQ \* jc3 \* "Font:ＤＨＰ平成明朝体W7" \* hps10 \o\al(\s\up 9(フリィ),refully)　］
	［　more　］［　carefully　］

	重要な
	［　EQ \* jc4 \* "Font:ＤＨＰ平成明朝体W7" \* hps10 \o\ar(\s\up 9(イン),im)

EQ \* jc0 \* "Font:HGP創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps10 \o(\s\up 9(ポー),po)

EQ \* jc3 \* "Font:ＤＨＰ平成明朝体W7" \* hps10 \o\al(\s\up 9(タント),rtant)　］
	［　more　］［　important　］


2. 次の英文を完成しなさい。

(1)
This question is difficult.　この問題は難しい。


この問題はあれより難しい。


This question is［　more　］［　difficult　］than that one. ※ questionの繰り返しをさける
(2)
This book is interesting.　この本はおもしろい。


この本はあの本よりおもしろい。


This book is［　more　］［　interesting　］［　than　］that one. ※ bookの繰り返しをさける

【不定詞】

不定詞とは「to＋原形動詞」をいいます。訳し方には次の3通りがあります。

・名詞的用法　
～［　すること　］

・形容詞的用法　～［　するための　］，～［　すべき　］

・副詞的用法　
～［　するために　］，※～して…

【比較】

1. 次の英文を完成しなさい。

(1)
私は彼と同じくらいの背丈です。
［　I am as tall as he.　
］

(2)
彼は彼女と同じ年です。
［　He is as old as she.　
］

(3)
彼は私と同じくらいの背丈ではありません。（＝彼は私より背が低い）


［　He is not as tall as I.　
］

「～より…」を表すには「比較級」を用います。形容詞または副詞に「er＋than主語」

・He is tall.
彼は背が高い。

　［　He is taller than I.　
］
彼は私より背が高い。

・He is old.
彼は年をとっている。

　［　He is older than you.　
］
彼はあなたより年上だ。

・He runs fast.
彼は速く走る。

　［　He runs faster than I.　
］
彼は私より速く走る。

～erのつけ方

	一般にerをそのままつける
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(背が高い),tall) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(トーラー),taller)　
］

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(長い),long) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ロンガー),longer)　
］

	短母音＋子音字のときは子音字を重ねてer
※hotとbigに注意しましょう
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(暑い),hot) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ホッター),hotter)　
］

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(大きい),big) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ビガー),bigger)　
］

	子音＋ｙの場合，ｙをiにかえてer
	EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(楽しい),happy) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ハッピア),happier)　
］

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(簡単な),easy) 
→［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(イージィア),easier)　
］


二番節以上の形容詞や副詞-lyで終わる形容詞や副詞（長い形容詞や副詞と考えよう）の比較級には


many


much

	
	原　級
	比較級

	おもしろい
	［　EQ \* jc4 \* "Font:HGP創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps10 \o\ar(\s\up 9(イン),in)

EQ \* jc3 \* "Font:ＤＨＰ平成明朝体W7" \* hps10 \o\al(\s\up 9(タレスティング),teresting)　
］
	［　more　］［　interesting　
］

	難しい
	［　EQ \* jc3 \* "Font:HGP創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps10 \o\al(\s\up 9(ディ),di)

EQ \* jc3 \* "Font:ＤＨＰ平成明朝体W7" \* hps10 \o\al(\s\up 9(フィカルト),fficult)　
］
	［　more　］［　difficult　
］

	ゆっくりと
	［　sEQ \* jc0 \* "Font:ＤＨＰ平成明朝体W7" \* hps10 \o(\s\up 9(ス),l)

EQ \* jc2 \* "Font:HGP創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ロウ),ow)

EQ \* jc2 \* "Font:ＤＨＰ平成明朝体W7" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(リイ),ly)　
］
	［　more　］［　slowly　
］

	有名な
	［　EQ \* jc4 \* "Font:HGP創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps10 \o\ar(\s\up 9(フェイ),fam)

EQ \* jc3 \* "Font:ＤＨＰ平成明朝体W7" \* hps10 \o\al(\s\up 9(マス),ous)　
］
	［　more　］［　famous　
］

	注意深く
	［　EQ \* jc4 \* "Font:HGP創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps10 \o\ar(\s\up 9(ケア),ca)

EQ \* jc3 \* "Font:ＤＨＰ平成明朝体W7" \* hps10 \o\al(\s\up 9(フリィ),refully)　
］
	［　more　］［　carefully　
］

	重要な
	［　EQ \* jc4 \* "Font:ＤＨＰ平成明朝体W7" \* hps10 \o\ar(\s\up 9(イン),im)

EQ \* jc0 \* "Font:HGP創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps10 \o(\s\up 9(ポー),po)

EQ \* jc3 \* "Font:ＤＨＰ平成明朝体W7" \* hps10 \o\al(\s\up 9(タント),rtant)　
］
	［　more　］［　important　
］


2. 次の英文を完成しなさい。

(1)
This question is difficult.　この問題は難しい。


この問題はあれより難しい。


This question is［　more　］［　difficult　］than that one. ※ questionの繰り返しをさける
(2)
This book is interesting.　この本はおもしろい。


この本はあの本よりおもしろい。


This book is［　more　］［　interesting　］［　than　］that one. ※ bookの繰り返しをさける

【不定詞】

不定詞とは「to＋原形動詞」をいいます。訳し方には次の3通りがあります。

・名詞的用法　
～［　すること　　］

・形容詞的用法　～［　するための　］，～［　すべき　］

・副詞的用法　
～［　するために　］，※～して…

1. 次の英文を完成しなさい。

(1)
<不定詞の名詞的用法> 私はサッカーをすることが好きです。


I［　like　］［　to　］［　play　］soccer.

(2)
<不定詞の形容詞的用法> 私は何か飲むためのもの（飲み物）がほしい


I［　want　］［　something　］to［　drink　］.

(3)
<不定詞の副詞的用法> 彼は写真をとるためにその公園へ行った。


He went to the park［　to　］［　take　］pictures.
2. 次の英文を完成しなさい。

(1)
私はテニス選手になりたい（＝なることがしたい<不定詞の名詞的用法>）


I［　want　］［　to　］［　be　］a tennis player.

(2)
私は医者になりたい。


I［　want　］［　to　］［　be　］a doctor.

(3)
私に何かあたたかい飲み物をください。


［　Give　］me［　something　］hot［　to　］［　drink　］.


注）somethingやanythingなど，～ingの名詞があるとき，


　　形容詞＋～thingではなく，「～thing＋［　形容詞　］」の語順になります。

(4)
私はサッカーをすることが好きです。（名詞的用法）


I［　like　］［　to　］［　play　］soccer.

(5)
彼は英語を勉強するためにオーストラリアへ行くつもりです。（［　副詞　］的用法）


He will［　go　］［　to　］Australia［　to　］［　study　］English.

(6)
私に何かあたたかい食べ物（食べるための物）をください。（形容詞的用法）


Give me［　something　］［　hot　］［　to　］［　eat　］.

(7)
私はやるべきたくさんの宿題がある。（［　形容詞　］的用法）


I have a lot of homework［　to　］［　do　］.

(8)
私にはその本を読むための時間がない。（形容詞的用法）


I have［　no　］［　time　］［　to　］［　read　］the book.

【動名詞】

動名詞は不定詞の名詞的用法と同じで「～すること」という意味を表します。

～ingという形をとります。

私は本を読むことが好きです。

　　I like to read books.

　　＝I like reading books.

このように，不定詞の名詞的用法を動名詞にすることができますが，動名詞だけしかとることのできない場合があります。次のように覚えましょう。

動名詞しかとれない場合

・［ EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(エンジョイ　楽しむ),enjoy) ］～ing
「～することを楽しむ」

・［ EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(フィニッシュ　終える),finish) ］～ing
「～することを終える」

・［　stop　］～ing
「～することをやめる」

前置詞＋～ing

・be［　good　］［　at　］～ing
「～することが得意」

・［　with　］～ing
「～しながら」

・［　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ウィズアウト),without)　］～ing
「～することなしに」

・［　Thank　］［　you　］［　for　］～ing「～することを有難く思う」

・［　How　］［　about　］～ing
「～はどうですか」
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1. 次の（　）の動詞を適当な形にして訳しなさい。

(1)
He enjoyed（　play　）soccer yesterday.
→［　playing　］


［　彼はきのうサッカーをすることを楽しみました。　］

(2)
He finished（　do　）his homework.
→［　doing　］


［　彼は宿題をすることを終えました。　］

(3)
He EQ \* jc4 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ar(\s\up 9(～が),is) EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\al(\s\up 9(得意だ),good) at（　play　）tennis.
→［　playing　］


［　彼はテニスをすることが得意です。　］

(4)
She EQ \* jc4 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ar(\s\up 9(出て),went) EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\al(\s\up 9(行く),out) of the room without（　say　）good-bye.→［　saying　］


［　彼女はさよならを言うことなしにその部屋を出て行った。　］

(5)
Thank you for（EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(インバイトゥ　招待する),invite)）me to the party.
→［　inviting　］


［　パーティに私を招待してくれてありがとう。　］
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